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条 例

三重県公報
平成27年3月27日

( 教 育 委 員 会 )

(金)

号　外

1 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例

18 三重県障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

( 同 ) 81

19 三重県指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例

( 同 ) 82

20 三重県指定障害児入所施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例

( 同 ) 84

21 三重県立草の実リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例 (発達支援体制推進
プロジェクトチー
ム)

85

22 食品衛生の措置基準等に関する条例の一部を改正する条例 ( 食 品 安 全 課 ) 86

23 三重県青少年健全育成条例の一部を改正する条例 ( 少 子 化 対 策 課 ) 97

24 三重県農村地域資源保全向上委員会条例の一部を改正する条例 (農業基盤整備課) 100

25 三重県指定猟法禁止区域等の区域内に設置する標識の寸法を定める条例の一
部を改正する条例

( 獣 害 対 策 課 ) 101

26 三重県建築基準条例の一部を改正する条例 ( 建 築 開 発 課 ) 102

27 公立学校職員定数条例の一部を改正する条例 ( 教 育 委 員 会 ) 103

28 公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 104

29 県立高等学校等の現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正
する条例

( 同 ) 123

2 住民基本台帳法に基づく本人確認情報の利用及び提供に関する条例等の一部
を改正する等の条例

( 市 町 行 財 政 課 ) 11

3 三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 12

4 三重県行政手続条例の一部を改正する条例 ( 法 務 ・ 文 書 課 ) 14

5 三重県職員定数条例の一部を改正する条例 ( 総 務 課 ) 16

6 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ( 人 事 課 ) 17

7 現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 42

8 三重県職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 48

9 三重県特別会計条例の一部を改正する条例 (サービス産業振興
課)

49

10 三重県安心こども基金条例の一部を改正する条例 ( 子 育 て 支 援 課 ) 50

11 三重県自殺対策緊急強化基金条例の一部を改正する条例 ( 健 康 づ く り 課 ) 51

12 三重県消費者行政活性化基金条例の一部を改正する条例 (交通安全・消費生
活課)

52

13 三重県森林整備加速化・林業再生基金条例の一部を改正する条例 (森林・林業経営
課)

53

14 三重県手数料条例の一部を改正する条例 ( 住 宅 課 ) 54

(農業基盤整備課) 79

15 三重県警察関係手数料条例の一部を改正する条例 ( 警 察 本 部 ) 67

( 障 が い 福 祉 課 ) 8017 三重県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等
を定める条例の一部を改正する条例

16 三重県国営土地改良事業負担金等徴収条例の一部を改正する条例

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

1



33 企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 132

31 三重県立高等学校条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 130

( 教 育 委 員 会 ) 12930 公立学校職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

32 三重県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ( 企 業 庁 ) 131

41 三重県指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護
予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等
を定める条例の一部を改正する条例

( 同 ) 144

42 三重県議会委員会条例の一部を改正する条例 ( 県 議 会 ) 157

39 三重県指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例

( 同 ) 142

40 三重県介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

( 同 ) 143

37 三重県暴力団排除条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 136

38 三重県指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例

( 長 寿 介 護 課 ) 137

35 病院事業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条
例

( 病 院 事 業 庁 ) 134

36 三重県警察職員定員条例の一部を改正する条例 ( 警 察 本 部 ) 135

34 三重県水道供給条例の一部を改正する条例 ( 同 ) 133
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公布された条例のあらまし 

 

◎ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例（条例第 1 号） 

1  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例の規定を

整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 住民基本台帳法に基づく本人確認情報の利用及び提供に関する条例等の一部を改正する等の条例（条

例第 2 号） 

1  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係法律の

整備等に関する法律による住民基本台帳法の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

2  この条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴

う関係法律の整備等に関する法律の施行の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第 3 号） 

1  地方自治法第 252 条の 17 の 2 第 1 項の規定に基づき、知事の権限に属する事務の一部を市町が処理

することについて改正を行うこととしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部平成 27 年 5 月 29 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県行政手続条例の一部を改正する条例（条例第 4 号） 

1  行政手続法の一部改正に鑑み、処分等の求め等の手続を整備することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県職員定数条例の一部を改正する条例（条例第 5 号） 

1  平成 27 年度の職員定数の見直しに伴い、企業庁の職員の定数の改正を行うこととしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（条例第 6 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 26年 10月 15日付けの給与制度の総合的見直しに関する勧

告等に鑑み、一般職に属する職員の給料月額、単身赴任手当の額並びに地域手当の級地の区分及び支

給割合の改定等を行うこととしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部平成 28 年 4 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 7 号） 

1  一般職に属する職員の給与改定に準じ、現業職員の給料月額を改定することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県職員退職手当支給条例の一部を改正する条例（条例第 8 号） 

1  給与制度の総合的見直しが退職手当の支給水準に及ぼす影響等に鑑み、現行の退職手当の支給水準

の範囲内で、職員の在職期間中の公務への貢献度をより的確に反映させるため、退職手当の調整額を

改定することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 
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◎ 三重県特別会計条例の一部を改正する条例（条例第 9 号） 

1  小規模企業の事業活動の活性化のための中小企業基本法等の一部を改正する等の法律による小規模

企業者等設備導入資金助成法の廃止等に伴い規定を整理するとともに、独立行政法人中小企業基盤整

備機構法に基づき創業又は中小企業の経営の革新を支援する事業を行う者に対する資金の貸付けを

実施するため規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県安心こども基金条例の一部を改正する条例（条例第 10 号） 

1  三重県安心こども基金の設置の目的を達成するための一部の事業の実施期間の延長に鑑み、規定を

整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県自殺対策緊急強化基金条例の一部を改正する条例（条例第 11 号） 

1  三重県自殺対策緊急強化基金の設置の目的を達成するための事業の実施期間の延長に鑑み、規定を

整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県消費者行政活性化基金条例の一部を改正する条例（条例第 12 号） 

1  三重県消費者行政活性化基金の設置の目的を達成するための事業の実施期間の延長に鑑み、規定を

整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県森林整備加速化・林業再生基金条例の一部を改正する条例（条例第 13 号） 

1  三重県森林整備加速化・林業再生基金の設置の目的を達成するための事業に係る償還金を受け入れ

るため、規定を整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県手数料条例の一部を改正する条例（条例第 14 号） 

1  建築基準法の一部改正等に鑑み、手数料等についての規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部平成 27 年 5 月 29 日、平成 27 年 6 月 1 日及び平成 27 年 7

月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県警察関係手数料条例の一部を改正する条例（条例第 15 号） 

1  道路交通法等の一部改正に鑑み、運転免許試験手数料等についての規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部平成 27 年 6 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県国営土地改良事業負担金等徴収条例の一部を改正する条例（条例第 16 号） 

1  国営事業の計画確定に伴い、県が徴収する土地改良法第 90 条第 2 項の規定による負担金についての

規定を整備することとしました。  

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例（条例第 17 号） 

1  障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービスの事

業等の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正等に鑑み、規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 
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◎ 三重県障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（条例

第 18 号） 

1  児童福祉法の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。  

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例（条例第 19 号） 

1  児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正等に鑑み、

規定を整備することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定障害児入所施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

（条例第 20 号） 

1  児童福祉法の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。  

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県立草の実リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例（条例第 21 号） 

1  児童福祉法の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。  

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 食品衛生の措置基準等に関する条例の一部を改正する条例（条例第 22 号） 

1  食品衛生法に基づく食品等事業者が実施すべき管理運営基準に関する指針の一部改正に鑑み、公衆

衛生上講ずべき措置基準の規定を整備することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 7 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県青少年健全育成条例の一部を改正する条例（条例第 23 号） 

1  携帯電話等を所有する青少年が増え、携帯電話等からの不適切なインターネット利用により青少年

が青少年有害情報を閲覧する危険性が増し、犯罪被害に巻き込まれる事例が増加している状況に鑑み、

青少年が携帯電話等から安全に安心してインターネットを利用できる環境を整備するため、青少年有

害情報フィルタリングサービス等に係る規定等を整備することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 7 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県農村地域資源保全向上委員会条例の一部を改正する条例（条例第 24 号） 

1  農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律の制定に鑑み、三重県農村地域資源保全向上委

員会において多面的機能発揮促進事業に関する事項を調査審議するため、規定を整備することとしま

した。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定猟法禁止区域等の区域内に設置する標識の寸法を定める条例の一部を改正する条例（条例

第 25 号） 

1  鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律等の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 5 月 29 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県建築基準条例の一部を改正する条例（条例第 26 号） 

1  建築基準法の一部改正に鑑み、特殊建築物の耐火に関する建築基準等についての規定を整備するこ

ととしました。  

2  この条例は、平成 27 年 6 月 1 日から施行することとしました。 
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◎ 公立学校職員定数条例の一部を改正する条例（条例第 27 号） 

1  平成 27 年度における公立学校の児童生徒数の増減による教職員定数の変動等に伴い、公立学校職員

の定数等の改正を行うことしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（条例第 28 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 26年 10月 15日付けの給与制度の総合的見直しに関する勧

告等に鑑み、公立学校職員の給料月額、単身赴任手当の額並びに地域手当の級地の区分及び支給割合

の改定等を行うとともに、主幹教諭及び指導教諭の設置に鑑み、教育職給料表に新たな級を創設する

こととしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部平成 28 年 4 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 県立高等学校等の現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 29 号） 

1  公立学校職員の給与改定に準じ、県立高等学校等の現業職員の給料月額を改定することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 公立学校職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（条例第 30 号） 

1  給与制度の総合的見直しが退職手当の支給水準に及ぼす影響等に鑑み、現行の退職手当の支給水準

の範囲内で、職員の在職期間中の公務への貢献度をより的確に反映させるため、退職手当の調整額を

改定することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県立高等学校条例の一部を改正する条例（条例第 31 号） 

1  県立高等学校の配置及び規模の適正化を図るため、新たに名張市に高等学校を設置することとしま

した。  

2  この条例は、平成 28 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（条例第 32 号） 

1  長ヶ発電所、宮川第三発電所、三瀬谷発電所、大和谷発電所及び青田発電所の譲渡に伴う地方公営

企業法第 2 条第 1 項第 6 号の規定による電気事業の廃止並びに同法第 2 条第 3 項の規定による電気事

業の開始に伴い、規定を整備することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 33 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 26年 10月 15日付けの給与制度の総合的見直しに関する勧

告等に鑑み、管理職員特別勤務手当、勤勉手当及び単身赴任手当の規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県水道供給条例の一部を改正する条例（条例第 34 号） 

1  水道事業の円滑な維持運営を図るため、基本料金の料率を改定することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 病院事業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 35 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 26年 10月 15日付けの給与制度の総合的見直しに関する勧

告等に鑑み、管理職員特別勤務手当、勤勉手当及び単身赴任手当の規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 
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条 例 

◎ 三重県警察職員定員条例の一部を改正する条例（条例第 36 号） 

1  厳しさを増す治安情勢に的確に対処するため、警察職員の定員の改正を行うこととしました。  

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県暴力団排除条例の一部を改正する条例（条例第 37 号） 

1  本県の暴力団情勢、暴力団排除対策の現状等を踏まえ、県民の安全で平穏な生活を確保し、社会経

済活動の健全な発展に寄与するため、所要の改正を行うとともに、少年院法及び少年鑑別所法の制定

に伴い、規定を整理することとしました。  

2  この条例は、平成 27 年 7 月 1 日（一部少年院法の施行の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正す

る条例（条例第 38 号） 

1  指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正に鑑み、規定を整備する

こととしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

（条例第 39 号） 

1  指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準の一部改正に鑑み、規定を整備することと

しました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例（条例第 40 号） 

1  介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準の一部改正に鑑み、規定を整備す

ることとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例（条例第 41号） 

1  指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に鑑み、規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県議会委員会条例の一部を改正する条例（条例第 42 号） 

 1  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、出席説明の要求についての規定を整

備することとしました。 

 2  この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行することとしました。 
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 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 

 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 一 号 

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係

条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 

 

（ 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 二 十 四 条 の 二 の 規 定 に 基 づ く 職 務 権 限 の

特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 二 十 四 条 の 二 の 規 定 に 基 づ く 職 務 権

限 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 題 名 中 「 第 二 十 四 条 の 二 」 を 「 第 二 十 三 条 」 に 改 め る 。 

本 則 中 「 第 二 十 四 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 二 十 三 条 第 一 項 」 に 改 め る 。 

（ 特 別 職 に 属 す る 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 特 別 職 に 属 す る 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 三 重

県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

（ 三 重 県 母 子 ・ 父 子 福 祉 セ ン タ ー 条 例 等 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 委 員 会 の 委 員 」 の 下 に 「 （ 教 育 委 員 会 に あ つ て は 、 教

育 長 及 び 委 員 ） 」 を 加 え る 。 

一 三 重 県 母 子 ・ 父 子 福 祉 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 二 十 六 号 ） 第 三 条

第 二 項 

二 三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） 第 十 九 条 第 二 項 

三 三 重 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 三 重 県 条 例 第 三 十 三 号 ） 第 十 四 条 の 三 第 二 項 

四 三 重 県 営 松 阪 野 球 場 条 例 （ 昭 和 五 十 年 三 重 県 条 例 第 三 十 号 ） 第 二 条 第 二 項 

五 三 重 県 営 ラ イ フ ル 射 撃 場 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 号 ） 第 二 条 第 二 項 

六 三 重 県 立 熊 野 少 年 自 然 の 家 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） 第 三 条 第 二 項 

  「       

 区 分 報 酬 額 旅 費 額  

別 表 中 教 育 委 員 会 の 委 員 

委 員 長 

月 額 七 六 、 〇 〇 〇 円 知 事 及 び 副 知 事

の 旅 費 相 当 額 

 

日 額 二 一 、 〇 〇 〇 円 

を 

委 員 

月 額 六 五 、 〇 〇 〇 円 

日 額 二 一 、 〇 〇 〇 円  

       」 

「        

 区 分 報 酬 額 旅 費 額  

 

教 育 委 員 会 の 委 員 

月 額 六 五 、 〇 〇 〇 円 知 事 及 び 副 知 事

の 旅 費 相 当 額 

に 改 め る 。 
 日 額 二 一 、 〇 〇 〇 円 

       」 
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七 三 重 県 民 の 森 条 例 （ 昭 和 五 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） 第 三 条 第 二 項 
八 三 重 県 身 体 障 害 者 総 合 福 祉 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 六 十 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 第 三 条 第

二 項 

九 三 重 県 立 鈴 鹿 青 少 年 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 六 十 年 三 重 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 二 項 

十 三 重 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 昭 和 六 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 四 条 第 二 項 

（ み え こ ど も の 城 条 例 等 の 一 部 改 正 ） 

第 四 条 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 委 員 会 の 委 員 」 の 下 に 「 （ 教 育 委 員 会 に あ っ て は 、 教

育 長 及 び 委 員 ） 」 を 加 え る 。 

一 み え こ ど も の 城 条 例 （ 平 成 元 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 二 項 

二 三 重 県 営 鈴 鹿 ス ポ ー ツ ガ ー デ ン 条 例 （ 平 成 四 年 三 重 県 条 例 第 三 十 二 号 ） 第 三 条 第 二 

項   

三 三 重 県 営 サ ン ア リ ー ナ 条 例 （ 平 成 六 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 二 項 

四 三 重 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 六 年 三 重 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 二 項 

五 三 重 県 交 通 安 全 研 修 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 二 項 

六 三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 （ 平 成 八 年 三 重 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 三 十 条 第 二 項 

七 三 重 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 三 重 県 条 例 第 五 十 二 号 ） 第 五 十 一 条 第 二 項 

八 三 重 県 立 ゆ め ド ー ム う え の 条 例 （ 平 成 九 年 三 重 県 条 例 第 五 十 七 号 ） 第 三 条 第 二 項 

九 三 重 県 上 野 森 林 公 園 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 二 項 

十 三 重 県 環 境 学 習 情 報 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 一 年 三 重 県 条 例 第 三 十 六 号 ） 第 三 条 第 二 

項   

十 一 み え 県 民 交 流 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 二 項 

十 二 三 重 県 視 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 七 年 三 重 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条

第 二 項 

十 三 三 重 県 立 熊 野 古 道 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） 第 三 条 第 二 項 

十 四 三 重 県 地 方 卸 売 市 場 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 七 十 三 号 ） 第 三 条 第 二 項 

十 五 三 重 県 聴 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 三 重 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 三

条 第 二 項 

（ 三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 五 条 三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 六 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 一 条 中 「 勤 務 条 件 」 の 下 に 「 等 」 を 加 え る 。 

第 二 条 及 び 第 三 条 第 二 項 中 「 教 育 委 員 会 」 を 「 知 事 」 に 改 め る 。 

第 四 条 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 第 四 条 削 除 

第 七 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

  （ 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 ） 

 第 八 条 教 育 長 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 場 合 に は 、 あ ら か じ め 教 育 委 員 会 の 承 認 を

得 て 、 そ の 職 務 に 専 念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る 。 

  一 研 修 に 参 加 す る 場 合 

  二 厚 生 に 関 す る 計 画 の 実 施 に 参 加 す る 場 合 
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  三 前 二 号 に 規 定 す る 場 合 を 除 く ほ か 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 

 ２ 教 育 長 は 、 災 害 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に よ り 前 項 の 規 定 に よ る 承 認 を 受 け る こ と

が で き な か っ た 場 合 に は 、 教 育 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 承 認 を 求 め な

け れ ば な ら な い 。 

（ 県 の 出 資 法 人 へ の 関 わ り 方 の 基 本 的 事 項 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 六 条 県 の 出 資 法 人 へ の 関 わ り 方 の 基 本 的 事 項 を 定 め る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第

四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 第 五 項 中 「 第 十 四 条 第 一 項 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 」 に 改 め る 。 

（ 三 重 県 公 益 認 定 等 審 議 会 及 び 県 が 所 管 す る 公 益 信 託 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 七 条 三 重 県 公 益 認 定 等 審 議 会 及 び 県 が 所 管 す る 公 益 信 託 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三

重 県 条 例 第 四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 第 四 項 中 「 第 十 四 条 第 一 項 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 」 に 改 め る 。 

 （ 三 重 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 八 条 三 重 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第 百 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

５ 附 則 第 三 項 の 場 合 に お い て 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改

正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 地 教 行 法 改 正 法 」

と い う 。 ） の 施 行 の 際 に 現 に 在 職 す る 地 教 行 法 改 正 法 に よ る 改 正 前 の 地 方 教 育 行 政 の

組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 十 六 条 第 一 項 の 教 育

委 員 会 の 教 育 長 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 旧 教 育 長 」 と い う 。 ） の 教 育 委 員 会 の 委 員 と

し て の 任 期 が 満 了 す る 日 （ 当 該 満 了 す る 日 前 に 旧 教 育 長 が 欠 け た 場 合 に あ っ て は 、 当

該 欠 け た 日 ） 後 は 、 競 技 場 条 例 第 三 条 第 二 項 中 「 委 員 会 の 委 員 」 と あ る の は 「 委 員 会

の 委 員 （ 教 育 委 員 会 に あ つ て は 、 教 育 長 及 び 委 員 ） 」 と す る 。 

  附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律

第 七 十 六 号 ） 附 則 第 二 条 第 一 項 の 場 合 に お い て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 特 別 職

に 属 す る 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 別 表 の 規 定 、 第 三 条 の 規 定 に よ る

改 正 後 の 同 条 各 号 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 、 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 同 条 各 号 に 掲 げ る

条 例 の 規 定 及 び 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る

条 例 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 特 別 職 に 属 す る 非 常 勤 職 員 の 報 酬

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 別 表 の 規 定 、 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 同 条 各 号 に 掲 げ る

条 例 の 規 定 、 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 同 条 各 号 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 及 び 第 五 条 の 規

定 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 な お そ の 効

力 を 有 す る 。 
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 住 民 基 本 台 帳 法 に 基 づ く 本 人 確 認 情 報 の 利 用 及 び 提 供 に 関 す る 条 例 等 の 

 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 二 号 

住 民 基 本 台 帳 法 に 基 づ く 本 人 確 認 情 報 の 利 用 及 び 提 供 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正

す る 等 の 条 例 

 （ 住 民 基 本 台 帳 法 に 基 づ く 本 人 確 認 情 報 の 利 用 及 び 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 住 民 基 本 台 帳 法 に 基 づ く 本 人 確 認 情 報 の 利 用 及 び 提 供 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 二

年 三 重 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 一 条 中 「 第 三 十 条 の 七 第 三 項 」 を 「 第 三 十 条 の 八 」 に 、 「 保 存 期 間 に 係 る 本 人 確 認

情 報 」 を 「 都 道 府 県 知 事 保 存 本 人 確 認 情 報 」 に 改 め る 。 

  第 二 条 中 「 第 三 十 条 の 七 第 四 項 第 二 号 」 を 「 第 三 十 条 の 十 三 第 一 項 」 に 改 め る 。 

第 三 条 中 「 第 三 十 条 の 七 第 四 項 第 二 号 」 を 「 第 三 十 条 の 十 三 第 一 項 」 に 、 「 保 存 期 間

に 係 る 本 人 確 認 情 報 」 を 「 都 道 府 県 知 事 保 存 本 人 確 認 情 報 」 に 改 め る 。 

  第 四 条 中 「 第 三 十 条 の 八 第 一 項 第 二 号 」 を 「 第 三 十 条 の 十 五 第 一 項 第 二 号 」 に 改 め る 。 

  第 五 条 中 「 第 三 十 条 の 八 第 二 項 」 を 「 第 三 十 条 の 十 五 第 二 項 」 に 改 め る 。 

第 六 条 中 「 第 三 十 条 の 八 第 二 項 」 を 「 第 三 十 条 の 十 五 第 二 項 」 に 、 「 保 存 期 間 に 係 る

本 人 確 認 情 報 」 を 「 都 道 府 県 知 事 保 存 本 人 確 認 情 報 」 に 改 め る 。 

第 七 条 中 「 保 存 期 間 に 係 る 本 人 確 認 情 報 」 を 「 都 道 府 県 知 事 保 存 本 人 確 認 情 報 」 に 改

め る 。 

 （ 本 人 確 認 情 報 の 保 護 に 関 す る 審 議 会 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 本 人 確 認 情 報 の 保 護 に 関 す る 審 議 会 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 一 条 中 「 第 三 十 条 の 九 第 三 項 」 を 「 第 三 十 条 の 四 十 第 三 項 」 に 、 「 第 三 十 条 の 五 第

一 項 」 を 「 第 三 十 条 の 六 第 一 項 」 に 改 め る 。 

  第 二 条 中 「 第 三 十 条 の 九 第 一 項 」 を 「 第 三 十 条 の 四 十 第 一 項 」 に 、 「 第 三 十 条 の 五 第

一 項 」 を 「 第 三 十 条 の 六 第 一 項 」 に 、 「 第 三 十 条 の 九 第 二 項 」 を 「 第 三 十 条 の 四 十 第 二

項 」 に 改 め る 。 

  第 三 条 中 「 第 三 十 条 の 九 第 一 項 」 を 「 第 三 十 条 の 四 十 第 一 項 」 に 、 「 第 三 十 条 の 五 第

一 項 」 を 「 第 三 十 条 の 六 第 一 項 」 に 改 め る 。 

（ 三 重 県 住 民 基 本 台 帳 法 関 係 手 数 料 条 例 の 廃 止 ） 

第 三 条 三 重 県 住 民 基 本 台 帳 法 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） は 、 廃 止

す る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律

の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 二 十 八 号 ） の 施 行 の 日

か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 

 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬  

三 重 県 条 例 第 三 号 

   三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

 別 表 第 一 第 七 号 の 項 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護

及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 、 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す

る 法 律 施 行 規 則 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」 に 、

「 オ ス イ タ チ 」 を 「 イ タ チ 」 に 、 「 又 は ア ラ イ グ マ を 被 害 の 防 止 の 目 的 」 を 「 、 ア ラ イ グ

マ 又 は ハ ク ビ シ ン を 鳥 獣 の 保 護 又 は 管 理 の 目 的 （ 被 害 の 防 止 の 目 的 に 限 る 。 ） 」 に 改 め る 。 

別 表 第 二 第 五 号 の 四 の 項 中 「 、 医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等

に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 三 十 六 年 政 令 第 十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」 と い う 。 ） 」

を 削 り 、 同 項 ロ 中 (ﾊ
)

か ら (
ﾍ
)

ま で を 削 り 、 (
ﾄ
)

か ら (
ｶ
)

ま で を (
ﾊ
)

か ら (
ﾇ
)

ま で と し 、 (
ﾖ
)

か ら (
ｿ
)

ま

で を 削 り 、 「 (
ｿ
)

ま で 」 を 「 (
ﾇ
)

ま で 」 に 改 め 、 (
ﾂ
)

を (
ﾙ
)

と し 、 同 項 ハ 中 (
ｲ
)

を 削 り 、 (
ﾛ
)

を (
ｲ
)

と

し 、 (
ﾊ
)

及 び (
ﾆ
)

を 削 り 、 (
ﾎ
)

を (
ﾛ
)

と し 、 (
ﾍ
)

か ら (
ﾇ
)

ま で を 削 り 、 (
ﾙ
)

か ら (
ﾖ
)

ま で を (
ﾊ
)

か ら (
ﾄ
)

ま

で と し 、 「 、 高 度 管 理 医 療 機 器 等 の 販 売 業 者 若 し く は 貸 与 業 者 又 は 管 理 医 療 機 器 の 販 売 業

者 若 し く は 貸 与 業 者 」 を 削 り 、 (
ﾀ
)

を (
ﾁ
)

と し 、 同 項 中 ニ を 削 り 、 同 表 第 十 五 号 の 項 中 「 （ 他

の 市 町 の 区 域 に わ た る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 表 第 十 六 号 の 項 中 「 都 市 計 画 法 施 行 規

則 」 の 下 に 「 第 三 十 四 条 」 を 加 え 、 同 表 第 十 七 号 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

  

 

 

別 表 第 二 第 三 十 二 号 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 

 別 表 第 二 第 三 十 四 号 の 項 中 「 （ 他 の 市 町 の 区 域 に わ た る 場 合 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 「 津

市 」 の 下 に 「 、 桑 名 市 」 を 加 え 、 同 表 第 三 十 四 号 の 二 の 項 中 「 に あ っ て は 、 他 の 市 町 の 区

域 に わ た る 場 合 に 限 る 。 」 を 「 を 除 く 。 」 に 改 め る 。 

附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 第 七 号 の 項 の 改

正 規 定 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 二 十 九 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 処 分 、 申 請 等 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 前 の 別 表 第 二 第 十 五 号 の 項 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 法 令 の 規 定 に

よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は こ の 条 例 の 施 行 の

日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 法 令 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他

の 行 為 は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 前 の 別 表 第 二 第 三 十 二 号 の 項 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 条 例 若 し く

十 七 都 市 計 画 法 施 行 規 則 （ 前 項 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ）

及 び 同 法 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 申 請 書 、 そ の 他 の

書 類 の 受 理 に 関 す る 事 務 で 別 に 規 則 で 定 め る も の 

各 町 

 

三 十 二 削 除   
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は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 鳥 羽 市 長 が し た 申 請 書

の 受 理 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 条 例 等 の 規 定 に よ り 鳥

羽 市 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 は 、 施 行 日 以 後 に お け る 条 例 等 の 適 用 に つ い

て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

４ こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 後 の 別 表 第 二 第 三 十 四 号 の 項 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 条 例 若 し く

は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 確 認 そ の 他

の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 条 例 等 の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な

さ れ た 確 認 そ の 他 の 行 為 で 施 行 日 以 後 に お い て 桑 名 市 長 が 管 理 し 、 及 び 執 行 す る こ と と

な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 条 例 等 の 適 用 に つ い て は 、 桑 名 市 長 が し た

確 認 そ の 他 の 行 為 又 は 桑 名 市 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。 

５ こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 前 の 別 表 第 二 第 三 十 四 号 の 二 の 項 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 条 例 若

し く は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 協 議 書

の 受 理 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 条 例 等 の 規 定 に よ り

知 事 に 対 し て な さ れ た 協 議 そ の 他 の 行 為 は 、 施 行 日 以 後 に お け る 条 例 等 の 適 用 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 
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 三 重 県 行 政 手 続 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 号 

   三 重 県 行 政 手 続 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

 三 重 県 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 八 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

目 次 中 「 第 四 章 行 政 指 導 （ 第 三 十 条 ― 第 三 十 六 条 ） 」 を 

条 ― 第 三 十 七 条 ） 

三 十 八 条 ）   」
に 、 「 第 五 章 」 を 「 第 六 章 」 に 、 「 第 三 十 七 条 」 を 「 第 三 十 九 条 」 に 、

「 第 六 章 」 を 「 第 七 章 」 に 、 「 第 三 十 八 条 」 を 「 第 四 十 条 」 に 改 め る 。 

第 二 条 第 一 項 第 五 号 中 「 名 あ て 人 」 を 「 名 宛 人 」 に 改 め る 。 

第 三 条 中 「 第 四 章 」 を 「 第 五 章 」 に 改 め 、 同 条 第 七 号 中 「 名 あ て 人 」 を 「 名 宛 人 」 に 改

め 、 同 条 第 八 号 中 「 か か わ る 」 を 「 関 わ る 」 に 改 め る 。 

第 四 条 、 第 十 三 条 か ら 第 十 五 条 ま で 、 第 二 十 二 条 第 三 項 及 び 第 二 十 八 条 中 「 名 あ て 人 」

を 「 名 宛 人 」 に 改 め る 。 

第 三 十 三 条 第 三 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 前 二 項 」 に 改 め 、 同 項

を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 行 政 指 導 に 携 わ る 者 は 、 当 該 行 政 指 導 を す る 際 に 、 県 の 機 関 が 許 認 可 等 を す る 権 限 又 

は 許 認 可 等 に 基 づ く 処 分 を す る 権 限 を 行 使 し 得 る 旨 を 示 す と き は 、 そ の 相 手 方 に 対 し て 、

次 に 掲 げ る 事 項 を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 

 一 当 該 権 限 を 行 使 し 得 る 根 拠 と な る 法 令 の 条 項 

二 前 号 の 条 項 に 規 定 す る 要 件 

三 当 該 権 限 の 行 使 が 前 号 の 要 件 に 適 合 す る 理 由 

 第 三 十 八 条 を 第 四 十 条 と す る 。 

第 六 章 を 第 七 章 と す る 。 

第 三 十 七 条 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 を 第 三 十 九 条 と す る 。 

第 五 章 を 第 六 章 と し 、 第 四 章 の 次 に 次 の 一 章 を 加 え る 。 

第 五 章 処 分 等 の 求 め 

第 三 十 八 条 何 人 も 、 法 令 に 違 反 す る 事 実 が あ る 場 合 に お い て 、 そ の 是 正 の た め に さ れ る

べ き 処 分 又 は 行 政 指 導 （ そ の 根 拠 と な る 規 定 が 法 律 又 は 条 例 に 置 か れ て い る も の に 限

る 。 ） が さ れ て い な い と 思 料 す る と き は 、 当 該 処 分 を す る 権 限 を 有 す る 行 政 庁 又 は 当 該

行 政 指 導 を す る 権 限 を 有 す る 県 の 機 関 に 対 し 、 そ の 旨 を 申 し 出 て 、 当 該 処 分 又 は 行 政 指

導 を す る こ と を 求 め る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 申 出 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 出 書 を 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。 

一 申 出 を す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 又 は 居 所 

二 法 令 に 違 反 す る 事 実 の 内 容 

三 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 の 内 容 

四 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 の 根 拠 と な る 法 令 の 条 項 

「 第 四 章 行 政 指 導 （ 第 三 十 

第 五 章 処 分 等 の 求 め （ 第 
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五 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 が さ れ る べ き で あ る と 思 料 す る 理 由 
六 そ の 他 参 考 と な る 事 項 

３ 当 該 行 政 庁 又 は 県 の 機 関 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 が あ っ た と き は 、 必 要 な 調 査 を

行 い 、 そ の 結 果 に 基 づ き 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 を し な け れ

ば な ら な い 。 

第 四 章 中 第 三 十 六 条 を 第 三 十 七 条 と し 、 第 三 十 五 条 を 第 三 十 六 条 と し 、 第 三 十 四 条 の 次

に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 行 政 指 導 の 中 止 等 の 求 め ） 

第 三 十 五 条 法 令 に 違 反 す る 行 為 の 是 正 を 求 め る 行 政 指 導 （ そ の 根 拠 と な る 規 定 が 法 律 又

は 条 例 に 置 か れ て い る も の に 限 る 。 ） の 相 手 方 は 、 当 該 行 政 指 導 が 当 該 法 律 又 は 条 例 に

規 定 す る 要 件 に 適 合 し な い と 思 料 す る と き は 、 当 該 行 政 指 導 を し た 県 の 機 関 に 対 し 、 そ

の 旨 を 申 し 出 て 、 当 該 行 政 指 導 の 中 止 そ の 他 必 要 な 措 置 を と る こ と を 求 め る こ と が で き

る 。 た だ し 、 当 該 行 政 指 導 が そ の 相 手 方 に つ い て 弁 明 そ の 他 意 見 陳 述 の た め の 手 続 を 経

て さ れ た も の で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

２ 前 項 の 申 出 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 出 書 を 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。 

一 申 出 を す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 又 は 居 所 

二 当 該 行 政 指 導 の 内 容 

三 当 該 行 政 指 導 が そ の 根 拠 と す る 法 律 又 は 条 例 の 条 項 

四 前 号 の 条 項 に 規 定 す る 要 件 

五 当 該 行 政 指 導 が 前 号 の 要 件 に 適 合 し な い と 思 料 す る 理 由 

六 そ の 他 参 考 と な る 事 項 

３ 当 該 県 の 機 関 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 が あ っ た と き は 、 必 要 な 調 査 を 行 い 、 当 該

行 政 指 導 が 当 該 法 律 又 は 条 例 に 規 定 す る 要 件 に 適 合 し な い と 認 め る と き は 、 当 該 行 政 指

導 の 中 止 そ の 他 必 要 な 措 置 を と ら な け れ ば な ら な い 。 

   附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 三 重 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 七 条 の 二 第 二 項 中 「 第 三 十 三 条 第 三 項 」 を 「 第 三 十 三 条 第 四 項 」 に 、 「 第 三 十 三 条

第 二 項 」 を 「 第 三 十 三 条 第 三 項 」 に 改 め る 。 
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 三 重 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 号 

三 重 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 三 重 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

第 二 条 第 九 号 中 「 二 三 八 人 」 を 「 一 九 八 人 」 に 改 め る 。  

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 号 

   職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

  第 八 条 第 五 項 中 「 五 十 五 歳 以 上 の 」 を 「 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 五 十 五 歳 以 上 の 」

に 、 「 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 四 号 給 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に

あ つ て は 、 三 号 給 ） 」 と あ る の は 、 「 二 号 給 」 と す る 。 」 を 「 第 三 項 の 規 定 に よ る 昇 給

は 、 同 項 に 規 定 す る 期 間 に お け る そ の 者 の 勤 務 成 績 が 特 に 良 好 で あ る 場 合 に 限 り 行 う も

の と し 、 昇 給 さ せ る 場 合 の 昇 給 の 号 給 数 は 、 勤 務 成 績 に 応 じ て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

基 準 に 従 い 決 定 す る も の と す る 。 」 に 改 め る 。  

第 十 二 条 の 二 第 二 項 第 一 号 中 「 百 分 の 十 八 」 を 「 百 分 の 二 十 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中

「 百 分 の 十 五 」 を 「 百 分 の 十 六 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 百 分 の 十 二 」 を 「 百 分 の 十 五 」

に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 十 二 」 に 改 め 、 同 項 第 五 号 中 「 百 分 の 六 」

を 「 百 分 の 十 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 百 分 の 三 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 地 域 及 び 公

署 に あ つ て は 、 百 分 の 四 ） 」 を 「 百 分 の 六 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。 

七 七 級 地 百 分 の 三 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 地 域 及 び 公 署 に あ つ て は 、 百 分 の 四 ・ 

五 ） 

  第 十 二 条 の 三 中 「 百 分 の 十 五 」 を 「 百 分 の 十 六 」 に 改 め る 。 

第 十 三 条 第 三 項 中 「 公 署 を 異 に す る 異 動 又 は 在 勤 す る 公 署 の 移 転 に 伴 い 、 所 在 す る 地

域 を 異 に す る 公 署 に 在 勤 す る こ と と な つ た こ と に よ り 、 通 勤 の 実 情 に 変 更 を 生 ず る こ と

と な つ た 職 員 で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の の う ち 、 」 及 び 「 、 当 該 異 動 又 は 公 署 の 移

転 の 直 前 の 住 居 （ 当 該 住 居 に 相 当 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 住 居 を 含 む 。 ）

か ら の 通 勤 の た め 」 を 削 り 、 同 条 中 第 四 項 を 削 り 、 第 五 項 を 第 四 項 と し 、 第 六 項 か ら 第

八 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ る 。 

第 十 三 条 の 二 第 二 項 中 「 二 万 三 千 円 」 を 「 三 万 円 」 に 、 「 四 万 五 千 円 」 を 「 五 万 八 千

円 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 等 適 用 職 員 」 を 「 公 立 学 校 職 員 の 給

与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関

す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類

及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種

類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企

業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受

け る 職 員 （ 第 十 九 条 の 二 第 二 項 に お い て 「 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 等 適 用 職 員 」 と い う 。 ） 」

に 改 め 、 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五

年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 項 に お い

て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人
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の 役 員 を い う 。 第 十 九 条 の 二 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 、 「 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等

職 員 等 」 の 下 に 「 （ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ）

第 七 条 第 五 項 第 二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及 び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一

項 に 規 定 す る 県 設 立 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 第 十 九 条 の 二 第 二 項 に お い て

同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

第 十 七 条 の 二 第 一 項 中 「 占 め る 職 員 」 の 下 に 「 （ 次 項 に お い て 「 管 理 監 督 職 員 」 と い

う 。 ） 」 を 、 「 年 末 年 始 の 休 日 等 」 の 下 に 「 （ 次 項 に お い て 「 週 休 日 等 」 と い う 。 ） 」

を 加 え 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 ２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 管 理 監 督 職 員 が 災 害 へ の 対 処 そ の 他 の 臨 時 又 は 緊 急 の

必 要 に よ り 週 休 日 等 以 外 の 日 の 午 前 零 時 か ら 午 前 五 時 ま で の 間 で あ つ て 正 規 の 勤 務 時

間 以 外 の 時 間 に 勤 務 し た 場 合 は 、 当 該 職 員 に は 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 を 支 給 す る 。 

第 十 七 条 の 二 第 三 項 中 「 前 二 項 」 を 「 前 三 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条

第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

３ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定

め る 額 と す る 。 

一 第 一 項 に 規 定 す る 場 合 同 項 の 勤 務 一 回 に つ き 、 一 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 （ 当 該 勤 務 に 従 事 す る 時 間 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 勤 務 を し た 職 員 に あ つ て は 、 そ の 額 に 百 分 の 百 五 十 を 乗 じ て 得 た 額 ） 

二 前 項 に 規 定 す る 場 合 同 項 の 勤 務 一 回 に つ き 、 六 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 

第 二 十 二 条 第 一 項 中 「 対 し 、 」 の 下 に 「 そ の 者 の 任 命 権 者 が 定 め る 期 間 に お け る 人 事

評 価 の 結 果 及 び 」 を 加 え 、 「 そ の 者 の 勤 務 成 績 」 を 「 勤 務 の 状 況 」 に 改 め る 。 

第 二 十 四 条 の 二 中 「 お よ び 」 を 「 及 び 」 に 改 め 、 「 額 に 相 当 す る 金 額 」 の 下 に 「 並 び

に 県 が 職 員 の 居 住 の 用 に 供 す る 施 設 （ 人 事 委 員 会 が 定 め る も の に 限 る 。 ） の 貸 付 料 及 び

そ の 使 用 に 必 要 な 経 費 に 相 当 す る 金 額 」 を 加 え る 。 

附 則 第 十 二 項 中 「 当 分 の 間 」 を 「 平 成 二 十 七 年 六 月 一 日 ま で の 間 」 に 、 「 以 下 「 管 理

職 員 」 と い う 。 ） に あ つ て は 、 第 二 十 二 条 第 一 項 中 「 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 」 と

あ る の は 「 知 事 が 別 に 定 め る 期 間 」 と 、 管 理 職 員 」 を 「 ） 」 に 、 「 同 条 第 二 項 中 」 を 「 第

二 十 二 条 第 二 項 第 一 号 中 」 に 、 「 次 項 」 を 「 次 項 及 び 附 則 第 十 九 項 第 四 号 」 に 改 め る 。 

附 則 第 十 九 項 中 「 当 分 の 間 」 を 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 」 に 改 め る 。 

別 表 第 一 か ら 別 表 第 四 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。 
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（ 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 
第 二 条 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 七 十 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 五 条 第 一 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 

 

 

 

 

 

  第 五 条 第 二 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 

   

 

 

 

 

 （ 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 四 条 第 一 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 

 

 

 

 

 

附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 以 下 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 五 項 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら

施 行 す る 。 

（ 切 替 日 に お け る 任 期 付 研 究 員 等 に 係 る 最 高 の 号 給 を 超 え る 給 料 月 額 の 切 替 え ） 

２ 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 切 替 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い て 次 に 掲 げ る 給 料 月

額 を 受 け て い た 職 員 の 切 替 日 に お け る 給 料 月 額 は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。 

一 一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 附 則 第 九 項 に お い て 「 任 期 付 研 究 員

条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額 

二 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 附 則 第 九 項 に お い て 「 任 期 付 職 員 条 例 」

と い う 。 ） 第 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額  

（ 切 替 日 前 の 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ） 

号
給

 
給

料
月

額
 

 
 

円
 

1
 

3
2
6
,
0
0
0
 
 

2
 

3
6
2
,
0
0
0
 
 

3
 

3
9
0
,
0
0
0
 
 

 

号
給

 
給

料
月

額
 

 
 

円
 

1
 

3
7
0
,
0
0
0
 
 

2
 

4
1
8
,
0
0
0
 
 

3
 

4
7
0
,
0
0
0
 
 

4
 

5
3
1
,
0
0
0
 
 

5
 

6
0
6
,
0
0
0
 
 

6
 

7
0
8
,
0
0
0
 
 

7
 

8
2
8
,
0
0
0
 
 

 

号
給

 
給

料
月

額
 

 
 

円
 

1
 

3
9
2
,
0
0
0
 
 

2
 

4
5
2
,
0
0
0
 
 

3
 

5
1
4
,
0
0
0
 
 

4
 

5
9
4
,
0
0
0
 
 

5
 

6
9
1
,
0
0
0
 
 

6
 

7
8
9
,
0
0
0
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３ 切 替 日 前 に 職 務 の 級 を 異 に し て 異 動 し た 職 員 及 び 人 事 委 員 会 の 定 め る こ れ に 準 ず る 職

員 の 切 替 日 に お け る 号 給 に つ い て は 、 そ の 者 が 切 替 日 に お い て 職 務 の 級 を 異 に す る 異 動

等 を し た も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 人 事 委 員 会 の 定 め

る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 

（ 給 料 の 切 替 え に 伴 う 経 過 措 置 ） 

４ 切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 同 一 の 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で 、 そ の 者 の 受 け る 給 料

月 額 が 同 日 に お い て 受 け て い た 給 料 月 額 に 達 し な い こ と と な る も の （ 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に は 、 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 給 料 月 額 の ほ か 、 そ

の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 給 与 条 例 附 則 第 十 九 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 に あ っ て は 、 当

該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は

こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日

か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。 
 
 
 
   

５ 切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 前 項 に 規 定 す る 職 員 を 除 く 。 ）

に つ い て 、 同 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る

と き は 、 当 該 職 員 に は 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 同 項 の 規 定 に 準 じ て 、

給 料 を 支 給 す る 。 

６ 切 替 日 以 降 に 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 に つ い て 、 任 用 の 事 情 等

を 考 慮 し て 前 二 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 職 員 に は 、 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 二 項 の 規 定 に 準

じ て 、 給 料 を 支 給 す る 。  

７ 前 三 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 給 与 条 例 第 九 条 第 二 項 及 び 第 二 十

一 条 第 六 項 （ 給 与 条 例 第 二 十 二 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 及 び 職 員 の 育 児 休 業 等 に

関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 第 十 八 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 給 与 条 例 第 九 条 第 二

項 中 「 調 整 前 に お け る 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 調 整 前 に お け る 給 料 月 額 と 職 員 の 給 与

に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条 例 第 六 号 。 以 下 「 平 成 二

十 七 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 及 び 平 成

二 十 七 年 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 職 員 の 給 与 に 関 す る 条

例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 十 号 。 以 下 「 平 成 十 八 年 改 正 条 例 」

と い う 。 ） 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と 、 給 与 条 例

第 二 十 一 条 第 六 項 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 給 料 月 額 と 平 成 二 十 七 年 改 正 条 例 附 則

第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 規 定

に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と す る 。 

８ 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 職 員 の 給 与 に

 

 

 

平 成 三 十 三 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

百 分 の 二 十 五 

百 分 の 五 十 

百 分 の 七 十 五 

 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

39



関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 十 号 。 以 下 「 平 成 十 八 年

改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 適 用 に つ い て は 、 平 成 十 八 年 改 正 条

例 附 則 第 八 項 中 「 差 額 に 相 当 す る 額 」 と あ る の は 、 「 差 額 に 相 当 す る 額 （ 給 与 条 例 附 則

第 十 九 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ る 前

の 額 と す る 。 ） か ら 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 （ 給 与 条 例 附 則 第 十 九

項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ る 前 の 額 と

す る 。 ） を 減 じ て 得 た 額 」 と す る 。 

９ 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 次 に 掲 げ る 条

例 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 給 料 月 額 と 職 員 の 給

与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条 例 第 六 号 。 以 下 こ の 項

に お い て 「 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に

よ る 給 料 の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ）

附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と す る 。 

一 任 期 付 研 究 員 条 例 第 五 条 第 五 項 

二 任 期 付 職 員 条 例 第 四 条 第 四 項 

1
0  附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 職 員 の 特 殊

勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 適 用 に つ い て は 、 同 条

例 第 四 条 の 二 第 二 項 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 給 料 月 額 と 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条 例 第 六 号 。 以 下 こ の 項 及 び 次 条 第 二 項

に お い て 「 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に

よ る 給 料 の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 十 号 。

次 条 第 二 項 に お い て 「 平 成 十 八 年 改 正 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で

の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と 、 同 条 例 第 五 条 第 二 項 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 、

「 給 料 月 額 と 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料

の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 平 成

十 八 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と す

る 。 

1
1  給 与 条 例 附 則 第 十 九 項 の 規 定 が 適 用 さ れ る 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 職 員 」 と

い う 。 ） に 対 す る 同 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額 等 に 関 す る 特 例 措 置 は 、 次 に 掲 げ る 額 の 合

計 額 が 、 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 に 達 し な い こ と と な る 職 員 （ 他 の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮

し て 人 事 委 員 会 が 認 め る 職 員 を 除 く 。 ） に は 適 用 し な い 。 

 一 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 か ら そ の 額 に 百 分 の 一 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 特 定 職 員 

の 給 料 月 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 が 、 当 該 特 定 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に 

お け る 最 低 の 号 給 の 給 料 月 額 に 達 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 か 

ら 当 該 特 定 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に お け る 最 低 の 号 給 の 給 料 月 額 を 減 じ た 額 ） を 減 じ 

て 得 た 額 

二 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で の 規 定 に よ り 給 料 と し て 支 給 さ れ る 

額 
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三 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ り 給 料 と し て 支 給 さ れ る 額 
1
2  前 項 の 規 定 に よ り 給 与 条 例 附 則 第 十 九 項 の 規 定 が 適 用 さ れ な い こ と と な っ た 職 員 （ 他

の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 が 認 め る 職 員 を 除 く 。 ） に あ っ て は 、 附 則 第 四 項

か ら 第 六 項 及 び 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で に 規 定 す る 給 料 は 支 給

し な い 。 
 （ 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 地 域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 特 例 ） 

1
3  平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 地 域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 の 支 給 に 関 す

る 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 給 与 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 同 表 の 中 欄

に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ） 

1
4  附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。 
  
 

第 十 三 条 の 二 第 二 項 

第 十 二 条 の 三 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 七 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 六 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 五 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 四 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 三 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 二 号 

第 十 二 条 の 二 第 二 項

第 一 号 

三 万 円 

百 分 の 十 六 

百 分 の 三 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 地 域 及 び 公

署 に あ つ て は 、 百 分 の

四 ・ 五 ） 

百 分 の 六 

百 分 の 十 

百 分 の 十 二 

百 分 の 十 五 

百 分 の 十 六 

百 分 の 二 十 

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 額 

百 分 の 十 六 を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 三 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 地 域 及 び 公 署 に あ つ て は 、 百 分

の 四 ・ 五 ） を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 六 を 超 え な い 範 囲 内 で 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 を 超 え な い 範 囲 内 で 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 二 を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 五 を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 六 を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 二 十 を 超 え な い 範 囲 内 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 
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 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ 

 こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 七 号 

   現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 
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別表（第2条関係）

職務
区分 の級

号   給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 

 1 135,100 176,200 221,100 275,300

 2 135,700               177,700 222,300 277,100

 3 136,300               179,100 223,300 279,000

 4 136,900               180,500 224,000 280,700

 5 137,600               182,000 225,300 282,500

 6 138,700               183,400 226,600 284,700

 7 139,900               184,800 227,900 286,800

 8 141,000               186,200 229,100 289,000

 9 142,100               187,700 230,300 291,000

10 143,200               189,500 232,000 293,000

11 144,300               191,300 233,600 295,100

12 145,400               193,100 235,200 297,100

13 146,500               194,700 236,800 299,200

14 147,900               196,500 238,400 301,300

15 149,200               198,300 240,000 303,300

16 150,500               200,100 241,600 305,400

17 151,800               201,800 243,200 307,200

18 153,300               203,600 244,700 309,300

19 154,800               205,400 246,200 311,400

20 156,400               207,200 247,700 313,400

21 157,700               208,600 249,200 315,400

22 159,200               210,400 251,100 317,400

23 160,700               212,100 252,900 319,500

24 162,200               213,900 254,700 321,600

25 163,600               215,600 256,400 323,100

26 166,300               217,300 258,300 325,100

27 168,900               219,000 260,200 327,100

28 171,500               220,600 261,900 329,200

29 174,200               222,200 263,900 331,100

30 175,900               223,900 265,800 333,000

31 177,600               225,600 267,600 335,000

32 179,300               227,200 269,500 336,900

現　業　職　員　給　料　表

2  級 3  級1  級 4  級
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33 180,800               228,700 271,200 338,800

34 182,600               230,300 273,100 340,700

35 184,400               231,800 275,000 342,500

36 186,100               233,200 276,800 344,400

37 187,700               234,600 278,500 345,900

38 189,200               235,800 280,400 347,300

39 190,700               237,000 282,200 348,800

40 192,200               238,300 284,100 350,300

41 193,500               239,600 285,800 351,900

42 194,800               241,000 287,500 352,700

43 196,100               242,300 289,300 353,900

44 197,400               243,600 291,100 354,900

45 198,700               244,600 292,800 355,800

46 200,000               246,100 294,500 356,900

47 201,300               247,700 296,200 357,800

48 202,600               249,200 297,800 358,900

49 203,800               250,600 299,500 359,800

50 205,100               251,500 301,200 360,500

51 206,400               252,300 302,800 361,200

52 207,700               253,100 304,500 361,900

53 208,800               253,700 305,700 362,300

54 209,900               254,900 307,200 362,900

55 211,000               256,100 308,800 363,600

56 212,100               257,200 310,400 364,300

57 213,300               258,400 312,000 364,600

58 214,300               259,600 313,600 365,300

59 215,300               260,800 315,200 366,000

60 216,300               262,000 316,700 366,700

61 217,100               263,000 318,200 367,000

62 217,900               264,200 319,400 367,600

63 218,800               265,400 320,600 368,300

64 219,700               266,600 321,800 368,900

65 220,400               267,400 322,500 369,200

66 221,700               268,500 324,500 369,800

67 223,000               269,600 326,800 370,500

68 224,300               270,700 329,000 371,100

再任
用職
員以
外の
職員
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69 225,200               271,800 331,300 371,500

70 226,400               272,800 333,200 372,000

71 227,600               273,900 335,500 372,600

72 228,800               275,000 337,600 373,100

73 230,000               275,800 339,600 373,600

74 231,200               276,700 340,700 374,200

75 232,400               277,500 341,800 374,700

76 233,600               278,400 342,800 375,000

77 234,800               279,300 344,000 375,400

78 236,000               280,100 345,000 375,900

79 237,200               280,900 345,900 376,300

80 238,300               281,700 346,800 376,700

81 239,400               282,500 347,800 377,100

82 240,400               283,300 348,700 377,600

83 241,400               284,100 349,600 378,000

84 242,400               284,900 350,400 378,400

85 243,500               285,600 351,000 378,700

86 244,500               285,900 351,800 379,200

87 245,400               286,500 352,700 379,700

88 246,400               287,000 353,600 380,300

89 247,400               287,400 354,500 381,000

90 248,300               287,700 355,400 381,500

91 249,200               288,300 356,200 382,100

92 250,100               288,600 356,800 382,700

93 251,000               289,000 357,400 383,400

94 251,800               289,600 358,300 383,600

95 252,600               290,200 359,200 383,800

96 253,400               290,800 360,100 384,400

97 254,200               291,100 360,400 385,000

98 254,800               361,300 385,200

99 255,400               362,100 385,700

100 256,000               363,000 386,300

101 256,400               363,300 386,600

102 256,900               364,200 387,100

103 257,400               365,000 387,700

104 257,900               365,800 387,900

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

45



105 258,500               366,200 388,500

106 259,000               367,000 388,700

107 259,500               367,500 389,100

108 260,000               368,400 389,700

109 260,400               368,700 390,400

110 260,700               369,600 390,700

111 261,000               370,100 391,200

112 261,300               370,900 391,600

113 261,500               371,500 391,900

114 261,900               372,200

115 262,300               372,900

116 262,700               373,700

117 262,900               374,400

118 375,000

119 375,600

120 376,200

121 376,600

122 377,200

123 377,800

124 378,400

125 378,600

126 379,100

127 379,600

128 380,200

129 380,400

130 380,900

131 381,500

132 382,100

133 382,300

134 382,600

135 383,200

136 383,800

137 384,300

再任
用職
員

185,400               212,900               239,000 272,300               

備考(一)　この表の「再任用職員」とは、地方公務員法第28条の4第1項、第28条の5第1項又は第28条の6第1項
　　　　若しくは第2項の規定により採用された現業職員をいう。
　　(二)　この表の「再任用職員以外の職員」とは、現業職員のうち再任用職員を除いた現業職員をいう。
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   附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 八 号 

三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 

第 六 条 の 四 第 一 項 第 一 号 中 「 五 万 四 千 百 五 十 円 」 を 「 七 万 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号

中 「 五 万 円 」 を 「 六 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 四 万 五 千 八 百 五 十 円 」 を 「 五 万 九

千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 四 万 千 七 百 円 」 を 「 五 万 四 千 百 五 十 円 」 に 改 め 、

同 項 第 五 号 中 「 三 万 三 千 三 百 五 十 円 」 を 「 四 万 三 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 二

万 五 千 円 」 を 「 三 万 二 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 七 号 中 「 二 万 八 百 五 十 円 」 を 「 二 万 七 千

百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中 「 一 万 六 千 七 百 円 」 を 「 二 万 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 七 万 九 千 二 百 円 」 を 「 九 万 五 千 四 百 円 」 に 、 「 六 万 二 千 五 百 円 」 を 「 七 万 八 千 七 百 五

十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 第 一 号 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 前 号 」 を 「 第 一 項 及 び 第 二 項 」

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 一 号 と し 、 同 項 第 三 号 を 同 項 第 二 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 第 一 号 」

を 「 第 一 項 及 び 第 二 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 三 号 と し 、 同 項 第 五 号 を 同 項 第 四 号 と す る 。 

第 七 条 第 五 項 第 二 号 中 「 第 五 十 五 条 」 を 「 第 八 条 第 三 項 」 に 改 め る 。 

第 十 条 第 二 項 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め る 。 

附 則 第 二 十 二 項 中 「 附 則 第 二 条 第 一 項 」 を 「 附 則 第 二 条 」 に 改 め る 。 

附 則 第 二 十 六 項 中 「 日 本 国 有 鉄 道 清 算 事 業 団 の 債 務 等 の 処 理 に 関 す る 法 律 附 則 第 二 条 第

一 項 」 を 「 日 本 国 有 鉄 道 清 算 事 業 団 の 債 務 等 の 処 理 に 関 す る 法 律 附 則 第 二 条 」 に 、 「 附 則

第 二 十 五 条 」 を 「 附 則 第 十 一 条 」 に 改 め る 。 

附 則 第 三 十 項 中 「 第 六 十 三 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 条 の 十 第 二 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 条 第 五 項 第 二 号 、 第 十

条 第 二 項 並 び に 附 則 第 二 十 二 項 及 び 第 二 十 六 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 特 別 会 計 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 九 号 

   三 重 県 特 別 会 計 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 特 別 会 計 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 別 表 第 一 の 三 重 県 就 農 施 設 等 資 金 貸 付 事 業 等 特 別 会 計 の 項 中 「 農 業 の 構 造 改 革 を 推 進 す

る た め の 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整

備 等 及 び 経 過 措 置 に 関 す る 政 令 （ 平 成 二 十 六 年 政 令 第 九 十 五 号 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 廃 止

前 の 青 年 等 の 就 農 促 進 の た め の 資 金 の 貸 付 け 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 施 行 令 （ 平 成 七 年 政 令

第 二 十 一 号 ） 第 一 条 第 二 項 に 規 定 す る 資 金 （ 以 下 「 就 農 施 設 等 資 金 」 と い う 。 ） の 貸 付 事

業 」 を 「 農 業 の 構 造 改 革 を 推 進 す る た め の 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等

の 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 二 号 ） 第 四 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 青 年 等 の 就 農 促 進 の た

め の 資 金 の 貸 付 け 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 平 成 七 年 法 律 第 二 号 ） に 基 づ く 農 業 経 営 を 開 始

す る の に 必 要 な 資 金 （ 以 下 「 就 農 施 設 等 資 金 」 と い う 。 ） の 既 存 貸 付 金 」 に 改 め 、 同 表 の

三 重 県 中 小 企 業 者 等 支 援 資 金 貸 付 事 業 等 特 別 会 計 の 項 中 「 小 規 模 企 業 者 等 設 備 導 入 資 金 助

成 法 」 を 「 小 規 模 企 業 の 事 業 活 動 の 活 性 化 の た め の 中 小 企 業 基 本 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等

の 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 九 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 小 規 模 企 業 者 等 設 備

導 入 資 金 助 成 法 」 に 改 め 、 「 貸 与 機 関 の 行 う 」 を 削 り 、 「 貸 付 事 業 及 び 設 備 貸 与 事 業 」 を

「 既 存 貸 付 金 に 係 る 償 還 管 理 」 に 改 め 、 「 独 立 行 政 法 人 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構 法 （ 平 成 十

四 年 法 律 第 百 四 十 七 号 ） に 基 づ く 」 の 下 に 「 創 業 又 は 中 小 企 業 の 経 営 の 革 新 を 支 援 す る 事

業 を 行 う 者 に 対 す る 当 該 事 業 を 行 う の に 必 要 な 資 金 の 貸 付 事 業 並 び に 」 を 加 え る 。 

 別 表 第 二 の 三 重 県 就 農 施 設 等 資 金 貸 付 事 業 等 特 別 会 計 の 項 中 「 就 農 施 設 等 資 金 の 貸 付 金

及 び こ れ に 伴 う 事 務 費 並 び に 」 を 「 就 農 施 設 等 資 金 及 び 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 三 重 県 就 農 施 設

等 資 金 貸 付 事 業 等 特 別 会 計 の 項 及 び 別 表 第 二 の 三 重 県 就 農 施 設 等 資 金 貸 付 事 業 等 特 別 会 計

の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 号 

三 重 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

附 則 第 一 項 に 見 出 し と し て 「 （ 施 行 期 日 ） 」 を 付 す る 。 

附 則 第 二 項 に 見 出 し と し て 「 （ 条 例 の 効 力 ） 」 を 付 し 、 同 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十

一 日 」 を 「 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。 

附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

（ 経 過 措 置 ） 

３ 前 項 前 段 に 規 定 す る 期 限 ま で に 実 施 さ れ た 基 金 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め の 事 業 に

係 る 精 算 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 六 月 三 十 日 （ 同 日 ま で に 当 該 精

算 が 完 了 し た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 精 算 が 完 了 し た 日 ） ま で の 間 は 、 な お そ の 効 力 を 有

す る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し 

 ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 一 号 

   三 重 県 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 自 殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 三 重 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。 

 附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。 

 附 則 第 四 項 中 「 平 成 二 十 七 年 十 二 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 二 十 八 年 十 二 月 三 十 一 日 」 に 改

め る 。 

   附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し  
 ま す 。  

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 二 号 

三 重 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 

附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。 

附 則 第 四 項 中 「 平 成 二 十 七 年 十 二 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 三 十 年 十 二 月 三 十 一 日 」 に 改 め

る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 再 生 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ 

 に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 三 号 

三 重 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 再 生 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 森 林 整 備 加 速 化 ・ 林 業 再 生 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 附 則 第 二 項 中 「 平 成 二 十 七 年 五 月 三 十 一 日 」 を 「 平 成 四 十 二 年 五 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 四 号 

   三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

第 一 条 三 重 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  別 表 第 一 第 四 十 一 号 の 十 三 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

四 十 一 の

十 三 

介 護 保 険 法 第 七 十 八 条 の 四 第

三 項 に 規 定 す る 指 定 地 域 密 着

型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 並 び に

同 法 第 百 十 五 条 の 十 四 第 三 項

に 規 定 す る 指 定 地 域 密 着 型 介

護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、

設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域

密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係

る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な

支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 に 基

づ く 研 修 の 実 施 

指 定 地 域 密 着 型 サ

ー ビ ス 事 業 者 及 び

指 定 地 域 密 着 型 介

護 予 防 サ ー ビ ス 事

業 者 研 修 受 講 手 数

料 

イ 事 業 者 の

代 表 者 に 係

る も の 三

千 七 百 円 

ロ 事 業 者 の

事 業 所 の 管

理 者 に 係 る

も の 二 千

五 百 円 

ハ 居 宅 サ ー

ビ ス 計 画 及

び 小 規 模 多

機 能 型 居 宅

介 護 計 画 並

び に 指 定 介

護 予 防 サ ー

ビ ス の 利 用

に 係 る 計 画

及 び 介 護 予

防 小 規 模 多

機 能 型 居 宅

介 護 計 画 の

作 成 に 専 ら

従 事 す る 者

に 係 る も の  

三 千 八 百 円 

   ニ 認 知 症 対

応 型 共 同 生

活 介 護 計 画

及 び 介 護 予

防 認 知 症 対 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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別 表 第 一 第 四 十 一 号 の 十 三 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

  別 表 第 一 第 四 十 九 号 の 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

別 表 第 一 第 百 五 十 五 号 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

   応 型 共 同 生

活 介 護 計 画

の 作 成 に 専

ら 従 事 す る

者 に 係 る も

の 六 千 二

百 円 

   ホ 事 業 所 に

お い て 専 門

的 知 識 を 有

す る 指 導 的

役 割 を 担 う

者 に 係 る も

の 一 万 五

千 二 百 円 

四 十 一 の

十 四 

介 護 保 険 法 に 基 づ く 介 護 支 援

専 門 員 と し て 実 務 に 従 事 し て

い る 者 で あ っ て そ の 期 間 が 一

年 未 満 の 者 に 対 す る 研 修 の 実

施 

介 護 支 援 専 門 員 実

務 従 事 者 基 礎 研 修

事 務 手 数 料 

一 万 五 千 円 

四 十 九 の

三 

食 品 衛 生 法 第 四 十 八 条 第 六 項

第 三 号 の 規 定 に 基 づ く 食 品 衛

生 管 理 者 養 成 施 設 の 登 録 に 対

す る 審 査 

食 品 衛 生 管 理 者 養

成 施 設 登 録 手 数 料 

四 万 円 

四 十 九 の

四 

食 品 衛 生 法 第 四 十 八 条 第 六 項

第 四 号 の 規 定 に 基 づ く 食 品 衛

生 管 理 者 養 成 講 習 会 の 登 録 に

対 す る 審 査 

食 品 衛 生 管 理 者 養

成 講 習 会 登 録 手 数

料 

九 千 円 

百 五 十 五

の 二 

食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食

鳥 検 査 に 関 す る 法 律 第 十 二 条

第 五 項 第 三 号 の 規 定 に 基 づ く

食 鳥 処 理 衛 生 管 理 者 養 成 施 設

の 登 録 に 対 す る 審 査 

食 鳥 処 理 衛 生 管 理

者 養 成 施 設 登 録 手

数 料 

四 万 円 

百 五 十 五

の 三 

食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食

鳥 検 査 に 関 す る 法 律 第 十 二 条

第 五 項 第 四 号 の 規 定 に 基 づ く 

食 鳥 処 理 衛 生 管 理

者 養 成 講 習 会 登 録

手 数 料 

九 千 円 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

55



  別 表 第 一 第 百 八 十 一 号 の 二 の 項 中 「 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊 の 実 施 の

確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 三 年 法 律 第 六 十 四 号 ） 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 第 一 種

フ ロ ン 類 回 収 業 」 を 「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

三 年 法 律 第 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 」 に 、

「 第 一 種 フ ロ ン 類 回 収 業 登 録 申 請 手 数 料 」 を 「 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 登 録 申 請 手 数

料 」 に 改 め 、 同 表 第 百 八 十 一 号 の 三 の 項 中 「 特 定 製 品 に 係 る フ ロ ン 類 の 回 収 及 び 破 壊 の

実 施 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 第 一 種 フ ロ ン 類 回 収 業 」 を

「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 第 三 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基

づ く 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 」 に 、 「 第 一 種 フ ロ ン 類 回 収 業 登 録 更 新 申 請 手 数 料 」 を

「 第 一 種 フ ロ ン 類 充 塡 回 収 業 登 録 更 新 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 表 第 百 八 十 一 号 の 十 五 の

項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

  別 表 第 一 第 百 八 十 五 号 の 項 か ら 第 百 九 十 号 の 項 ま で の 規 定 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の

適 正 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 」 に 改

め 、 同 表 第 二 百 三 十 七 号 の 項 及 び 第 二 百 三 十 八 号 の 項 中 「 三 千 七 百 円 」 を 「 四 千 三 百 円 」

に 改 め 、 同 表 第 二 百 三 十 九 号 の 項 中 「 二 千 五 百 円 」 を 「 三 千 八 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二

百 四 十 号 の 項 及 び 第 二 百 四 十 一 号 の 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 三 千 二 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第

二 百 四 十 二 号 の 項 中 「 二 千 五 百 円 」 を 「 三 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 四 十 三 号 の 項

中 「 二 千 九 百 円 」 を 「 三 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 四 十 四 号 の 項 中 「 二 千 四 百 円 」

を 「 二 千 六 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

別 表 第 一 第 二 百 四 十 五 号 の 項 及 び 第 二 百 四 十 六 号 の 項 中 「 五 百 二 十 円 」 を 「 七 百 十 円 」

に 改 め 、 同 表 第 二 百 四 十 七 号 の 項 中 「 二 百 八 十 円 」 を 「 五 百 九 十 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二

百 四 十 八 号 の 項 中 「 四 千 六 百 円 」 を 「 五 千 五 百 円 」 に 、 「 六 千 九 百 円 」 を 「 七 千 七 百 円 」

に 、 「 七 千 四 百 円 」 を 「 八 千 二 百 円 」 に 、 「 七 千 九 百 円 」 を 「 八 千 六 百 円 」 に 改 め 、 同

 食 鳥 処 理 衛 生 管 理 者 養 成 講 習

会 の 登 録 に 対 す る 審 査 

  

百 八 十 一

の 十 六 

土 壌 汚 染 対 策 法 第 二 十 九 条 の

規 定 に 基 づ く 指 定 調 査 機 関 の

指 定 の 申 請 に 対 す る 審 査  
指 定 調 査 機 関 指 定

申 請 手 数 料 

三 万 九 百 円 

百 八 十 一

の 十 七 

土 壌 汚 染 対 策 法 第 三 十 二 条 第

一 項 の 規 定 に 基 づ く 指 定 調 査

機 関 の 指 定 の 更 新 の 申 請 に 対

す る 審 査 

指 定 調 査 機 関 指 定

更 新 申 請 手 数 料 

二 万 四 千 八 百

円 

二 百 四 十

四 の 二 

漁 業 法 第 六 十 五 条 第 二 項 第 一

号 の 規 定 に 基 づ く 規 則 で 定 め

る 水 産 動 植 物 の 採 捕 に 係 る 許

可 の 申 請 に 対 す る 審 査 

特 別 採 捕 許 可 申 請

手 数 料 

三 千 四 百 円

（ し ら す う な

ぎ の 採 捕 許 可

に 係 る 申 請 に

つ い て は 、 採

捕 従 事 者 一 名

に つ き 千 円 を

加 算 し た 額 ） 
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表 第 二 百 四 十 九 号 の 項 中 「 二 千 四 百 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 五 十 号 の 項

中 「 三 千 六 百 円 」 を 「 四 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 五 十 一 号 の 項 中 「 二 千 三 百 円 」

を 「 二 千 九 百 円 」 に 、 「 三 千 四 百 円 」 を 「 四 千 円 」 に 、 「 三 千 七 百 円 」 を 「 四 千 五 百 円 」

に 、 「 四 千 円 」 を 「 四 千 八 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 五 十 二 号 の 項 中 「 四 百 四 十 円 」 を

「 九 百 円 」 に 改 め 、 同 表 第 二 百 六 十 一 号 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

別 表 第 一 第 二 百 六 十 一 号 の 二 の 項 中 「 二 万 六 千 円 」 を 「 二 万 七 千 円 」 に 改 め 、 同 表 第

二 百 六 十 一 号 の 三 の 項 中 「 一 万 八 千 円 」 を 「 二 万 円 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 四 号 の 項 中 

「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 試 験 の 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 試 験 の 」 に 、 「 宅 地 建 物 取

引 主 任 者 資 格 試 験 手 数 料 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 試 験 手 数 料 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 五

号 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 登 録 簿 へ 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 登 録 簿 へ 」 に 、

「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 登 録 簿 登 録 手 数 料 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 登 録 簿 登 録 手 数

料 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 六 号 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 登 録 」 を 「 宅 地 建 物 取 引

士 資 格 登 録 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 七 号 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 証 」 を 「 宅 地 建 物 取

引 士 証 」 に 改 め 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 
 

別 表 第 一 第 三 百 八 号 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 証 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 証 」 に 改 

め 、 同 表 第 三 百 十 九 号 の 項 中 「 （ 申 請 」 の 下 に 「 又 は 通 知 」 を 加 え 、 「 第 六 条 第 五 項 の

構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 求 め な け れ ば な ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項 た だ し

書 の 特 定 構 造 計 算 基 準 又 は 特 定 増 改 築 構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項 た だ し

書 の 建 築 主 事 が 審 査 を す る 」 に 、 「 別 表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 、 「 額 ） 」 を

「 金 額 ） 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 十 九 号 の 二 の 項 中 「 第 六 条 第 五 項 、 第 六 条 の 二 第 三 項 」

を 「 第 六 条 の 三 第 一 項 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 二 十 号 の 項 中 「 第 十 八 条 第 十 四 項 」 を 「 第

二 百 六 十

一 

小 型 漁 船 の 総 ト ン 数 の 測 度 に

関 す る 政 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令

第 二 百 五 十 九 号 ） 第 一 条 の 規 定

に 基 づ く 小 型 漁 船 の 総 ト ン 数

の 測 度 

小 型 漁 船 総 ト ン 数

測 度 手 数 料 

全 部 の 容 積

の 測 度 又 は

上 甲 板 下 全

部 の 容 積 の

測 度 を 行 う

と き に あ っ

て は 一 隻 に

つ き 四 万 円 、

そ の 他 の 容

積 の 測 度 を

行 う と き に

あ っ て は 一

隻 に つ き 二

万 八 千 円 

三 百 七 の

二 

宅 地 建 物 取 引 業 法 第 二 十 二 条

の 二 第 一 項 又 は 第 五 項 の 規 定

に 基 づ く 宅 地 建 物 取 引 士 証 の

再 交 付 の 申 請 に 対 す る 審 査 

宅 地 建 物 取 引 士

証 の 再 交 付 申 請

手 数 料 

四 千 五 百 円 
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十 八 条 第 十 六 項 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 二 十 一 号 の 項 中 「 第 十 八 条 第 十 七 項 」 を 「 第 十 八

条 第 十 九 項 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 二 十 二 号 の 項 中 「 第 七 条 の 六 第 一 項 第 一 号 」 の 下 に 
「 若 し く は 第 二 号 」 を 加 え 、 「 仮 使 用 の 承 認 」 を 「 仮 使 用 の 認 定 」 に 、 「 第 十 八 条 第 二 十

二 項 第 一 号 」 を 「 第 十 八 条 第 二 十 四 項 第 一 号 若 し く は 第 二 号 」 に 、 「 仮 使 用 承 認 申 請 手

数 料 」 を 「 仮 使 用 認 定 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 三 十 九 号 の 二 の 項 中 「 第 六 十 七

条 の 二 第 三 項 第 二 号 」 を 「 第 六 十 七 条 の 三 第 三 項 第 二 号 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 三 十 九 号

の 三 の 項 中 「 第 六 十 七 条 の 二 第 五 項 第 二 号 」 を 「 第 六 十 七 条 の 三 第 五 項 第 二 号 」 に 改 

め 、 同 表 第 三 百 三 十 九 号 の 四 の 項 中 「 第 六 十 七 条 の 二 第 九 項 第 二 号 」 を 「 第 六 十 七 条 の

三 第 九 項 第 二 号 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 五 十 二 号 の 四 の 項 を 削 り 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の

五 の 項 中 「 及 び 第 二 項 」 を 「 か ら 第 三 項 ま で 」 に 、 「 第 六 条 第 五 項 の 構 造 計 算 適 合 性 判

定 を 求 め な け れ ば な ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項 た だ し 書 の 特 定 構 造 計 算

基 準 又 は 特 定 増 改 築 構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項 た だ し 書 の 建 築 主 事 が 審

査 す る 」 に 、 「 別 表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 六

の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

三 百 五 十 五 の

六 

削 除    

別 表 第 一 第 三 百 五 十 五 号 の 七 の 項 中 「 第 六 条 第 五 項 の 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 求 め な け

れ ば な ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項 た だ し 書 の 特 定 構 造 計 算 基 準 又 は 特 定

増 改 築 構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項 た だ し 書 の 建 築 主 事 が 審 査 す る 」 に 、 「 別

表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 九 の 項 中 「 第 六 条 第

五 項 の 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 求 め な け れ ば な ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項

た だ し 書 の 特 定 構 造 計 算 基 準 又 は 特 定 増 改 築 構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項

た だ し 書 の 建 築 主 事 が 審 査 を す る 」 に 、 「 別 表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め 、

同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 十 の 項 中 「 第 六 条 第 五 項 の 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 求 め な け れ ば な

ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項 た だ し 書 の 特 定 構 造 計 算 基 準 又 は 特 定 増 改 築

構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項 た だ し 書 の 建 築 主 事 が 審 査 を す る 」 に 、 「 別 表

第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 十 一 の 項 中 「 第 六 条 第

五 項 の 構 造 計 算 適 合 性 判 定 を 求 め な け れ ば な ら な い も の で あ る 」 を 「 第 六 条 の 三 第 一 項

た だ し 書 の 特 定 構 造 計 算 基 準 又 は 特 定 増 改 築 構 造 計 算 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 同 項

た だ し 書 の 建 築 主 事 が 審 査 を す る 」 に 、 「 別 表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め

る 。 

  別 表 第 十 一 第 一 号 中 「 場 合 」 の 下 に 「 （ 移 転 （ 同 一 敷 地 内 に お け る 移 転 に 限 る 。 以 下

こ の 表 に お い て 同 じ 。 ） す る 場 合 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。 

  別 表 第 十 二 第 一 号 中 「 移 転 」 の 下 に 「 （ 同 一 敷 地 内 に お け る 移 転 に 限 る 。 以 下 こ の 表

に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

  別 表 第 十 四 第 一 号 中 「 第 二 十 条 第 二 号 イ 」 を 「 第 二 十 条 第 一 項 第 二 号 イ 」 に 、 「 同 条

第 二 号 イ 」 を 「 同 項 第 二 号 イ 」 に 改 め 、 同 表 第 二 号 中 「 第 二 十 条 第 二 号 イ 」 を 「 第 二 十

条 第 一 項 第 二 号 イ 」 に 、 「 同 条 第 二 号 イ 」 を 「 同 項 第 二 号 イ 」 に 改 め る 。 

別 表 第 十 五 及 び 別 表 第 十 六 を 次 の よ う に 改 め る 。 

別 表 第 十 五 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画
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認 定 申 請 手 数 料 ） 

  一 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に 基 づ く

場 合 

区   分 

一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

申 請 に 係 る 長 期 優

良 住 宅 建 築 等 計 画

が 、 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 十 一

年 法 律 第 八 十 一

号 ） 第 五 条 第 一 項

に 規 定 す る 登 録 住

宅 性 能 評 価 機 関 に

よ り 長 期 優 良 住 宅

の 普 及 の 促 進 に 関

す る 法 律 第 六 条 第

一 項 第 一 号 か ら 第

四 号 ま で に 掲 げ る

基 準 に 適 合 し て い

る と 認 め ら れ た も

の で あ る 場 合 

長 期 優 良 住 宅 の 普

及 の 促 進 に 関 す る

法 律 第 六 条 第 一 項

第 一 号 に 掲 げ る 基

準 に 適 合 し た 住 宅

の 品 質 確 保 の 促 進

等 に 関 す る 法 律 第

六 条 第 一 項 に 規 定

す る 設 計 住 宅 性 能

評 価 書 の 交 付 を 受

け た も の で あ る 場

合 

そ の 他 の 場 合 

 

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 一 万 七 千 二 百 円 五 万 六 百 円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 一 万 二 千 七 百 円 二 万 三 千 八 百

円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 一 万 二 百 円 一 万 九 千 円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 七 千 七 百 円 一 万 五 千 円 

 

総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 六 千 六 百 円  一 万 三 千 五 百

円 

 

総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 五 千 円 一 万 千 六 百 円 

 

総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 四 千 六 百 円 一 万 七 百 円 
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二 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 五 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 場 合 

 

総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以

下 の も の 

七 百 円 四 千 二 百 円 一 万 二 百 円 

 
総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 三 千 八 百 円 九 千 四 百 円 
区   分 

一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

申 請 に 係 る 長 期 優

良 住 宅 建 築 等 計 画

が 、 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 す

る 法 律 第 五 条 第 一

項 に 規 定 す る 登 録

住 宅 性 能 評 価 機 関

に よ り 長 期 優 良 住

宅 の 普 及 の 促 進 に

関 す る 法 律 第 六 条

第 一 項 第 一 号 か ら

第 三 号 ま で 及 び 第

五 号 に 掲 げ る 基 準

に 適 合 し て い る と

認 め ら れ た も の で

あ る 場 合 

長 期 優 良 住 宅 の 普

及 の 促 進 に 関 す る

法 律 第 六 条 第 一 項

第 一 号 に 掲 げ る 基

準 に 適 合 し た 住 宅

の 品 質 確 保 の 促 進

等 に 関 す る 法 律 第

六 条 第 一 項 に 規 定

す る 設 計 住 宅 性 能

評 価 書 の 交 付 を 受

け た も の で あ る 場

合 

そ の 他 の 場 合 

 

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 一 万 五 百 円 四 万 三 千 八 百

円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 一 万 五 百 円 二 万 千 六 百 円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 八 千 五 百 円 一 万 七 千 四 百

円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 六 千 三 百 円 一 万 三 千 七 百

円 

 

総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 五 千 七 百 円  一 万 二 千 六 百

円 

 

総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 四 千 五 百 円 一 万 千 円 
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別 表 第 十 六 削 除 

  別 表 第 二 十 第 九 号 の 項 中 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 試 験 の 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格

試 験 の 」 に 、 「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者 資 格 試 験 手 数 料 」 を 「 宅 地 建 物 取 引 士 資 格 試 験 手 数

料 」 に 改 め る 。 

第 二 条 三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 第 一 第 三 百 五 十 五 号 の 六 の 項 を 削 り 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 七 の 項 中 「 申 請 に 併

せ て 提 出 す る 建 築 基 準 法 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 確 認 の 」 を 削 り 、 「 長 期 優 良 住 宅

建 築 等 計 画 変 更 認 定 申 請 に 併 せ て 提 出 す る 建 築 確 認 申 請 手 数 料 」 を 「 長 期 優 良 住 宅 建 築

等 計 画 変 更 認 定 申 請 手 数 料 」 に 、 「 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 二

項 」 を 「 別 表 第 十 六 に 定 め る 金 額 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 二

項 」 に 、 「 別 表 第 十 四 」 を 「 別 表 第 十 四 第 一 号 」 に 改 め 、 「 金 額 ） 」 の 下 に 「 を 加 算 し

た 金 額 ） 」 を 加 え 、 同 項 を 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 六 の 項 と し 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 八

の 項 中 「 別 表 第 十 七 」 を 「 別 表 第 十 六 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 七 の 項 と

し 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

三 百 五 十 五 の

八 

長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促

進 に 関 す る 法 律 第 十 条 の

規 定 に 基 づ く 計 画 の 認 定

を 受 け た 者 が 有 し て い た

計 画 の 認 定 に 基 づ く 地 位

を 承 継 す る 場 合 に お け る

地 位 の 承 継 の 承 認 の 申 請

に 対 す る 審 査 

認 定 長 期 優 良 住

宅 地 位 承 継 承 認

申 請 手 数 料 

別 表 第 十 七 に 定

め る 金 額 

別 表 第 十 六 及 び 別 表 第 十 七 を 次 の よ う に 改 め る 。 

別 表 第 十 六 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画

の 変 更 に 係 る 認 定 申 請 手 数 料 ） 

一 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画 変 更 認 定 申 請 手 数 料 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関

す る 法 律 第 五 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 認 定 を 受 け た も の で 、 同 法 第 九 条 第 一 項 の 規

定 に 基 づ く 認 定 を 受 け て い な い も の を 除 く 。 ） 

 

総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 四 千 百 円 一 万 二 百 円 

 
総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以

下 の も の 

七 百 円 三 千 七 百 円 九 千 七 百 円 

 

総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 三 千 三 百 円 八 千 九 百 円 

 一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

 申 請 に 係 る 長 期 優

良 住 宅 建 築 等 計 画 

長 期 優 良 住 宅 の 普

及 の 促 進 に 関 す る 

そ の 他 の 場 合 
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二 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画 変 更 認 定 申 請 手 数 料 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関

す る 法 律 第 五 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 認 定 を 受 け た も の で 、 同 法 第 九 条 第 一 項 の 規

 

 

 

 
区   分 

が 、 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 す

る 法 律 第 五 条 第 一

項 に 規 定 す る 登 録

住 宅 性 能 評 価 機 関

に よ り 長 期 優 良 住

宅 の 普 及 の 促 進 に

関 す る 法 律 第 六 条

第 一 項 第 一 号 か ら

第 四 号 ま で に 掲 げ

る 基 準 に 適 合 し て

い る と 認 め ら れ た

も の で あ る 場 合 

法 律 第 六 条 第 一 項

第 一 号 に 掲 げ る 基

準 に 適 合 し た 住 宅

の 品 質 確 保 の 促 進

等 に 関 す る 法 律 第

六 条 第 一 項 に 規 定

す る 設 計 住 宅 性 能

評 価 書 の 交 付 を 受

け た も の で あ る 場

合 

  

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 一 万 二 千 円 二 万 八 千 六 百

円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 七 千 七 百 円 一 万 三 千 二 百

円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 六 千 三 百 円 一 万 七 百 円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 四 千 五 百 円 八 千 二 百 円 

総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 三 千 九 百 円  七 千 四 百 円 

総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 三 千 円 六 千 三 百 円 

総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 二 千 七 百 円 五 千 八 百 円 

総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以

下 の も の 

七 百 円 二 千 四 百 円 五 千 四 百 円 

総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 二 千 二 百 円 五 千 円 
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定 に 基 づ く 認 定 を 受 け て い な い も の に 限 る 。 ） 

 一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

 

 

 

 

 

 

 

区   分 
申 請 に 係 る 長 期 優

良 住 宅 建 築 等 計 画

が 、 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 す

る 法 律 第 五 条 第 一

項 に 規 定 す る 登 録

住 宅 性 能 評 価 機 関

に よ り 長 期 優 良 住

宅 の 普 及 の 促 進 に

関 す る 法 律 第 六 条

第 一 項 第 一 号 か ら

第 三 号 ま で 及 び 第

五 号 に 掲 げ る 基 準

に 適 合 し て い る と

認 め ら れ た も の で

あ る 場 合 

長 期 優 良 住 宅 の 普

及 の 促 進 に 関 す る

法 律 第 六 条 第 一 項

第 一 号 に 掲 げ る 基

準 に 適 合 し た 住 宅

の 品 質 確 保 の 促 進

等 に 関 す る 法 律 第

六 条 第 一 項 に 規 定

す る 設 計 住 宅 性 能

評 価 書 の 交 付 を 受

け た も の で あ る 場

合 

そ の 他 の 場 合 

 

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 八 千 六 百 円 二 万 五 千 三 百

円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 六 千 六 百 円 一 万 二 千 百 円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 五 千 四 百 円 九 千 九 百 円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 三 千 八 百 円 七 千 五 百 円 

 

総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 三 千 四 百 円 六 千 九 百 円 

 

総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 二 千 八 百 円 六 千 円 

 

総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 二 千 五 百 円 五 千 五 百 円 

 

総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以 

七 百 円 二 千 二 百 円 五 千 二 百 円 
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三 長 期 優 良 住 宅 建 築 等 計 画 変 更 （ 譲 受 人 決 定 時 ） 認 定 申 請 手 数 料 （ 長 期 優 良 住

宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 譲 受 人 を 決 定 し た 場 合 ） 

区   分 

一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

申 請 に 係 る 長 期 優 良 住 宅

建 築 等 計 画 が 、 住 宅 の 品

質 確 保 の 促 進 等 に 関 す る

法 律 第 五 条 第 一 項 に 規 定

す る 登 録 住 宅 性 能 評 価 機

関 に よ り 長 期 優 良 住 宅 の

普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律

第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 準 用 す る 第 六 条 第 一 項

第 四 号 に 掲 げ る 基 準 に 適

合 し て い る と 認 め ら れ た

も の で あ る 場 合 

そ の 他 の 場 合 

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 一 万 三 千 五 百 円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 四 千 九 百 円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 四 千 円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 二 千 七 百 円 

 総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 二 千 百 円 

 総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 千 六 百 円 

 総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 千 四 百 円 

 総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以

下 の も の 

七 百 円 千 二 百 円 

 下 の も の    

 

総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 千 九 百 円 四 千 七 百 円 
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 総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 千 円 
別 表 第 十 七 （ 長 期 優 良 住 宅 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 認 定 長 期 優 良 住 宅 地 位 承

継 承 認 申 請 手 数 料 ） 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、

当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 

一 第 一 条 中 別 表 第 一 第 百 八 十 五 号 の 項 か ら 第 百 九 十 号 の 項 ま で の 改 正 規 定 平 成 二

十 七 年 五 月 二 十 九 日 

二 第 一 条 中 別 表 第 一 第 三 百 十 九 号 の 項 か ら 第 三 百 二 十 二 号 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表

第 三 百 三 十 九 号 の 二 の 項 か ら 第 三 百 三 十 九 号 の 四 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表 第 三 百 五

十 二 号 の 四 の 項 を 削 る 改 正 規 定 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 五 の 項 の 改 正 規 定 （ 「 及 び 第

二 項 」 を 「 か ら 第 三 項 ま で 」 に 改 め る 部 分 を 除 く 。 ） 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 七 の 項

の 改 正 規 定 、 同 表 第 三 百 五 十 五 号 の 九 の 項 か ら 第 三 百 五 十 五 号 の 十 一 の 項 ま で の 改 正

規 定 、 別 表 第 十 一 第 一 号 の 改 正 規 定 、 別 表 第 十 二 第 一 号 の 改 正 規 定 並 び に 別 表 第 十 四

区  分 

 

 

 

 

 

   

一 戸 当 た り の 手 数 料 の 金 額 

一 戸 建 て の 住 宅 六 千 七 百 円 

一 戸
建 て

の 住
宅 以

外 の
住 宅 

総 戸 数 が 五 戸 以

下 の も の 

二 千 七 百 円 

総 戸 数 が 五 戸 を

超 え 十 戸 以 下 の

も の 

二 千 四 百 円 

総 戸 数 が 十 戸 を

超 え 二 十 五 戸 以

下 の も の 

千 三 百 円 

 

総 戸 数 が 二 十 五

戸 を 超 え 五 十 戸

以 下 の も の 

千 二 百 円 

 

総 戸 数 が 五 十 戸

を 超 え 百 戸 以 下

の も の 

千 百 円 

 

総 戸 数 が 百 戸 を

超 え 二 百 戸 以 下

の も の 

九 百 円 

 

総 戸 数 が 二 百 戸

を 超 え 三 百 戸 以

下 の も の 

七 百 円 

 

総 戸 数 が 三 百 戸

を 超 え る も の 

六 百 円 
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第 一 号 及 び 第 二 号 の 改 正 規 定 平 成 二 十 七 年 六 月 一 日 

 三 第 二 条 の 改 正 規 定 平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 
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 三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 十 五 号 

三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

第 一 条 三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

  別 表 第 七 の 十 一 の 項 か ら 三 十 の 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。 

十 一 運

転 免 許

試 験 手

数 料 
 

大 型 自 動 車 免 許 又

は 中 型 自 動 車 免 許

に 係 る 試 験 
 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 一 号

又 は 第 二 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 六 百 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 九 百 円  

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 

四 千 四 百 円 

 法 第 九 十 七 条 第

一 項 第 二 号 に 掲

げ る 事 項 に つ い

て 行 う 試 験 を 公

安 委 員 会 が 提 供

す る 自 動 車 を 使

用 し て 受 け る 場

合  

七 千 四 百 円 

普 通 自 動 車 免 許 に

係 る 試 験 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 一 号

又 は 第 二 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 七 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 八 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 

二 千 二 百 円 

 法 第 九 十 七 条 第

一 項 第 二 号 に 掲

げ る 事 項 に つ い

て 行 う 試 験 を 公

安 委 員 会 が 提 供

す る 自 動 車 を 使

三 千 百 円 
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用 し て 受 け る 場

合  

特 定 第 一 種 運 転 免

許 （ 大 型 特 殊 自 動

車 免 許 、 大 型 自 動

二 輪 車 免 許 、 普 通

自 動 二 輪 車 免 許 又

は 牽
け ん

引 免 許 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 又

は 大 型 特 殊 自 動 車

第 二 種 免 許 若 し く

は 牽
け ん

引 第 二 種 免 許

に 係 る 試 験 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 号

に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 場 合 

千 七 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 九 百 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 

二 千 九 百 五

十 円 

 法 第 九 十 七 条 第

一 項 第 二 号 に 掲

げ る 事 項 に つ い

て 行 う 試 験 を 公

安 委 員 会 が 提 供

す る 自 動 車 を 使

用 し て 受 け る 場

合  

四 千 五 百 円 

小 型 特 殊 自 動 車 免

許 又 は 原 動 機 付 自

転 車 免 許 に 係 る 試

験  

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 八 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 
千 五 百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種

免 許 、 中 型 自 動 車

第 二 種 免 許 又 は 普

通 自 動 車 第 二 種 免

許 に 係 る 試 験 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 号

に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 場 合 

千 七 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 三 号

又 は 第 五 号 に 該 当 し て 同 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 場 合 

千 九 百 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 

四 千 五 百 五

十 円 
 

 
 
 

法 第 九 十 七 条 第

一 項 第 二 号 に 掲

げ る 事 項 に つ い

て 行 う 試 験 を 公

安 委 員 会 が 提 供

す る 自 動 車 を 使

用 し て 受 け る 場

合  

七 千 六 百 五

十 円  

仮 運 転 免 許 に 係 る 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 二 号 千 七 百 円  
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試 験 
 

に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 場 合 
 法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 第 四 号

に 該 当 し て 同 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 場 合 

千 五 百 五 十 円 

法 第 九 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け な い 場 合 

二 千 八 百 五

十 円 
 法 第 九 十 七 条 第

一 項 第 二 号 に 掲

げ る 事 項 に つ い

て 行 う 試 験 を 公

安 委 員 会 が 提 供

す る 自 動 車 を 使

用 し て 受 け る 場

合  

四 千 四 百 円 

十 二 検

査 手 数

料  

大 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 又 は 中 型 自 動 車 仮 運 転 免 許 を

受 け て い る 者 に 対 す る 法 第 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に

よ る 検 査 （ 以 下 「 検 査 」 と い う 。 ） 

三 千 六 百 五

十 円 

 公 安 委 員 会 が 提

供 す る 自 動 車 を

使 用 し て 受 け る

場 合 
六 千 六 百 五

十 円 

普 通 自 動 車 仮 運 転 免 許 を 受 け て い る 者 に 対 す る 検 査 三 千 八 百 五

十 円 
 公 安 委 員 会 が 提

供 す る 自 動 車 を

使 用 し て 受 け る

場 合 

四 千 七 百 五

十 円 

十 三 審

査 手 数

料  

 千 四 百 五 十 円 
 公 安 委 員 会 が 提

供 す る 自 動 車 を

使 用 し て 受 け る

場 合 

三 千 円 

十 四 免

許 証 交

付 手 数

料  

第 一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 二 千 五 十 円 
 法 第 九 十 二 条 第 一 項 後 段 の 規 定

に よ り 、 一 の 種 類 の 免 許 に 係 る

免 許 証 に 他 の 種 類 の 免 許 に 係 る

事 項 を 記 載 し て そ の 種 類 の 免 許

に 係 る 免 許 証 の 交 付 に 代 え る 場 

二 千 五 十 円

に 、 当 該 他 の

種 類 の 免 許 に

係 る 事 項 を 記

載 す る ご と に 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

69



  合  二 百 円 を 加 算

し た 額 
 仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証  千 百 円 

十 五 免

許 証 再

交 付 手

数 料 

第 一 種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証 三 千 五 百 円 

仮 運 転 免 許 に 係 る 免 許 証  千 百 円 

十 六 技

能 検 定

員 資 格

者 証 交

付 手 数

料  

 千 百 円 

十 七 技

能 検 定

員 審 査

手 数 料 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 法 第 九 十

九 条 の 二 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に よ る 審 査 （ 以 下 「 技

能 検 定 員 審 査 」 と い う 。 ）  

二 万 三 千 四

百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 九 千 六

百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 一 万 四 千 五

百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 普

通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 で 、 こ れ ら

の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下

「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 」 と

い う 。 ） 

二 万 千 七 百 円 

十 八 教

習 指 導

員 資 格

者 証 交

付 手 数

料  

 千 百 円 

十 九 教

習 指 導

員 審 査

手 数 料 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 法 第 九 十

九 条 の 三 第 四 項 第 一 号 イ の 規 定 に よ る 審 査 （ 以 下 「 教

習 指 導 員 審 査 」 と い う 。 ）  

一 万 四 千 九

百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 一 万 千 八 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 九 千 四 百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 、 中 型 自 動 車 第 二 種 免 許 又 は 普

通 自 動 車 第 二 種 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 で 、 こ れ ら

一 万 二 千 七

百 五 十 円 
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の 免 許 に 対 応 す る 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 に 対 す る も の （ 以 下

「 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 」 と

い う 。 ） 

二 十 再

試 験 手

数 料 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 九 百 五 十 円 
 
 

法 第 百 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る

普 通 自 動 車 の 運 転 に つ い て 必 要

な 技 能 に つ い て 行 う 試 験 を 公 安

委 員 会 が 提 供 す る 自 動 車 を 使 用

し て 受 け る 場 合 

二 千 八 百 五

十 円 

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 又 は 普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る

再 試 験 

千 七 百 五 十 円 

 法 第 百 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る

大 型 自 動 二 輪 車 又 は 普 通 自 動 二

輪 車 の 運 転 に つ い て 必 要 な 技 能

に つ い て 行 う 試 験 を 公 安 委 員 会

が 提 供 す る 自 動 車 を 使 用 し て 受

け る 場 合 

三 千 三 百 円 

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 再 試 験 千 五 十 円 

二 十 一 

免 許 証

更 新 手

数 料 

 二 千 五 百 円 

二 十 二 

経 由 手

数 料 

 五 百 五 十 円 

二 十 三 

運 転 経

歴 証 明

書 交 付

手 数 料 

 千 円 

二 十 四 

運 転 経

歴 証 明

書 再 交

付 手 数

料  

 千 円 

二 十 五 

国 外 運 
 二 千 四 百 円 
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転 免 許

証 交 付

手 数 料 

  

二 十 六 
講 習 手

数 料 
法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

七 百 五 十 円 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 講 習 
 

講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 三 百 五

十 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 四 号 に 掲 げ

る 講 習 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車

免 許 に 係 る 講 習 

講 習 一 時 間

に つ き 

四 千 六 百 五

十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 四 百 五

十 円 

法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 五 号 に 掲 げ

る 講 習 

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 
四 千 百 円 

普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

四 千 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 六 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

千 四 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 七 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

三 千 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 八 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

千 三 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 九 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

六 百 五 十 円 
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 法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 号 に 掲 げ

る 講 習 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 五 十 円 

大 型 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 七 百 円 

普 通 自 動 二 輪 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 五 百 五

十 円 

 

原 動 機 付 自 転 車 免 許 に 係 る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

二 千 四 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 一 号 に 掲

げ る 講 習 
  
  
  

法 第 九 十 二 条 の 二 第 一 項 の 表 の

備 考 一 の ２ に 規 定 す る 優 良 運 転

者 に 対 す る 講 習 

五 百 円 

法 第 九 十 二 条 の 二 第 一 項 の 表 の

備 考 一 の ３ に 規 定 す る 一 般 運 転

者 に 対 す る 講 習 

八 百 円 

法 第 九 十 二 条 の 二 第 一 項 の 表 の

備 考 一 の ４ に 規 定 す る 違 反 運 転

者 等 に 対 す る 講 習 
千 三 百 五 十 円 

  国 家 公 安 委 員 会

規 則 で 定 め る 道

路 交 通 法 施 行 令

第 三 十 三 条 の 七

第 二 項 の 基 準 に

該 当 し な い 者 に

対 す る 講 習 

八 百 円 

法 第 百 八 条 の 二 第

一 項 第 十 二 号 に 掲

げ る 講 習 

小 型 特 殊 自 動 車 免 許 以 外 の 第 一

種 運 転 免 許 又 は 第 二 種 運 転 免 許

を 受 け て い る 者 に 対 す る 講 習 

五 千 六 百 円 

 当 該 講 習 が 法 第

九 十 七 条 の 二 第

一 項 第 三 号 イ 又

は 第 百 一 条 の 四

第 二 項 の 規 定 に

よ り 認 知 機 能 検

査 の 結 果 に 基 づ 

五 千 二 百 円 
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  い て 行 う も の で

あ る 場 合 
 

  小 型 特 殊 自 動 車 免 許 の み を 受 け

て い る 者 に 対 す る 講 習 

二 千 二 百 五

十 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 三 号 に 掲 げ る 講 習 一 万 三 千 二

百 円 
   当 該 講 習 が 道 路 交 通 法 施 行 規 則

第 三 十 八 条 第 十 三 項 第 二 号 の 表

第 一 号 に 掲 げ る 講 習 方 法 に 係 る

も の で あ る 場 合 

九 千 五 十 円 
 

二 十 七 

通 知 手

数 料 

 九 百 円 

二 十 八 

チ ャ レ

ン ジ 講

習 手 数

料  

 二 千 六 百 五

十 円 

二 十 九 

特 定 任

意 講 習

手 数 料 

 千 三 百 五 十 円 

三 十 特

定 任 意

高 齢 者

講 習 手

数 料 

 千 五 百 円 

  別 表 第 八 及 び 別 表 第 九 を 次 の よ う に 改 め る 。 

別 表 第 八 （ 第 八 条 第 一 項 第 十 七 号 関 係 ） 

審 査 細 目 区      分 

手 数 料 の 額 か ら 減

ず る 額 

一 技 能 検 定 員 と し て

必 要 な 自 動 車 の 運 転

技 能 
 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

四 千 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

三 千 六 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

千 三 百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 

四 千 二 百 五 十 円 
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二 自 動 車 の 運 転 技 能

に 関 す る 観 察 及 び 採

点 の 技 能 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

六 千 七 百 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

六 千 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

二 千 百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 

七 千 四 百 円 

三 法 第 百 八 条 の 二 十

八 第 四 項 に 規 定 す る

教 則 の 内 容 と な っ て

い る 事 項 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

二 千 四 百 五 十 円 
普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

千 九 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

千 九 百 五 十 円 

四 自 動 車 教 習 所 に 関

す る 法 令 に つ い て の

知 識 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

二 千 四 百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

千 九 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

千 九 百 五 十 円 

五 技 能 検 定 の 実 施 に

関 す る 知 識 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

二 千 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

千 九 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

二 千 五 百 円 

六 自 動 車 の 運 転 技 能

の 評 価 方 法 に 関 す る

知 識 
 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査  

千 七 百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員

審 査 

二 千 百 円 

 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 

二 千 五 百 五 十 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 

三 千 七 百 円 

七 道 路 運 送 法 （ 昭 和

二 十 六 年 法 律 第 百 八

十 三 号 ） 第 二 条 第 三

項 に 規 定 す る 旅 客 自

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技

能 検 定 員 審 査 

二 千 五 百 五 十 円 
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動 車 運 送 事 業 及 び 自

動 車 運 転 代 行 業 の 業

務 の 適 正 化 に 関 す る

法 律 第 二 条 第 一 項 に

規 定 す る 自 動 車 運 転

代 行 業 に 関 す る 法 令

に つ い て の 知 識 

備 考 

一 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

審 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

一 の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る ほ か 、 別 表 第 七 の 十 七 の 項 の

下 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 に つ い て は 二 千 八 百 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に

つ い て は 八 百 五 十 円 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て

は 千 五 十 円 を 、 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て は 三

千 百 円 を 減 ず る も の と す る 。 

二 技 能 検 定 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 三 の 項 及 び 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

審 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て は 、

三 の 項 及 び 四 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る ほ か 、 別 表 第 七 の 十 七 の 項 の

下 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検

定 員 審 査 に つ い て は 五 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に

つ い て は 三 百 五 十 円 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 に つ い て

は 三 百 五 十 円 を 減 ず る も の と す る 。 

別 表 第 九 （ 第 八 条 第 一 項 第 十 九 号 関 係 ） 
 

審 査 細 目 区      分 

手 数 料 の 額 か ら 減

ず る 額 

一 教 習 指 導 員 と し て

必 要 な 自 動 車 の 運 転

技 能 
 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  

四 千 円 
 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

三 千 六 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 

千 三 百 円 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 

四 千 二 百 五 十 円 

二 技 能 教 習 に 必 要 な

教 習 の 技 能 
  
  

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  

千 三 百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

千 二 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 千 三 百 円 

平成27年3月27日 三　重　県　公　報 号　　外

76



導 員 審 査 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 

二 千 五 十 円 
三 学 科 教 習 に 必 要 な

教 習 の 技 能 
  
  

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  

千 二 百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

千 二 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 

千 百 円 

四 法 第 百 八 条 の 二 十

八 第 四 項 に 規 定 す る

教 則 の 内 容 と な っ て

い る 事 項 そ の 他 自 動

車 の 運 転 に 関 す る 知

識  

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  

千 五 百 五 十 円 
普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

千 三 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 

千 三 百 円 

五 自 動 車 教 習 所 に 関

す る 法 令 に つ い て の

知 識 
 

 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  

千 五 百 五 十 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

千 三 百 五 十 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 

千 三 百 円 

六 教 習 指 導 員 と し て

必 要 な 教 育 に つ い て

の 知 識 

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免

許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査  
千 四 百 円 

普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員

審 査 

千 三 百 円 

特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指

導 員 審 査 

千 二 百 円 

七 道 路 運 送 法 第 二 条

第 三 項 に 規 定 す る 旅

客 自 動 車 運 送 事 業 及

び 自 動 車 運 転 代 行 業

の 業 務 の 適 正 化 に 関

す る 法 律 第 二 条 第 一

項 に 規 定 す る 自 動 車

運 転 代 行 業 に 関 す る

法 令 に つ い て の 知 識 

大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教

習 指 導 員 審 査 

二 千 五 百 五 十 円 

備 考 
 一 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 一 の 項 及 び 二 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

審 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て 
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は 、 一 の 項 及 び 二 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る ほ か 、 別 表 第 七 の 十 九

の 項 の 下 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 二 千 八 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習

指 導 員 審 査 に つ い て は 九 百 円 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審

査 に つ い て は 千 百 円 を 、 大 型 自 動 車 第 二 種 免 許 等 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に

つ い て は 三 千 百 五 十 円 を 減 ず る も の と す る 。 

二 教 習 指 導 員 審 査 を 受 け よ う と す る 者 が 四 の 項 及 び 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

審 査 細 目 に つ い て の 審 査 の い ず れ を も 免 除 さ れ る 者 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 四 の 項 及 び 五 の 項 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る ほ か 、 別 表 第 七 の 十 九

の 項 の 下 欄 に 定 め る 額 か ら 更 に 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る

教 習 指 導 員 審 査 に つ い て は 二 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導

員 審 査 に つ い て は 百 円 を 、 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 に つ

い て は 百 円 を 減 ず る も の と す る 。 

第 二 条 三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  別 表 第 七 の 二 十 六 の 項 中 

 「 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 三 号 に 掲 げ る 講 習 一 万 三 千 二

百 円 

 を 
 当 該 講 習 が 道 路 交 通 法 施 行 規 則

第 三 十 八 条 第 十 三 項 第 二 号 の 表

第 一 号 に 掲 げ る 講 習 方 法 に 係 る

も の で あ る 場 合 

九 千 五 十 円 

                                 」 

 「 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 三 号 に 掲 げ る 講 習 一 万 三 千 二

百 円 

 に 改 め る 。 

 当 該 講 習 が 道 路 交 通 法 施 行 規 則

第 三 十 八 条 第 十 三 項 第 二 号 の 表

第 一 号 に 掲 げ る 講 習 方 法 に 係 る

も の で あ る 場 合 

九 千 五 十 円 

法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 四 号 に 掲 げ る 講 習 講 習 一 時 間

に つ き 

千 九 百 円 
                                 」 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 規 定 は 、 平 成 二 十

七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ 

 に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 十 六 号 

三 重 県 国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 等 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 等 徴 収 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 に 次 の よ う に 加 え る 。 

国 営 青 蓮 寺 用 水

土 地 改 良 事 業 

百 分 の 五 ・ 四 九 十 七 年 

う ち 据 置 期 間 二 年 

年 五 パ ー セ ン ト 

   附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 

 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 七 号 

   三 重 県 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 
 三 重 県 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条

例 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 四 十 条 第 七 項 中 「 指 定 医 療 機 関 」 を 「 指 定 発 達 支 援 医 療 機 関 」 に 、 「 第 六 条 の 二 第 三

項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 三 項 」 に 改 め る 。 

第 七 十 五 条 の 見 出 し 中 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型

居 宅 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 」 の

下 に 「 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 百 七

十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 」 を 、 「 対 し

て 」 の 下 に 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ 」 を 、 「 第 六 十 二 条 に 規 定 す る 指 定 小 規 模 多

機 能 型 居 宅 介 護 」 の 下 に 「 を い う 。 ） 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ 指 定 地 域 密

着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 百 七 十 条 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 を い う 。 ） 」 を

加 え 、 「 第 六 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 通 い サ ー ビ ス 」 を 「 第 六 十 三 条 第 一 項 又 は 第 百 七 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 通 い サ ー ビ ス 」 に 、 「 以 下 同 じ 。 ） を 基 準 該 当 生 活 介 護 事 業 所 」 を

「 ） 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 百 七 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） （ 以 下 「 指 定 小

規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 等 」 と い う 。 ） を 基 準 該 当 生 活 介 護 事 業 所 」 に 、 「 当 該 指 定

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 「 当 該 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め

る 。 

第 八 十 九 条 の 見 出 し 中 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型

居 宅 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め る 。 

  附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 四 十 条 第 七 項 の 改 正 規 定

は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 

 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 十 八 号 

三 重 県 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 

 三 重 県 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年

三 重 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 第 二 号 中 「 第 六 条 の 二 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 

 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 十 九 号 

   三 重 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 
 

 三 重 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例

（ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 第 一 号 中 「 第 六 条 の 二 第 八 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 八 項 」 に 改 め る 。 

第 三 条 中 「 第 六 条 の 二 第 三 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 三 項 」 に 改 め る 。 

第 五 条 中 「 第 六 条 の 二 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

第 六 条 第 一 項 第 二 号 中 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 。 

第 三 十 五 条 第 一 項 中 「 第 六 条 の 二 第 六 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 六 項 」 に 改 め る 。 

第 四 十 五 条 の 二 の 見 出 し 中 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 「 指 定 小 規 模 多 機

能 型 居 宅 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 」

の 下 に 「 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 百

七 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 」 を 、 「 指

定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 を い う 。 ） 」 の 下 に 「 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ 指

定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 百 七 十 条 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 を い

う 。 ） 」 を 、 「 通 い サ ー ビ ス （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 六 十 三 条 第 一 項 」 の 下 に 「 又

は 第 百 七 十 一 条 第 一 項 」 を 加 え 、 「 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援

事 業 所 」 を 「 ） 又 は 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基

準 第 百 七 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 等 」 と い う 。 ） を 基 準 該 当 児 童 発

達 支 援 事 業 所 」 に 、 「 当 該 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 「 当 該 指 定 小 規 模 多 機

能 型 居 宅 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め る 。 

第 五 十 八 条 中 「 第 六 条 の 二 第 四 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 四 項 」 に 改 め る 。 

第 五 十 九 条 中 第 五 項 を 第 六 項 と し 、 第 四 項 を 第 五 項 と し 、 第 三 項 を 第 四 項 と し 、 第 二 項

の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る 指 定 放 課 後 等 デ イ サ

ー ビ ス 事 業 所 に 置 く べ き 従 業 者 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。 

一 嘱 託 医 

二 看 護 師 

三 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 

四 機 能 訓 練 担 当 職 員 

五 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 

第 六 十 二 条 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。 

た だ し 、 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 に あ っ
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て は 、 利 用 人 員 を 五 人 以 上 と す る こ と が で き る 。 
第 六 十 四 条 中 「 第 二 十 六 条 ま で 、 第 二 十 八 条 か ら 」 を 削 り 、 「 、 第 三 十 四 条 」 を 「 及 び

第 三 十 四 条 」 に 改 め 、 「 及 び 第 五 十 五 条 」 及 び 「 、 第 十 三 条 第 一 項 中 「 第 二 十 七 条 」 と あ

る の は 「 第 六 十 四 条 に お い て 準 用 す る 第 五 十 五 条 」 と 」 を 削 る 。 

第 六 十 七 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 利 用 定 員 ） 

第 六 十 七 条 の 二 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 は 、 そ の 利 用 定 員 を 十 人 以 上 と す

る 。 

第 六 十 八 条 中 「 第 二 十 六 条 ま で 、 第 二 十 八 条 か ら 」 、 「 、 第 五 十 五 条 」 及 び 「 、 第 六 十

二 条 」 を 削 る 。 

第 七 十 条 中 「 第 六 条 の 二 第 五 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 五 項 」 に 改 め る 。 

 第 七 十 八 条 第 二 項 中 「 第 五 十 九 条 第 三 項 」 を 「 第 五 十 九 条 第 四 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 一 号 、 第 三 条 、 第

五 条 、 第 六 条 第 一 項 第 二 号 、 第 三 十 五 条 第 一 項 、 第 五 十 八 条 及 び 第 七 十 条 の 改 正 規 定 は 、

公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 指 定 障 害 児 入 所 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め 

 る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 号 

三 重 県 指 定 障 害 児 入 所 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 指 定 障 害 児 入 所 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 五 年 三 重 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 六 条 第 二 項 第 四 号 中 「 第 六 条 の 二 第 三 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 三 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 二 十 一 号 

   三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 五 条 中 「 第 六 条 の 二 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 食 品 衛 生 の 措 置 基 準 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 

 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 二 号 

   食 品 衛 生 の 措 置 基 準 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 食 品 衛 生 の 措 置 基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 

 第 二 条 中 「 別 表 第 一 の と お り 」 を 「 別 表 第 一 又 は 別 表 第 一 の 二 の い ず れ か 」 に 改 め る 。 

 別 表 第 一 を 次 の よ う に 改 め る 。 

別 表 第 一 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 を 用 い る 場 合 の 基 準 （ 第 二 条 関 係 ） 

 第 一 営 業 施 設 に お け る 衛 生 管 理 

一 一 般 事 項 

㈠ 日 常 点 検 を 含 む 衛 生 管 理 を 計 画 的 に 実 施 す る こ と 。 

㈡ 施 設 設 備 及 び 機 械 器 具 の 構 造 及 び 材 質 並 び に 取 り 扱 う 食 品 の 特 性 を 考 慮 し 、 適

切 な 清 掃 、 洗 浄 及 び 消 毒 の 方 法 に つ い て の 手 順 を 定 め 、 必 要 に 応 じ 手 順 書 を 作 成

す る こ と 。 手 順 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 清 掃 、 洗 浄 及 び 消 毒 の 手 順 に つ い て 、 清

掃 又 は 洗 浄 の 方 法 及 び 頻 度 等 必 要 な 事 項 を 記 載 す る こ と と し 、 必 要 に 応 じ 、 専 門

家 の 意 見 を 聴 く こ と 。 

㈢ ㈡ に 定 め る 清 掃 、 洗 浄 及 び 消 毒 の 方 法 が 適 切 か つ 有 効 で あ る か 必 要 に 応 じ 評 価

す る こ と 。 

㈣ 施 設 、 設 備 、 人 的 能 力 等 に 応 じ た 食 品 の 取 扱 い を 行 い 、 適 切 な 受 注 管 理 を 行 う

こ と 。 

二 施 設 の 衛 生 管 理 

㈠ 施 設 及 び そ の 周 辺 は 、 定 期 的 に 清 掃 し 、 常 に 衛 生 上 支 障 の な い よ う に 維 持 す る

こ と 。 

㈡ 製 造 、 加 工 、 処 理 、 調 理 、 保 管 、 販 売 等 を 行 う 場 所 （ 以 下 「 作 業 場 」 と い う 。 ）

に は 、 不 必 要 な 物 品 等 を 置 か な い こ と 。 

㈢ 作 業 場 の 内 壁 、 天 井 及 び 床 は 、 常 に 清 潔 に 保 つ こ と 。 

㈣ 作 業 場 内 の 採 光 、 照 明 及 び 換 気 を 十 分 に 行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ 、 適 切 な 温

度 及 び 湿 度 の 管 理 を 行 う こ と 。 

㈤ 作 業 場 の 窓 及 び 出 入 口 は 、 開 放 し な い こ と 。 や む を え ず 、 開 放 す る 場 合 に あ っ

て は 、 ほ こ り 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 侵 人 を 防 止 す る 措 置 を 講 ず る こ と 。 

㈥ 排 水 溝 は 、 排 水 が よ く 行 わ れ る よ う 廃 棄 物 の 流 出 を 防 ぎ 、 か つ 、 清 掃 及 び 補 修

を 行 う こ と 。 

㈦ 便 所 は 、 常 に 清 潔 に し 、 定 期 的 に 清 掃 及 び 消 毒 を 行 う こ と 。 

㈧ 作 業 場 で は 動 物 を 飼 育 し な い こ と 。 

三 食 品 取 扱 設 備 等 の 衛 生 管 理 

㈠ 機 械 器 具 （ 清 掃 用 の 機 械 器 具 を 含 む 。 ） は 、 常 に 清 潔 に 保 ち 、 そ の 目 的 に 応 じ

て 使 用 す る こ と 。 
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㈡ 機 械 器 具 及 び 分 解 し た 機 械 器 具 の 部 品 は 、 金 属 片 、 異 物 、 化 学 物 質 等 の 食 品 へ

の 混 入 を 防 止 す る た め 、 洗 浄 及 び 消 毒 を 行 い 、 所 定 の 場 所 に 衛 生 的 に 保 管 す る こ

と 。 ま た 、 故 障 又 は 破 損 が あ る と き は 、 速 や か に 補 修 し 、 常 に 適 正 に 使 用 で き る

よ う 整 備 し て お く こ と 。 

㈢ 機 械 器 具 及 び 機 械 器 具 の 部 品 の 洗 浄 に 洗 剤 を 使 用 す る 場 合 は 、 適 正 な 洗 剤 を 適

正 な 濃 度 で 使 用 す る こ と 。 

㈣ 温 度 計 、 圧 力 計 、 流 量 計 等 の 計 器 類 及 び 滅 菌 、 殺 菌 、 除 菌 又 は 浄 水 に 用 い る 装

置 に つ い て 、 そ の 機 能 を 定 期 的 に 点 検 し 、 そ の 結 果 を 記 録 す る こ と 。 

㈤ ふ き ん 、 包 丁 、 ま な 板 等 は 、 熱 湯 、 蒸 気 、 消 毒 剤 等 で 消 毒 し 、 乾 燥 さ せ る こ と 。

特 に 、 食 品 に 直 接 触 れ る ま な 板 、 包 丁 等 に つ い て は 、 汚 染 の 都 度 又 は 作 業 終 了 後

に 洗 浄 消 毒 を 十 分 に 行 う こ と 。 

㈥ 洗 浄 剤 、 消 毒 剤 、 そ の 他 化 学 物 質 に つ い て は 、 使 用 、 保 管 等 の 取 扱 い に 十 分 注

意 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ 容 器 に 内 容 物 の 名 称 を 表 示 す る 等 食 品 へ の 混 入 を 防

止 す る こ と 。 

㈦ 施 設 、 設 備 等 の 清 掃 用 器 材 は 、 使 用 の 都 度 洗 浄 し 、 乾 燥 さ せ 、 専 用 の 場 所 に 保

管 す る こ と 。 

㈧ 手 洗 設 備 は 、 手 洗 い に 適 切 な 消 毒 剤 等 を 備 え 、 手 指 の 洗 浄 及 び 乾 燥 が 適 切 に で

き る よ う 維 持 す る こ と 。 

㈨ 洗 浄 設 備 は 、 常 に 清 潔 に 保 つ こ と 。 

㈩ 食 品 の 放 射 線 照 射 業 に あ っ て は 、 一 日 一 回 以 上 化 学 線 量 計 を 用 い て 放 射 線 量 を

確 認 し 、 そ の 結 果 の 記 録 を 二 年 間 保 存 す る こ と 。 

四 使 用 水 等 の 管 理 

㈠ 食 品 取 扱 施 設 で 使 用 す る 水 は 、 飲 用 に 適 し た 水 で あ る こ と 。 た だ し 、 次 の 場 合

は こ の 限 り で は な い が 、 こ れ ら の 水 が 食 品 に 直 接 触 れ る 水 に 混 入 し な い よ う に す

る こ と 。 

イ 暖 房 用 蒸 気 、 防 火 用 水 等 、 食 品 製 造 に 直 接 関 係 の な い 目 的 で の 使 用 

ロ 冷 却 及 び 食 品 の 安 全 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 工 程 に お け る 清 浄 海 水 等 の 使 用 

㈡ 水 道 水 （ 水 道 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 百 七 十 七 号 ） 第 三 条 第 八 項 又 は 三 重 県 小

規 模 水 道 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 四 十 号 ） 第 二 条 第 三 項 の 水 道 施 設 か ら

供 給 さ れ る 水 を い う 。 ） 以 外 の 水 を 使 用 す る 場 合 で 、 滅 菌 装 置 等 を 使 用 す る 場 合

に は 、 常 に 滅 菌 装 置 等 が 正 常 に 作 動 し て い る か ど う か を 確 認 し 、 か つ 、 年 一 回 以

上 水 質 検 査 を 行 い 、 そ の 成 績 書 を 一 年 間 以 上 保 存 す る こ と 。 た だ し 、 不 慮 の 災 害

等 に よ り 水 源 等 が 汚 染 さ れ た お そ れ が あ る 場 合 に は 、 そ の 都 度 水 質 検 査 を 行 う こ

と 。 

㈢ 水 質 検 査 の 結 果 、 飲 用 に 適 さ な い と き は 、 直 ち に 使 用 を 中 止 し 、 保 健 所 長 の 指

示 を 受 け 、 適 切 な 措 置 を 講 ず る こ と 。 

㈣ 貯 水 槽 を 使 用 す る 場 合 は 、 定 期 的 に 清 掃 し 、 清 潔 に 保 つ こ と 。 

㈤ 氷 は 、 適 切 に 管 理 さ れ た 給 水 設 備 に よ っ て 供 給 さ れ た 飲 用 に 適 し た 水 か ら 作 る

こ と 。 ま た 、 氷 は 衛 生 的 に 取 り 扱 い 、 貯 蔵 す る こ と 。 

㈥ 使 用 し た 水 を 再 利 用 す る 場 合 に あ っ て は 、 食 品 の 安 全 性 に 影 響 し な い よ う 必 要
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な 処 理 を 行 う こ と と し 、 処 理 工 程 は 適 切 に 管 理 す る こ と 。 

五 ね ず み 、 昆 虫 等 対 策 

㈠ 施 設 及 び そ の 周 囲 は 、 維 持 管 理 を 適 切 に 行 う こ と に よ り 、 常 に 良 好 な 状 態 に 保

ち 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 繁 殖 場 所 を 排 除 す る と と も に 、 窓 、 扉 、 吸 排 気 口 の 網 戸 、

排 水 溝 の 蓋 等 の 設 置 に よ り 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 施 設 内 へ の 侵 入 を 防 止 す る こ と 。 

㈡ ね ず み 、 昆 虫 等 の 駆 除 作 業 を 定 期 的 に 実 施 し 、 そ の 実 施 記 録 を 一 年 間 保 管 す る

こ と 。 ま た 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 発 生 を 認 め た と き に は 、 食 品 に 影 響 を 及 ぼ さ な い

よ う に 直 ち に 駆 除 す る こ と 。 

㈢ 殺 そ 剤 又 は 殺 虫 剤 を 使 用 す る 場 合 に は 、 食 品 を 汚 染 し な い よ う そ の 取 扱 い に 十

分 注 意 す る こ と 。 

㈣ ね ず み 、 昆 虫 等 に よ る 汚 染 防 止 の た め 、 原 材 料 、 製 品 、 包 装 資 材 等 は 容 器 に 入

れ 、 床 又 は 壁 か ら 離 し て 保 管 す る こ と 。 開 封 し た も の に つ い て も 蓋 付 き の 容 器 に

入 れ る 等 の 汚 染 防 止 対 策 を 講 じ た 上 で 、 保 管 す る こ と 。 

六 廃 棄 物 及 び 排 水 の 取 扱 い 

㈠ 廃 棄 物 の 保 管 及 び そ の 廃 棄 の 方 法 に つ い て の 手 順 を 定 め 、 必 要 に 応 じ 手 順 書 を

作 成 す る こ と 。 

㈡ 廃 棄 物 の 容 器 は 、 他 の 容 器 と 明 確 に 区 別 で き る よ う に し 、 汚 液 又 は 汚 臭 が 漏 れ

な い よ う に 常 に 清 潔 に し て お く こ と 。 

㈢ 廃 棄 物 は 、 作 業 に 支 障 の な い 限 り 、 作 業 場 内 に 保 管 し な い こ と 。 

㈣ 廃 棄 物 の 保 管 場 所 は 、 周 囲 の 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う 適 切 に 管 理 す る こ

と 。 

㈤ 廃 棄 物 及 び 排 水 の 処 理 は 適 切 に 行 う こ と 。 

七 食 品 衛 生 責 任 者 の 設 置 

㈠ 営 業 者 （ 法 第 四 十 八 条 の 規 定 に よ り 食 品 衛 生 管 理 者 を 置 か な け れ ば な ら な い 営

業 者 を 除 く 。 ㈢ か ら ㈤ ま で に お い て 同 じ 。 ） は 、 法 第 五 十 二 条 の 規 定 に よ る 許 可

施 設 ご と に 自 ら 又 は 当 該 施 設 に お け る 食 品 取 扱 者 等 の う ち か ら 食 品 衛 生 に 関 す る

責 任 者 （ 以 下 「 食 品 衛 生 責 任 者 」 と い う 。 ） を 定 め て お く こ と 。 

㈡ 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 都 道 府 県 知 事 若 し く は 指 定 都 市 若 し く は 中 核 市 の 長 （ 以 下

「 知 事 等 」 と い う 。 ） が 行 う 講 習 会 又 は 知 事 等 が 適 正 と 認 め た 講 習 会 を 定 期 的 に

受 講 し 、 常 に 食 品 衛 生 に 関 す る 新 し い 知 見 の 習 得 に 努 め る こ と 。 

㈢ 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 営 業 者 の 指 示 に 従 い 、 衛 生 管 理 に 当 た る こ と 。 

㈣ 食 品 衛 生 責 任 者 は 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 防 止 の た め 、 施 設 の 衛 生 管 理 の 方

法 及 び 食 品 衛 生 に 関 す る 事 項 に つ い て 必 要 な 注 意 を 払 う と と も に 、 営 業 者 に 対 し

意 見 を 述 べ る よ う 努 め る こ と 。 

㈤ 営 業 者 は 、 ㈣ の 規 定 に よ る 食 品 衛 生 責 任 者 の 意 見 を 尊 重 す る こ と 。 

㈥ 食 品 衛 生 責 任 者 は 規 則 で 定 め る 者 の う ち か ら 選 任 す る こ と 。 

八 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 を 用 い て 衛 生 管 理 を 実 施 す る 班 の 編 成 

危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 （ 食 品 の 安 全 性 を 確 保 す る 上 で 重 要 な 危 害 の 原 因 と な

る 物 質 及 び 当 該 危 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 工 程 の 特 定 、 評 価 及 び 管 理 を 行 う 衛 生

管 理 の 方 式 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 用 い て 衛 生 管 理 を 実 施 す る に 当 た り 、 法 第 四 十
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八 条 の 規 定 に 基 づ く 食 品 衛 生 管 理 者 、 食 品 衛 生 責 任 者 そ の 他 の 製 品 に つ い て の 知 識

及 び 専 門 的 な 技 術 を 有 す る 者 に よ り 構 成 さ れ る 班 を 編 成 す る こ と 。 
九 製 品 説 明 書 及 び 製 造 工 程 一 覧 図 の 作 成 

㈠ 製 品 に つ い て 、 原 材 料 等 の 組 成 、 物 理 的 ・ 化 学 的 性 質 （ 水 分 活 性 、 水 素 イ オ ン

濃 度 等 ） 、 殺 菌 ・ 静 菌 処 理 （ 加 熱 処 理 、 凍 結 、 加 塩 、 く ん 煙 等 ） 、 包 装 、 保 存 性 、

保 管 条 件 及 び 流 通 方 法 等 の 安 全 性 に 関 す る 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 製 品 説 明 書 を 作

成 す る こ と 。 ま た 、 製 品 説 明 書 に は 想 定 す る 使 用 方 法 、 消 費 者 層 等 を 記 述 す る こ

と 。 

㈡ 製 品 の 全 て の 製 造 工 程 が 記 載 さ れ た 製 造 工 程 一 覧 図 を 作 成 す る こ と 。 

㈢ 製 造 工 程 一 覧 図 に つ い て 、 実 際 の 製 造 工 程 及 び 施 設 設 備 の 配 置 に 照 ら し 合 わ せ

て 適 切 か 否 か の 確 認 を 行 い 、 適 切 で な い 場 合 に は 、 製 造 工 程 一 覧 図 の 修 正 を 行 う

こ と 。 

十 食 品 等 の 取 扱 い 

次 の 方 法 に よ り 食 品 の 製 造 工 程 に お け る 全 て の 潜 在 的 な 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を

列 挙 し 、 危 害 分 析 を 実 施 し て 特 定 さ れ た 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 管 理 す る こ と 。 

㈠ 製 造 工 程 ご と に 発 生 す る お そ れ の あ る 全 て の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 の リ ス ト

（ ㈡ 及 び ㈢ に お い て 「 危 害 要 因 リ ス ト 」 と い う 。 ） を 作 成 し 、 健 康 に 悪 影 響 を 及

ぼ す 可 能 性 及 び 九 ㈠ の 製 品 の 特 性 等 を 考 慮 し 、 各 製 造 工 程 に お け る 食 品 衛 生 上 の

危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 特 定 す る こ と 。 

㈡ ㈠ で 特 定 さ れ た 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に つ い て 、 危 害 が 発 生 す る

お そ れ の あ る 工 程 ご と に 、 当 該 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 及 び 当 該 危 害

の 発 生 を 防 止 す る た め の 措 置 （ ㈢ 及 び ㈥ に お い て 「 管 理 措 置 」 と い う 。 ） を 検 討

し 、 危 害 要 因 リ ス ト に 記 載 す る こ と 。 

㈢ 危 害 要 因 リ ス ト に お い て 特 定 さ れ た 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に よ る 危 害 の 発 生 を

防 止 す る た め 、 製 造 工 程 の う ち 、 当 該 工 程 に 係 る 管 理 措 置 の 実 施 状 況 の 連 続 的 又

は 相 当 の 頻 度 の 確 認 （ 以 下 「 モ ニ タ リ ン グ 」 と い う 。 ） を 必 要 と す る も の （ 以 下

「 重 要 管 理 点 」 と い う 。 ） を 定 め る と と も に 、 重 要 管 理 点 を 定 め な い 場 合 に は 、

そ の 理 由 を 記 載 し た 文 書 を 作 成 す る こ と 。 ま た 、 同 一 の 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を

管 理 す る た め の 重 要 管 理 点 は 、 複 数 存 在 す る 可 能 性 が あ る こ と に 配 慮 す る こ と 。

な お 、 重 要 管 理 点 の 設 定 に 当 た っ て は 、 定 め よ う と す る 重 要 管 理 点 に お け る 管 理

措 置 が 、 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 十 分 に 管 理 で き な い 場 合 は 、 当 該 重 要 管 理 点 又

は そ の 前 後 の 工 程 に お い て 適 切 な 管 理 措 置 が 設 定 で き る よ う 、 製 品 又 は 製 造 工 程

を 見 直 す こ と 。 

㈣ 個 々 の 重 要 管 理 点 に つ い て 、 危 害 の 原 因 と な る 物 質 を 許 容 で き る 範 囲 ま で 低 減

又 は 排 除 す る た め の 基 準 （ 以 下 「 管 理 基 準 」 と い う 。 ） を 設 定 す る こ と 。 管 理 基

準 は 、 危 害 の 原 因 と な る 物 質 に 係 る 許 容 の 可 否 を 判 断 す る 基 準 で あ り 、 温 度 、 時

間 、 水 分 含 量 、 水 素 イ オ ン 濃 度 、 水 分 活 性 、 有 効 塩 素 等 の ほ か 、 測 定 で き る 指 標

又 は 外 観 及 び 食 感 の よ う な 官 能 的 指 標 で あ る こ と 。 

㈤ 管 理 基 準 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び 管 理 基 準 が 遵 守 さ れ て い な い 製 造 工 程 を 経 た 製

品 の 出 荷 の 防 止 を す る た め の モ ニ タ リ ン グ の 方 法 を 設 定 し 、 十 分 な 頻 度 で 実 施 す
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る こ と 。 モ ニ タ リ ン グ の 方 法 に 関 す る 全 て の 記 録 は 、 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た 担

当 者 等 規 定 し た 者 に よ る 署 名 を 行 う こ と 。 
㈥ モ ニ タ リ ン グ に よ り 重 要 管 理 点 に 係 る 管 理 措 置 が 適 切 に 講 じ ら れ て い な い と 認

め ら れ た と き に 講 ず べ き 措 置 （ 以 下 「 改 善 措 置 」 と い う 。 ） を 、 重 要 管 理 点 に お

い て 設 定 し 、 適 切 に 実 施 す る こ と 。 ま た 、 改 善 措 置 に は 、 管 理 基 準 の 不 遵 守 に よ

り 影 響 を 受 け た 製 品 の 適 切 な 処 理 を 含 む こ と 。 

㈦ 製 品 の 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 に つ き 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 が 適 切 に 防

止 さ れ て い る こ と を 確 認 す る た め 、 十 分 な 頻 度 で 検 証 を 行 う こ と 。 

十 一 管 理 運 営 要 領 の 作 成 

㈠ 施 設 及 び 食 品 の 取 扱 い 等 に 係 る 衛 生 上 の 管 理 運 営 要 領 を 作 成 し 、 食 品 取 扱 者 及

び 関 係 者 に 周 知 徹 底 す る こ と 。 

㈡ 定 期 的 に 拭 取 り 検 査 等 を 実 施 し 、 施 設 の 衛 生 状 態 を 確 認 す る こ と に よ り 、 ㈠ で

作 成 し た 管 理 運 営 要 領 の 効 果 を 検 証 し 、 必 要 に 応 じ そ の 内 容 を 見 直 す こ と 。 

十 二 記 録 の 作 成 及 び 保 存 

㈠ 十 ㈠ 及 び ㈡ の 危 害 分 析 、 十 ㈢ の 重 要 管 理 点 の 決 定 及 び 十 ㈣ の 管 理 基 準 の 決 定 に

つ い て 記 録 を 作 成 し 、 保 存 す る こ と 。 

㈡ 十 ㈤ の モ ニ タ リ ン グ 、 十 ㈥ の 改 善 措 置 及 び 十 ㈦ の 検 証 に つ い て 記 録 を 作 成 し 、

保 存 す る こ と 。 

㈢ 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 の 防 止 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 取 り 扱 う 食 品 に 係 る 仕

入 元 、 製 造 又 は 加 工 等 の 状 態 、 出 荷 又 は 販 売 先 そ の 他 必 要 な 事 項 に 関 す る 記 録 を

作 成 し 、 保 存 す る よ う 努 め る こ と 。 

㈣ 記 録 の 保 存 期 間 は 、 取 り 扱 う 食 品 等 の 流 通 実 態 、 消 費 期 限 又 は 賞 味 期 限 等 に 応

じ て 合 理 的 な 期 間 を 設 定 す る こ と 。 

㈤ 食 中 毒 等 の 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 国 、 都 道 府 県 等 か ら 要 請

が あ っ た 場 合 に は 、 当 該 記 録 を 提 出 す る こ と 。 

十 三 回 収 及 び 廃 棄 

㈠ 販 売 食 品 等 に 起 因 す る 食 品 衛 生 上 の 問 題 が 発 生 し た 場 合 に お い て 、 消 費 者 に 対

す る 健 康 被 害 を 未 然 に 防 止 す る 観 点 か ら 、 問 題 と な っ た 製 品 を 迅 速 か つ 適 切 に 回

収 で き る よ う 、 回 収 に 係 る 責 任 体 制 、 具 体 的 な 回 収 の 方 法 、 当 該 施 設 の 所 在 す る

地 域 を 管 轄 す る 知 事 又 は 保 健 所 長 へ の 報 告 等 の 手 順 を 定 め る こ と 。 

㈡ 販 売 食 品 等 に 起 因 す る 食 品 衛 生 上 の 危 害 が 発 生 し た 場 合 に お い て 、 回 収 さ れ た

製 品 に 関 し 、 廃 棄 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 的 確 か つ 迅 速 に 行 う こ と 。 

㈢ 回 収 さ れ た 当 該 品 は 、 通 常 製 品 と 明 確 に 区 別 し て 保 管 し 、 知 事 又 は 保 健 所 長 の

指 示 に 従 っ て 適 切 に 廃 棄 等 の 措 置 を 講 ず る こ と 。 

㈣ 回 収 等 を 行 う 際 は 、 必 要 に 応 じ 、 消 費 者 へ の 注 意 喚 起 等 の た め 、 当 該 回 収 等 に

関 す る 公 表 に つ い て 努 め る こ と 。 

十 四 検 査 用 食 品 の 保 存 

㈠ 営 業 者 、 食 品 衛 生 管 理 者 又 は 食 品 衛 生 責 任 者 （ 以 下 「 営 業 者 等 」 と い う 。 ） は

給 食 、 料 理 、 仕 出 し 弁 当 を 調 整 し た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 調

整 し た 食 品 を 検 査 用 と し て 保 存 す る こ と 。 
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㈡ ㈠ の 場 合 に は 、 製 品 の 配 達 先 、 配 送 時 刻 及 び 配 送 量 を 記 録 し 保 存 す る こ と 。 

十 五 情 報 の 提 供 
㈠ 営 業 者 等 は 、 消 費 者 に 対 し 、 販 売 食 品 等 に つ い て の 正 確 か つ 適 正 な 情 報 提 供 に

努 め る こ と 。 

㈡ 営 業 者 等 は 、 製 造 、 加 工 又 は 輸 入 し た 食 品 等 に 関 す る 消 費 者 か ら の 健 康 被 害 （ 医

師 の 診 断 を 受 け 、 そ の 症 状 が 製 造 、 加 工 又 は 輸 入 し た 食 品 等 に 起 因 す る 又 は そ の

疑 い が あ る と 診 断 さ れ た も の ） 及 び 食 品 衛 生 法 に 違 反 す る 食 品 等 に 関 す る 情 報 に

つ い て 、 知 事 又 は 保 健 所 長 へ 速 や か に 報 告 す る こ と 。 

㈢ 営 業 者 等 は 、 消 費 者 等 か ら 、 製 造 、 加 工 又 は 輸 入 し た 食 品 等 に 係 る 異 味 又 は 異

臭 の 発 生 、 異 物 の 混 入 そ の 他 の 苦 情 で あ っ て 、 健 康 被 害 に つ な が る お そ れ が 否 定

で き な い も の を 受 け た 場 合 は 、 知 事 又 は 保 健 所 長 へ 速 や か に 報 告 す る こ と 。 

第 二 営 業 施 設 等 に お け る 食 品 取 扱 者 等 の 衛 生 管 理 

㈠ 営 業 者 等 は 、 食 品 衛 生 上 必 要 な 健 康 状 態 の 把 握 に 留 意 し て 、 食 品 取 扱 者 の 健 康

診 断 が 行 わ れ る よ う に す る こ と 。 

㈡ 営 業 者 等 は 、 食 品 取 扱 者 等 （ 食 品 取 扱 者 及 び そ の 関 係 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

が 飲 食 物 を 介 し て 感 染 す る お そ れ の あ る 疾 病 に か か っ た と き 、 又 は そ の 疾 病 に か

か っ て い る こ と が 疑 わ れ る 症 状 を 有 す る と き は 、 そ の お そ れ が な く な る ま で の 期

間 、 当 該 食 品 取 扱 者 等 が 食 品 に 直 接 接 触 す る こ と が な い よ う 措 置 す る こ と 。 

㈢ 営 業 者 等 は 、 保 健 所 長 か ら 検 便 を 受 け る べ き 旨 の 指 示 が あ っ た と き に は 、 食 品

取 扱 者 に 検 便 を 受 け さ せ る こ と 。 

㈣ 次 の 症 状 を 呈 し て い る 食 品 取 扱 者 に つ い て は 、 そ の 旨 を 営 業 者 等 に 報 告 さ せ 、

食 品 の 取 扱 作 業 に 従 事 さ せ な い よ う に す る と と も に 、 医 師 の 診 断 を 受 け さ せ る こ

と 。 な お 、 皮 膚 に 外 傷 が あ っ て ヘ に 該 当 し な い 者 を 従 事 さ せ る 際 に は 、 当 該 部 位

を 耐 水 性 を 有 す る 被 覆 材 で 覆 う こ と 。 

イ 黄 疸 

ロ 下 痢 

ハ 腹 痛 

ニ 発 熱 

ホ 発 熱 を 伴 う 喉 の 痛 み 

ヘ 皮 膚 の 外 傷 の う ち 感 染 が 疑 わ れ る も の （ や け ど 、 切 り 傷 等 ） 

ト 耳 、 目 又 は 鼻 か ら の 分 泌 （ 病 的 な も の に 限 る 。 ） 

チ 吐 き 気 、 お う 吐 

㈤ 食 品 取 扱 者 は 、 衛 生 的 な 作 業 着 、 帽 子 等 を 着 用 し 、 作 業 場 内 で は 専 用 の 履 物 を

用 い る と と も に 、 汚 染 区 域 （ 便 所 を 含 む 。 ） に は そ の ま ま 入 ら な い こ と 。 ま た 、

食 品 等 へ の 異 物 混 入 及 び 汚 染 の 原 因 と な り 得 る も の を 作 業 場 内 に 持 ち 込 ま な い こ

と 。 

㈥ 食 品 取 扱 者 は 、 食 肉 等 が 直 接 触 れ る と き は 、 繊 維 製 品 そ の 他 洗 浄 消 毒 す る こ と

が 困 難 な 手 袋 を 原 則 と し て 使 用 し な い こ と 。 

㈦ 食 品 取 扱 者 は 、 常 に 爪 を 短 く 切 り 、 作 業 前 、 用 便 直 後 及 び 生 鮮 の 原 材 料 、 汚 染

さ れ た 材 料 等 を 取 り 扱 っ た 後 は 、 必 ず 手 指 の 洗 浄 及 び 消 毒 を 行 い 、 使 い 捨 て 手 袋
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を 使 用 す る 場 合 に は 交 換 を 行 う こ と 。 

㈧ 食 品 取 扱 者 は 、 所 定 の 場 所 以 外 で は 着 替 え 、 喫 煙 、 飲 食 等 を 行 わ な い こ と 。 ま

た 、 食 品 等 の 取 扱 作 業 中 に 手 若 し く は 食 品 等 を 取 り 扱 う 器 具 で 、 髪 、 鼻 、 口 若 し

く は 耳 に 触 れ 、 又 は 覆 い の な い 食 品 等 の 上 で せ き 若 し く は く し ゃ み を し な い こ と 。 

㈨ 食 品 取 扱 者 以 外 の 者 が 施 設 に 立 ち 入 る 場 合 は 、 適 切 な 場 所 で 清 潔 な 専 用 衣 に 着

替 え さ せ 、 ㈠ か ら ㈧ ま で に 規 定 し た 食 品 取 扱 者 等 の 衛 生 管 理 の 規 定 に 従 わ せ る こ

と 。 

第 三 営 業 施 設 等 に お け る 食 品 取 扱 者 等 に 対 す る 教 育 訓 練 

㈠ 営 業 者 等 は 、 製 造 、 加 工 、 調 理 販 売 等 が 衛 生 的 に 行 わ れ る よ う 、 食 品 取 扱 者 等

に 対 し 、 食 品 等 の 衛 生 的 な 取 扱 方 法 、 食 品 等 の 汚 染 防 止 の 方 法 、 適 切 な 手 洗 い の

方 法 、 健 康 管 理 等 食 品 衛 生 上 必 要 な 事 項 に 関 す る 衛 生 教 育 を 実 施 す る こ と 。 

㈡ こ の 衛 生 教 育 に は 、 第 一 に 規 定 す る 各 種 手 順 等 （ 一 ㈡ 、 六 ㈠ 、 十 、 十 一 及 び 十

三 ㈠ ） に 関 す る 事 項 を 含 む も の と す る 。 

㈢ 営 業 者 等 は 、 洗 浄 剤 、 殺 菌 剤 そ の 他 の 化 学 物 質 を 取 り 扱 う 者 に 対 し て は 、 そ の

安 全 な 取 扱 い に つ い て の 教 育 訓 練 を 実 施 す る こ と 。 

㈣ 営 業 者 等 は 、 食 品 取 扱 者 等 へ の 衛 生 教 育 の 効 果 に つ い て 定 期 的 に 評 価 し 、 必 要

に 応 じ て 教 育 方 法 を 見 直 す こ と 。 

第 四 運 搬 

㈠ 食 品 の 運 搬 に 用 い る 車 両 、 コ ン テ ナ 等 は 、 食 品 及 び 容 器 包 装 を 汚 染 す る よ う な

も の で は な い こ と 。 ま た 、 容 易 に 洗 浄 及 び 消 毒 が で き る 構 造 の も の を 使 用 し 、 常

に 清 潔 に し 、 補 修 を 行 う こ と 等 に よ り 適 切 な 状 態 を 維 持 す る こ と 。 

㈡ 食 品 と 食 品 以 外 の 貨 物 を 混 載 す る 場 合 に は 、 食 品 以 外 の 貨 物 か ら の 汚 染 を 防 止

す る た め 、 必 要 に 応 じ 、 食 品 を 適 切 な 容 器 に 入 れ る 等 食 品 以 外 の 貨 物 と 区 分 け す

る こ と 。 

㈢ 運 搬 中 の 食 品 が ほ こ り 、 有 毒 ガ ス 等 に 汚 染 さ れ な い よ う 管 理 す る こ と 。 

㈣ 品 目 が 異 な る 食 品 又 は 食 品 以 外 の 貨 物 の 運 搬 に 使 用 し た 車 両 、 コ ン テ ナ 等 を 使

用 す る 場 合 は 、 効 果 的 な 方 法 に よ り 洗 浄 し 、 必 要 に 応 じ 消 毒 を 行 う こ と 。 

㈤ 食 品 等 を 直 接 タ ン ク ロ ー リ 、 コ ン テ ナ 等 に 入 れ て 運 搬 す る 場 合 は 、 必 要 に 応 じ 、

食 品 専 用 の 車 両 、 コ ン テ ナ 等 を 使 用 す る こ と 。 そ の 場 合 は 、 車 両 、 コ ン テ ナ 等 に

食 品 専 用 で あ る こ と を 明 示 す る こ と 。 

㈥ 運 搬 中 の 温 度 、 湿 度 そ の 他 の 状 態 の 管 理 に 注 意 す る こ と 。 

㈦ 配 送 時 間 が 長 時 間 に 及 ば な い よ う 配 送 ル ー ト 等 に も 留 意 し 、 時 間 の 管 理 に 注 意

す る こ と 。 

㈧ 弁 当 等 に あ っ て は 、 摂 食 予 定 時 間 を 考 慮 し た 配 送 を す る 等 、 適 切 な 出 荷 時 間 に

注 意 す る こ と 。 

第 五 販 売 

㈠ 販 売 量 を 見 込 ん だ 仕 入 れ を 行 う 等 、 適 正 な 販 売 を 行 う こ と 。 

㈡ 直 接 日 光 に さ ら し 、 又 は 長 時 間 不 適 切 な 温 度 で 販 売 す る こ と の な い よ う 衛 生 管

理 に 注 意 す る こ と 。 

別 表 第 一 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。 
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別 表 第 一 の 二 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点 方 式 を 用 い ず に 衛 生 管 理 を 行 う 場 合 の 基 準 （ 第 二 条

関 係 ） 
第 一 営 業 施 設 等 に お け る 衛 生 管 理 

一 一 般 事 項 

別 表 第 一 の 第 一 の 一 に よ る こ と 。 

二 施 設 の 衛 生 管 理 

別 表 第 一 の 第 一 の 二 に よ る こ と 。 

三 食 品 取 扱 設 備 等 の 衛 生 管 理 

別 表 第 一 の 第 一 の 三 に よ る こ と 。 

四 ね ず み 、 昆 虫 等 対 策 

別 表 第 一 の 第 一 の 五 に よ る こ と 。 

五 廃 棄 物 及 び 排 水 の 取 扱 い 

別 表 第 一 の 第 一 の 六 に よ る こ と 。 

六 食 品 等 の 取 扱 い 

㈠ 原 材 料 の 仕 入 れ に 当 た っ て は 、 適 切 な 管 理 が 行 わ れ た も の を 仕 入 れ 、 衛 生 上 の

観 点 か ら 品 質 、 鮮 度 、 表 示 等 に つ い て 点 検 し 、 点 検 状 況 を 記 録 す る よ う 努 め る こ

と 。 

㈡ 原 材 料 と し て 使 用 す る 食 品 は 、 適 切 な も の を 選 択 し 、 必 要 に 応 じ て 前 処 理 を 行

っ た 後 、 加 工 に 供 す る こ と 。 ま た 、 保 存 に 当 た っ て は 、 当 該 食 品 に 適 し た 状 態 及

び 方 法 で 行 う こ と 。 

㈢ 冷 蔵 庫 又 は 冷 蔵 室 内 で は 、 相 互 汚 染 が 生 じ な い よ う 、 食 品 等 を 区 分 し て 保 存 す

る こ と 。 

㈣ 添 加 物 を 使 用 す る 場 合 に は 、 正 確 に 計 量 し 、 適 正 に 使 用 す る こ と 。 

㈤ 食 品 は 、 当 該 品 の 特 性 （ 水 分 活 性 、 水 素 イ オ ン 濃 度 、 微 生 物 に よ る 汚 染 状 況 等 ） 、

消 費 期 限 又 は 賞 味 期 限 、 製 造 加 工 の 方 法 、 包 装 形 態 、 加 熱 調 理 の 必 要 性 の 有 無 等

に 応 じ て 冷 蔵 保 存 す る 等 、 調 理 、 製 造 、 保 管 、 運 搬 、 販 売 等 の 各 過 程 に お い て 時

間 及 び 温 度 の 管 理 に 十 分 配 慮 し て 衛 生 的 に 取 り 扱 う こ と 。 

㈥ 特 に 食 品 衛 生 に 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 次 の 工 程 の 管 理 に 、 十 分 配 慮 す る こ と 。 

イ 冷 却 

ロ 加 熱 

ハ 乾 燥 

ニ 添 加 物 の 使 用 

ホ 真 空 調 理 又 は ガ ス 置 換 包 装 

ヘ 放 射 線 照 射 

㈦ 食 品 間 の 相 互 汚 染 を 防 止 す る た め 、 次 の 点 に 配 慮 す る こ と 。 

イ 未 加 熱 又 は 未 加 工 の 原 材 料 は 、 そ の ま ま 摂 取 さ れ る 食 品 と 区 分 し て 取 り 扱 う

こ と 。 

ロ 製 造 、 加 工 又 は 調 理 を 行 う 区 画 へ は 、 当 該 区 画 で 作 業 を 行 う 食 品 取 扱 者 以 外

の 者 が 立 ち 入 る こ と の な い よ う に す る こ と 。 た だ し 、 当 該 食 品 取 扱 者 以 外 の 者

の 立 入 り に よ る 食 品 等 の 汚 染 の お そ れ が な い 場 合 は こ の 限 り で な い 。 ま た 、 こ
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れ ら の 区 域 へ 入 る 際 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 更 衣 室 等 を 経 由 し 、 衛 生 的 な 作 業 着 、

履 物 へ の 交 換 、 手 洗 い 等 を 行 う こ と 。 

ハ 食 肉 等 の 未 加 熱 食 品 を 取 り 扱 っ た 設 備 、 機 械 器 具 等 は 、 別 の 食 品 を 取 り 扱 う

前 に 、 必 要 な 洗 浄 及 び 消 毒 を 行 う こ と 。 

㈧ 原 材 料 （ 特 に 生 鮮 物 ） の 保 管 に 当 た っ て は 、 使 用 期 限 等 に 応 じ 適 切 な 順 序 で 使

用 さ れ る よ う 配 慮 す る こ と 。 

㈨ 器 具 及 び 容 器 包 装 は 、 製 品 を 汚 染 及 び 損 傷 か ら 保 護 し 、 適 切 な 表 示 が 行 え る も

の を 使 用 す る こ と 。 ま た 、 再 使 用 が 可 能 な 器 具 又 は 容 器 包 装 は 、 洗 浄 及 び 消 毒 が

容 易 な も の を 用 い る こ と 。 

㈩ 食 品 等 の 製 造 又 は 加 工 に 当 た っ て は 、 以 下 の 事 項 の 実 施 に 努 め る こ と 。 

イ 原 材 料 及 び 製 品 へ の 金 属 、 ガ ラ ス 、 ほ こ り 、 洗 浄 剤 、 機 械 油 等 の 化 学 物 質 等

の 異 物 が 混 入 す る こ と を 防 止 す る た め の 措 置 を 講 じ 、 必 要 に 応 じ 検 査 す る こ と 。 

ロ 原 材 料 、 製 品 及 び 容 器 包 装 を ロ ッ ト ご と に 管 理 し 、 保 存 す る こ と 。 

ハ 製 品 ご と に そ の 特 性 、 製 造 及 び 加 工 の 手 順 、 原 材 料 等 に つ い て 記 載 し た 製 品

説 明 書 を 作 成 し 、 保 存 す る こ と 。 

ニ 分 割 、 細 切 等 の 処 理 が 行 わ れ た 食 肉 等 に つ い て 、 異 物 の 混 入 が な い か を 確 認

す る こ と 。 な お 、 異 物 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 汚 染 の 可 能 性 が あ る 部 分 を 廃 棄

す る こ と 。 

ホ 原 材 料 と し て 使 用 し て い な い 食 品 衛 生 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 表 示

の 基 準 に 関 す る 内 閣 府 令 （ 平 成 二 十 三 年 内 閣 府 令 第 四 十 五 号 ） 第 一 条 第 二 項 第

七 号 に 規 定 す る 特 定 原 材 料 が 製 造 工 程 に お い て 混 入 し な い よ う 措 置 を 講 ず る こ

と 。 

 原 材 料 及 び 製 品 に つ い て 自 主 検 査 を 行 い 、 法 第 十 一 条 第 一 項 の 基 準 及 び 規 格 並

び に 法 第 十 八 条 第 一 項 の 規 格 及 び 基 準 へ の 適 合 性 を 確 認 し 、 そ の 結 果 を 記 録 す る

よ う 努 め る こ と 。 

 お う 吐 物 等 に よ り 汚 染 さ れ た 可 能 性 の あ る 食 品 は 廃 棄 す る こ と 。 

 施 設 に お い て お う 吐 し た 場 合 に は 、 直 ち に 殺 菌 剤 を 用 い て 適 切 に 消 毒 す る こ と 。 

 自 動 販 売 機 を 利 用 し て 行 う 営 業 に つ い て は 、 次 の 食 品 の 種 類 等 に 応 じ た 措 置 を

講 ず る こ と 。 

イ 食 品 （ 容 器 包 装 詰 加 圧 加 熱 殺 菌 食 品 、 瓶 詰 食 品 及 び 缶 詰 食 品 を 除 く 。 ） を 冷

凍 し 、 冷 蔵 し 、 又 は 温 蔵 し て 販 売 す る 自 動 販 売 機 に お い て は 、 次 の と お り と す

る こ と 。 

(イ
)

 食 品 を 収 納 す る 部 分 を 所 定 の 温 度 （ 冷 凍 す る も の に あ っ て は 摂 氏 零 下 十 五

度 以 下 （ た だ し 、 包 装 冷 凍 食 肉 を 収 納 す る 場 合 に あ っ て は 摂 氏 零 下 十 八 度 以

下 ） 、 冷 蔵 す る も の に あ っ て は 摂 氏 十 度 以 下 、 温 蔵 す る も の に あ っ て は 摂 氏

六 十 五 度 以 上 と す る 。 以 下 同 じ 。 ） に 保 ち 、 定 期 的 に 所 定 の 温 度 に 保 た れ て

い る か ど う か 、 点 検 を 行 う こ と 。 

(ロ
)

 食 品 の 収 納 に 当 た っ て は 、 食 品 を 収 納 す る 部 分 の 温 度 が 所 定 の 温 度 に な っ

た 後 に 収 納 す る こ と 。 

(ハ
)

 食 品 を 収 納 す る 部 分 が 所 定 の 温 度 を 保 て な く な っ た 場 合 に あ っ て は 、 当 該
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自 動 販 売 機 に 収 納 さ れ て い る 食 品 は 販 売 し な い こ と 。 

ロ 弁 当 （ 容 器 包 装 詰 加 圧 加 熱 殺 菌 し た も の 、 瓶 詰 に し た も の 及 び 缶 詰 に し た も

の 並 び に 冷 凍 し た も の を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） の 取 扱 い は 次 の と お り と す る こ と 。 

(イ
)

 所 定 の 温 度 で 冷 蔵 し 、 又 は 温 蔵 し て 販 売 す る こ と 。 
(ロ

)

 自 動 販 売 機 へ の 追 加 収 納 は 行 わ な い こ と 。 

(ハ
)

 自 動 販 売 機 へ の 収 納 又 は 回 収 に 当 た っ て は 、 そ の 品 名 、 数 量 、 消 費 期 限 、

製 造 者 の 住 所 及 び 氏 名 、 収 納 又 は 回 収 の 日 時 並 び に 当 該 回 収 食 品 の 措 置 の 内

容 を そ の 都 度 記 録 し 、 三 箇 月 間 保 存 す る こ と 。 

(ニ
)

 自 動 販 売 機 へ の 収 納 は 、 製 造 後 速 や か に 行 う こ と 。 

(ホ
)

 自 動 販 売 機 に 収 納 す る ま で の 運 搬 は 、 直 射 日 光 の 遮 断 及 び 防 じ ん 効 果 の あ

る 車 等 を 用 い る こ と 。 

(ヘ
)

 自 動 販 売 機 に 収 納 す る 弁 当 に は 、 自 動 販 売 機 専 用 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う こ

と 。 

ハ 包 装 冷 凍 食 肉 の 取 扱 い は 次 の と お り と す る こ と 。 

(イ
)

 収 納 さ れ て い る 包 装 冷 凍 食 肉 の 点 検 を 定 期 的 に 行 い 、 そ の 点 検 状 況 を 記 録

す る こ と 。 

(ロ
)

 包 装 冷 凍 食 肉 の 仕 入 れ に 当 た っ て は 、 衛 生 上 の 観 点 か ら 品 質 、 鮮 度 、 表 示

等 に つ い て 点 検 し 、 点 検 状 況 を 記 録 す る こ と 。 

七 使 用 水 等 の 管 理 

別 表 第 一 の 第 一 の 四 に よ る こ と 。 

八 食 品 衛 生 責 任 者 の 設 置 

別 表 第 一 の 第 一 の 七 に よ る こ と 。 

九 記 録 の 作 成 及 び 保 存 

㈠ 営 業 者 等 は 、 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 の 防 止 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 取 り 扱 う

食 品 に 係 る 仕 入 元 、 製 造 又 は 加 工 等 の 状 態 、 出 荷 又 は 販 売 先 そ の 他 必 要 な 事 項 に

関 す る 記 録 を 作 成 し 、 保 存 す る よ う 努 め る こ と 。 

㈡ 営 業 者 等 は 、 取 り 扱 う 食 品 等 の 流 通 実 態 、 消 費 期 限 又 は 賞 味 期 限 等 に 応 じ て 記

録 の 保 存 期 間 を 合 理 的 に 設 定 す る こ と 。 

㈢ 営 業 者 等 は 、 食 中 毒 等 の 食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 国 、 都 道 府

県 等 か ら 要 請 が あ っ た 場 合 に は 、 ㈠ で 作 成 し た 記 録 を 提 出 す る こ と 。 

㈣ 営 業 者 等 は 、 製 造 し 、 又 は 加 工 し た 製 品 に つ い て 自 主 検 査 を 行 っ た 場 合 に は 、

そ の 記 録 を 保 存 す る よ う 努 め る こ と 。 

十 回 収 及 び 廃 棄 

別 表 第 一 の 第 一 の 十 三 に よ る こ と 。 

十 一 管 理 運 営 要 領 の 作 成 

別 表 第 一 の 第 一 の 十 一 に よ る こ と 。 

十 二 検 査 用 食 品 の 保 存 

別 表 第 一 の 第 一 の 十 四 に よ る こ と 。 

十 三 情 報 の 提 供 

別 表 第 一 の 第 一 の 十 五 に よ る こ と 。 
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第 二 営 業 施 設 等 に お け る 食 品 取 扱 者 等 の 衛 生 管 理 

別 表 第 一 の 第 二 に よ る こ と 。 
第 三 営 業 施 設 等 に お け る 食 品 取 扱 者 等 に 対 す る 教 育 訓 練 

㈠ 営 業 者 等 は 、 製 造 、 加 工 、 調 理 、 販 売 等 が 衛 生 的 に 行 わ れ る よ う 、 食 品 取 扱 者 等

に 対 し 、 食 品 等 の 衛 生 的 な 取 扱 方 法 、 食 品 等 の 汚 染 防 止 の 方 法 、 適 正 な 手 洗 い の 方

法 、 健 康 管 理 等 食 品 衛 生 上 必 要 な 事 項 に 関 す る 衛 生 教 育 を 実 施 す る こ と 。 

㈡ ㈠ の 衛 生 教 育 に は 、 第 二 に 規 定 す る 各 種 手 順 等 （ 別 表 第 一 の 第 一 の 一 ㈡ 、 六 ㈠ 、

十 一 、 十 三 ㈠ 、 別 表 第 一 の 二 の 第 一 の 六 ㈤ 及 び 六  ） に 関 す る 事 項 を 含 む も の と す

る 。 

㈢ 営 業 者 等 は 、 洗 浄 剤 、 殺 菌 剤 そ の 他 の 化 学 物 質 を 取 り 扱 う 者 に 対 し て は 、 そ の 安

全 な 取 扱 い に つ い て 教 育 訓 練 を 実 施 す る こ と 。 

㈣ 営 業 者 等 は 、 食 品 取 扱 者 等 へ の 衛 生 教 育 の 効 果 に つ い て 定 期 的 に 評 価 し 、 必 要 に

応 じ て 教 育 方 法 を 見 直 す こ と 。 

第 四 運 搬 

別 表 第 一 の 第 四 に よ る こ と 。 

第 五 販 売 

別 表 第 一 の 第 五 に よ る こ と 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 二 十 三 号 

   三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。 

第 三 条 第 一 号 中 「 六 歳 以 上 」 を 削 る 。 

第 十 八 条 の 六 第 一 項 中 「 得 ら れ る 情 報 で あ つ て 、 そ の 内 容 が 著 し く 性 的 感 情 を 刺 激 し 、

著 し く 粗 暴 性 若 し く は 残 忍 性 を 助 長 し 、 又 は 犯 罪 若 し く は 自 殺 を 誘 発 す る 等 青 少 年 の 健 全

な 育 成 を 阻 害 す る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る も の （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 有 害 情

報 」 と い う 。 ） 」 を 「 青 少 年 有 害 情 報 （ 青 少 年 が 安 全 に 安 心 し て イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 で

き る 環 境 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 年 法 律 第 七 十 九 号 。 以 下 こ の 条 か ら 第 十 八 条 の

八 ま で に お い て 「 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 整 備 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る

青 少 年 有 害 情 報 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 、 「 有 害 情 報 に 」 を 「 青

少 年 有 害 情 報 に 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 フ ィ ル タ リ ン グ （ イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 得

ら れ る 情 報 に つ い て 、 一 定 の 条 件 に よ り 受 信 す る か ど う か を 選 択 す る こ と が で き る 仕 組 み

を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 機 能 を 有 す る ソ フ ト ウ ェ ア 」 を 「 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト

環 境 整 備 法 第 二 条 第 九 項 に 規 定 す る 青 少 年 有 害 情 報 フ ィ ル タ リ ン グ ソ フ ト ウ ェ ア （ 次 項 及

び 次 条 第 二 項 に お い て 「 フ ィ ル タ リ ン グ ソ フ ト ウ ェ ア 」 と い う 。 ） 」 に 、 「 有 害 情 報 」 を

「 青 少 年 有 害 情 報 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 フ ィ ル タ リ ン グ 」 の 下 に 「 ソ フ ト ウ ェ ア 」 を

加 え 、 同 条 の 次 に 次 の 四 条 を 加 え る 。 

（ 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 の 確 認 義 務 等 ） 

第 十 八 条 の 七 次 に 掲 げ る 者 （ 次 項 、 第 十 八 条 の 九 及 び 第 十 八 条 の 十 に お い て 「 携 帯 電 話

イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 」 と い う 。 ） は 、 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役

務 （ 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 整 備 法 第 二 条 第 七 項 に 規 定 す る 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト

接 続 役 務 を い う 。 次 項 及 び 次 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） を 提 供 す る 契 約 （ 以 下 こ の 条 及

び 次 条 第 三 項 に お い て 「 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 」 と い う 。 ） の 締 結 又 は 媒 介 、

取 次 ぎ 若 し く は 代 理 を す る に 当 た つ て は 、 当 該 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 に 係 る

携 帯 電 話 端 末 又 は Ｐ Ｈ Ｓ 端 末 （ 次 項 及 び 第 十 八 条 の 十 に お い て 「 携 帯 電 話 端 末 等 」 と い

う 。 ） の 使 用 者 が 青 少 年 で あ る か ど う か を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 

一 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 （ 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 整 備 法 第

二 条 第 八 項 に 規 定 す る 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 を い う 。 次 項 、 次

条 及 び 第 十 八 条 の 十 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） 

二 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 の 締 結 の 媒 介 、 取 次 ぎ 又 は 代 理 を 業 と し て 行 う 者 

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 携 帯 電 話 端 末 等 の 使 用 者 が 青 少 年 で あ る と き は 、 携 帯 電 話

イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 は 、 当 該 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 の 相 手

方 に 対 し 、 当 該 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 に よ る 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役

務 の 提 供 に 合 わ せ て 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 が 提 供 す る こ と が で き
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る 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 整 備 法 第 二 条 第 十 項 に 規 定 す る 青 少 年 有 害 情 報 フ ィ ル タ リ

ン グ サ ー ビ ス （ 次 条 に お い て 「 フ ィ ル タ リ ン グ サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） 及 び フ ィ ル タ リ ン

グ ソ フ ト ウ ェ ア の 内 容 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 説 明 し 、 並 び に 当 該 事 項 を 記 載 し た

書 面 を 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 

（ フ ィ ル タ リ ン グ サ ー ビ ス 不 要 申 出 に 係 る 書 面 の 提 出 等 ） 

第 十 八 条 の 八 保 護 者 は 、 青 少 年 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 整 備 法 第 十 七 条 第 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 申 出 を す る に 当 た つ て は 、 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 に 対 し 、

当 該 青 少 年 が 就 労 し て い る 場 合 に お い て 、 フ ィ ル タ リ ン グ サ ー ビ ス を 利 用 す る こ と に よ

り 当 該 青 少 年 の 業 務 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と そ の 他 の 規 則 で 定 め る 正 当 な 理 由 そ の 他

規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 書 面 の 提 出 が あ つ

た と き に 限 り 、 フ ィ ル タ リ ン グ サ ー ビ ス の 提 供 を 伴 わ な い 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続

役 務 を 提 供 す る こ と が で き る 。 

３ 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り フ ィ ル タ リ ン グ サ

ー ビ ス の 提 供 を 伴 わ な い 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 契 約 を 締 結 し た と き は 、 規 則 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 書 面 若 し く は そ の 写 し を 保 存 し 、 又

は 当 該 書 面 に 記 載 さ れ た 事 項 を 記 録 し 、 こ れ を 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 に 対 す る 勧 告 等 ） 

第 十 八 条 の 九 知 事 は 、 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 が 第 十 八 条 の 七 又

は 前 条 第 二 項 若 し く は 第 三 項 の 規 定 に 違 反 し て い る と 認 め る と き は 、 当 該 携 帯 電 話 イ ン

タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 勧 告 す る こ と が で き

る 。 

２ 知 事 は 、 前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 勧 告 を 受 け た 者 が 正 当 な 理 由 が な く そ の 勧 告 に 従

わ な い と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 公 表 す る こ と が で き る 。 

３ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 当 該 勧 告 を 受 け

た 者 に 対 し 、 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。 

（ 携 帯 電 話 端 末 等 の 利 用 に 係 る 保 護 者 及 び 県 の 責 務 ） 

第 十 八 条 の 十 保 護 者 は 、 第 十 八 条 の 六 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 第 十 八 条 の 七 第 二 項 の 規 定 に よ

る 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 等 の 説 明 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 協 力 す る

と と も に 、 そ の 監 護 に 係 る 青 少 年 の 携 帯 電 話 端 末 等 の 使 用 に 当 た つ て は 、 そ の イ ン タ ー

ネ ッ ト の 利 用 の 状 況 を 適 切 に 把 握 し 、 当 該 青 少 年 と と も に 遵 守 す べ き 事 項 を 定 め る 等 適

切 な 利 用 を 確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 県 は 、 第 十 八 条 の 七 第 二 項 の 規 定 に よ る 携 帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者

等 の 説 明 が 円 滑 か つ 適 切 に 行 わ れ る よ う 普 及 啓 発 を 行 う と と も に 、 第 十 八 条 の 六 の 趣 旨

を 踏 ま え 、 保 護 者 並 び に 学 校 及 び 職 場 の 関 係 者 そ の 他 青 少 年 の 育 成 に 携 わ る 者 並 び に 携

帯 電 話 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 役 務 提 供 事 業 者 に 対 し 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講

ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

第 三 十 六 条 第 一 項 中 「 興 行 場 」 の 下 に 「 、 営 業 所 」 を 加 え 、 「 行 な い 」 を 「 行 い 」 に 改

め る 。 

附 則 
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１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
２ こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 
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 三 重 県 農 村 地 域 資 源 保 全 向 上 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 

 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 二 十 四 号 

三 重 県 農 村 地 域 資 源 保 全 向 上 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 農 村 地 域 資 源 保 全 向 上 委 員 会 条 例 （ 平 成 十 九 年 三 重 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。 

 第 二 条 第 一 号 及 び 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。 

一 農 業 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 七 十 八 号 ）

第 三 条 第 三 項 に 規 定 す る 多 面 的 機 能 発 揮 促 進 事 業 に 関 す る 事 項 

二 三 重 県 中 山 間 ふ る さ と ・ 水 と 土 保 全 基 金 条 例 （ 平 成 五 年 三 重 県 条 例 第 二 十 二 号 ） 第

一 条 に 規 定 す る 支 援 事 業 に 関 す る 事 項 

附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 三 重 県 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 検 討 委 員 会 条 例 （ 平 成 十 九 年 三 重 県 条 例 第 四 十 一 号 ）

は 、 廃 止 す る 。 
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 三 重 県 指 定 猟 法 禁 止 区 域 等 の 区 域 内 に 設 置 す る 標 識 の 寸 法 を 定 め る 条 例 

 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬  

三 重 県 条 例 第 二 十 五 号 

   三 重 県 指 定 猟 法 禁 止 区 域 等 の 区 域 内 に 設 置 す る 標 識 の 寸 法 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 

三 重 県 指 定 猟 法 禁 止 区 域 等 の 区 域 内 に 設 置 す る 標 識 の 寸 法 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年

三 重 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 一 条 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び

に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 、 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規

則 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 二 十 九 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日  
                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 六 号 

   三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
 三 重 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

 第 十 一 条 第 二 項 の 表 中 「 耐 火 建 築 物 」 の 下 に 「 又 は 耐 火 構 造 建 築 物 （ 法 第 二 十 七 条 第 一

項 の 規 定 に 適 合 す る 特 殊 建 築 物 （ 特 定 避 難 時 間 倒 壊 等 防 止 建 築 物 を 除 く 。 ） を い う 。 次 項

及 び 第 十 九 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 三 項 中 「 耐 火 建 築 物 」 の 下 に 「 又

は 耐 火 構 造 建 築 物 」 を 加 え る 。 
 第 十 八 条 第 二 項 中 「 法 第 二 十 七 条 第 一 項 た だ し 書 の 政 令 で 定 め る 技 術 的 基 準 」 を 「 一 時

間 準 耐 火 基 準 」 に 改 め る 。 
 第 十 九 条 第 一 項 中 「 耐 火 建 築 物 又 は 準 耐 火 建 築 物 」 を 「 耐 火 建 築 物 等 （ 耐 火 建 築 物 、 耐

火 構 造 建 築 物 、 準 耐 火 建 築 物 又 は 特 定 避 難 時 間 倒 壊 等 防 止 建 築 物 （ 特 定 避 難 時 間 が 四 十 五

分 間 以 上 で あ る も の に 限 る 。 ） を い う 。 次 条 、 第 二 十 三 条 及 び 第 二 十 四 条 第 二 項 に お い て

同 じ 。 ） 」 に 改 め る 。 
 第 二 十 条 及 び 第 二 十 三 条 中 「 耐 火 建 築 物 及 び 準 耐 火 建 築 物 」 を 「 耐 火 建 築 物 等 」 に 改 め

る 。 
 第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 法 第 二 十 七 条 第 一 項 た だ し 書 の 政 令 で 定 め る 技 術 的 基 準 」 を 「 一

時 間 準 耐 火 基 準 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 耐 火 建 築 物 及 び 準 耐 火 建 築 物 」 を 「 耐 火 建 築 物

等 」 に 改 め る 。 
 第 二 十 七 条 第 一 項 中 「 設 計 者 （ 」 の 下 に 「 設 計 図 書 に 記 載 さ れ た 認 定 建 築 材 料 等 の 全 部

又 は 一 部 と し て 当 該 認 定 建 築 材 料 等 の 全 部 又 は 一 部 と 異 な る 建 築 材 料 又 は 建 築 物 の 部 分 を

引 き 渡 し た 場 合 に お い て は 当 該 建 築 材 料 又 は 建 築 物 の 部 分 を 引 き 渡 し た 者 、 」 を 、 「 施 工

し た 場 合 」 の 下 に 「 （ 設 計 図 書 に 記 載 さ れ た 認 定 建 築 材 料 等 と 異 な る 建 築 材 料 又 は 建 築 物

の 部 分 を 引 き 渡 さ れ た 場 合 に お い て 、 当 該 建 築 材 料 又 は 建 築 物 の 部 分 を 使 用 し て 工 事 を 施

工 し た 場 合 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。 
   附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 
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 公 立 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

 右 提 出 す る 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                         三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 

公 立 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 公 立 学 校 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 二 条 第 二 項 中 「 教 頭 」 の 下 に 「 、 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 」 を 加 え る 。 

 第 三 条 第 一 号 中 「 三 、 二 八 七 人 」 を 「 三 、 二 五 二 人 」 に 、 「 二 三 四 人 」 を 「 二 三 三 人 」

に 、 「 一 一 七 人 」 を 「 一 一 三 人 」 に 、 「 三 、 六 三 八 人 」 を 「 三 、 五 九 八 人 」 に 改 め 、 同 条

第 二 号 中 「 一 、 一 〇 二 人 」 を 「 一 、 一 〇 九 人 」 に 、 「 三 六 人 」 を 「 三 五 人 」 に 、 「 一 、 二

〇 一 人 」 を 「 一 、 二 〇 七 人 」 に 改 め る 。 

 第 四 条 第 一 号 中 「 六 、 一 三 八 人 」 を 「 六 、 〇 九 九 人 」 に 、 「 三 八 七 人 」 を 「 三 八 二 人 」

に 、 「 一 二 一 人 」 を 「 一 一 九 人 」 に 、 「 三 九 七 人 」 を 「 三 八 六 人 」 に 、 「 七 、 〇 四 三 人 」

を 「 六 、 九 八 六 人 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 三 、 五 六 四 人 」 を 「 三 、 五 三 九 人 」 に 、 「 一

五 七 人 」 を 「 一 五 六 人 」 に 、 「 二 七 人 」 を 「 三 一 人 」 に 、 「 一 七 五 人 」 を 「 一 七 四 人 」 に 、

「 三 、 九 二 三 人 」 を 「 三 、 九 〇 〇 人 」 に 改 め る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し 

 ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 八 号 

   公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。 

第 二 条 中 「 、 教 頭 」 の 下 に 「 、 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 」 を 、 「 担 任 す る 」 の 下 に 「 主 幹 教

諭 、 指 導 教 諭 、 」 を 加 え る 。 

第 十 一 条 第 三 項 中 「 五 十 五 歳 以 上 の 」 を 「 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 五 十 五 歳 以 上 の 」

に 、 「 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 四 号 給 （ 規 則 で 定 め る 職 員 に あ つ て は 、 三

号 給 ） 」 と あ る の は 、 「 二 号 給 」 と す る 。 」 を 「 第 一 項 の 規 定 に よ る 昇 給 は 、 同 項 に 規 定

す る 期 間 に お け る そ の 者 の 勤 務 成 績 が 特 に 良 好 で あ る 場 合 に 限 り 行 う も の と し 、 昇 給 さ せ

る 場 合 の 昇 給 の 号 給 数 は 、 勤 務 成 績 に 応 じ て 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 い 決 定 す る も の と す

る 。 」 に 改 め る 。 

第 十 二 条 の 二 第 一 項 中 「 中 学 校 、 小 学 校 教 育 職 給 料 表 の 」 を 「 中 学 校 ・ 小 学 校 教 育 職 給

料 表 の 特 二 級 、 」 に 改 め る 。 

第 十 五 条 の 二 第 二 項 第 一 号 中 「 百 分 の 十 八 」 を 「 百 分 の 二 十 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 百

分 の 十 五 」 を 「 百 分 の 十 六 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 百 分 の 十 二 」 を 「 百 分 の 十 五 」 に 改

め 、 同 項 第 四 号 中 「 百 分 の 十 」 を 「 百 分 の 十 二 」 に 改 め 、 同 項 第 五 号 中 「 百 分 の 六 」 を 「 百

分 の 十 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 百 分 の 三 （ 規 則 で 定 め る 地 域 及 び 学 校 に あ つ て は 、 百 分

の 四 ） 」 を 「 百 分 の 六 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。 

七 七 級 地 百 分 の 三 （ 規 則 で 定 め る 地 域 及 び 学 校 に あ つ て は 、 百 分 の 四 ・ 五 ） 

第 十 六 条 第 三 項 中 「 学 校 を 異 に す る 異 動 又 は 在 勤 す る 学 校 の 移 転 に 伴 い 、 所 在 す る 地 域

を 異 に す る 学 校 に 在 勤 す る こ と と な つ た こ と に よ り 、 通 勤 の 実 情 に 変 更 を 生 ず る こ と と な

つ た 職 員 で 規 則 で 定 め る も の の う ち 、 」 及 び 「 、 当 該 異 動 又 は 学 校 の 移 転 の 直 前 の 住 居 （ 当

該 住 居 に 相 当 す る も の と し て 規 則 で 定 め る 住 居 を 含 む 。 ） か ら の 通 勤 の た め 」 を 削 り 、 同

条 中 第 四 項 を 削 り 、 第 五 項 を 第 四 項 と し 、 第 六 項 か ら 第 八 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ る 。 

第 十 六 条 の 二 第 二 項 中 「 二 万 三 千 円 」 を 「 三 万 円 」 に 、 「 四 万 五 千 円 」 を 「 五 万 八 千 円 」

に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 職 員 給 与 条 例 等 適 用 職 員 」 を 「 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十

七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基

準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 」 に 改 め 、 「 特 定 地

方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ）

第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政

法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） 」 を 、

「 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 等 」 の 下 に 「 （ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 第 七
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条 第 五 項 第 二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及 び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規

定 す る 県 設 立 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） 」 を 加 え る 。 
第 十 七 条 の 三 第 十 号 中 「 第 二 十 三 条 」 を 「 第 二 十 一 条 」 に 改 め る 。 

第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 中 「 占 め る 職 員 」 の 下 に 「 （ 次 項 に お い て 「 管 理 監 督 職 員 」 と い

う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 管 理 監 督 職 員 が 災 害 へ の 対 処 そ の 他 の 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 に よ り 週 休 日 又 は 休 日 以 外 の 日 の 午 前 零 時 か ら 午 前 五 時 ま で の 間 で あ つ て 正 規 の 勤 務

時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 し た 場 合 は 、 当 該 職 員 に は 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 を 支 給 す る 。 

第 二 十 二 条 の 三 第 四 項 中 「 前 三 項 」 を 「 前 各 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 条

第 三 項 中 「 第 一 項 に お い て 」 を 「 第 一 項 及 び 第 二 項 に お い て 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項

と し 、 同 条 第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

３ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め

る 額 と す る 。 

一 第 一 項 に 規 定 す る 場 合 同 項 の 勤 務 一 回 に つ き 、 一 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お

い て 規 則 で 定 め る 額 （ 同 項 の 規 定 に よ る 勤 務 に 従 事 す る 時 間 等 を 考 慮 し て 規 則 で 定 め

る 勤 務 を し た 職 員 に あ つ て は 、 そ の 額 に 百 分 の 百 五 十 を 乗 じ て 得 た 額 ） 

二 前 項 に 規 定 す る 場 合 同 項 の 勤 務 一 回 に つ き 、 六 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規

則 で 定 め る 額 

第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 対 し 、 」 の 下 に 「 教 育 長 が 定 め る 期 間 に お け る 人 事 評 価 の 結 果 及

び 」 を 加 え 、 「 そ の 者 の 勤 務 成 績 」 を 「 勤 務 の 状 況 」 に 改 め る 。 

 第 二 十 五 条 第 一 項 中 「 従 事 す る 」 の 下 に 「 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 、 」 を 加 え る 。 

第 二 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 教 頭 」 の 下 に 「 、 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 」 を 、 「 を 担 任 す る 」

の 下 に 「 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 、 」 を 加 え る 。 

第 二 十 七 条 の 二 中 「 際 に は 、 」 の 下 に 「 三 重 県 職 員 等 の 共 済 制 度 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 四 年 三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 規 定 に 基 づ く 相 互 共 済 及 び 福 利 増 進 を 目 的 と す る 独 立 の

会 又 は 」 を 加 え 、 「 互 助 会 の 会 員 」 を 「 相 互 共 済 及 び 福 利 増 進 を 目 的 と す る 互 助 会 （ 以 下

こ の 条 に お い て こ れ ら を 単 に 「 互 助 会 」 と い う 。 ） の 会 員 」 に 、 「 お よ び 同 」 を 「 及 び 」

に 、 「 当 該 互 助 会 」 を 「 互 助 会 」 に 改 め 、 「 額 に 相 当 す る 金 額 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 職 員

の 居 住 の 用 に 供 す る 施 設 （ 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 認 め る も の に 限 る 。 ） の 貸 付

料 及 び そ の 使 用 に 必 要 な 経 費 に 相 当 す る 金 額 」 を 加 え る 。 

附 則 第 七 項 中 「 当 分 の 間 」 を 「 平 成 二 十 七 年 六 月 一 日 ま で の 間 」 に 、 「 以 下 「 管 理 職 員 」

と い う 。 ） に あ つ て は 、 第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 」 と あ る の は

「 教 育 長 が 別 に 定 め る 期 間 」 と 、 管 理 職 員 」 を 「 ） 」 に 、 「 同 条 第 二 項 第 一 号 中 」 を 「 第

二 十 四 条 第 二 項 第 一 号 中 」 に 、 「 次 項 」 を 「 次 項 及 び 附 則 第 十 二 項 第 六 号 」 に 改 め る 。 

附 則 第 十 二 項 中 「 当 分 の 間 」 を 「 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 」 に 改 め る 。 

 別 表 第 一 か ら 別 表 第 四 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。 
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別 表 第 五 中 「 一 万 二 千 八 百 円 」 を 「 一 万 六 千 円 」 に 改 め る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関

す る 条 例 （ 以 下 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 一 条 第 三 項 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 四

月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 切 替 日 前 の 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ） 

２ 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 切 替 日 」 と い う 。 ） 前 に 職 務 の 級 を 異 に し て 異 動 し た

職 員 及 び 三 重 県 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 県 委 員 会 」 と い う 。 ） が 三 重 県 人 事 委 員 会 （ 以 下 「 人

事 委 員 会 」 と い う 。 ） と 協 議 し て 定 め る こ れ に 準 ず る 職 員 の 切 替 日 に お け る 号 給 に つ い

て は 、 そ の 者 が 切 替 日 に お い て 職 務 の 級 を 異 に す る 異 動 等 を し た も の と し た 場 合 と の 権

衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る と こ ろ に

よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 

（ 給 料 の 切 替 え に 伴 う 経 過 措 置 ） 

３ 切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 同 一 の 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で 、 そ の 者 の 受 け る 給 料

月 額 が 同 日 に お い て 受 け て い た 給 料 月 額 に 達 し な い こ と と な る も の （ 県 委 員 会 及 び 人 事

委 員 会 が 共 同 で 定 め る 規 則 （ 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に は 、 平

成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 給 料 月 額 の ほ か 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 給 与 条 例

附 則 第 十 二 項 の 規 定 に よ り 給 与 が 減 ぜ ら れ て 支 給 さ れ る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 額 に 百 分

の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は こ れ を 切 り

捨 て た 額 と す る 。 ） を 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三

十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ

れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。 
 
 
 
  

４ 切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 前 項 に 規 定 す る 職 員 を 除 く 。 ）

に つ い て 、 同 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る

と き は 、 当 該 職 員 に は 、 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 同 項 の 規 定 に 準 じ て 、 給 料 を 支 給

す る 。 

５ 切 替 日 以 降 に 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 に つ い て 、 任 用 の 事 情 等

を 考 慮 し て 前 二 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る と き は 、 当 該 職 員 に は 、 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 二 項 の 規 定 に 準 じ て 、 給 料 を

支 給 す る 。 

６ 前 三 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 給 与 条 例 第 十 二 条 第 二 項 、 第 十 二

条 の 二 第 一 項 、 第 二 十 五 条 第 一 項 及 び 第 二 十 五 条 の 二 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

給 与 条 例 第 十 二 条 第 二 項 中 「 調 整 前 に お け る 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 調 整 前 に お け る

給 料 月 額 と 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重

県 条 例 第 二 十 八 号 。 以 下 「 平 成 二 十 七 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま
 

 

 

平 成 三 十 三 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

百 分 の 二 十 五 

百 分 の 五 十 

百 分 の 七 十 五 
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で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 条 例 附 則 第 七 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て

適 用 す る 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条

例 第 三 十 二 号 。 以 下 「 平 成 十 八 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で の 規

定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と 、 給 与 条 例 第 十 二 条 の 二 第 一 項 、 第 二 十 五 条 第 一 項 及

び 第 二 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 給 料 月 額 と 平 成 二 十 七 年 改 正 条

例 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 の 額 及 び 平 成 二 十 七 年 改 正 条 例 附 則 第 七

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で の 規

定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と す る 。 

７ 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 関 す る 公 立 学 校 職 員

の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 三 十 二 号 。 以 下 「 平

成 十 八 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で の 適 用 に つ い て は 、 平 成 十 八

年 改 正 条 例 附 則 第 七 項 中 「 差 額 に 相 当 す る 額 」 と あ る の は 、 「 差 額 に 相 当 す る 額 （ 給 与

条 例 附 則 第 十 二 項 の 規 定 に よ り 給 与 が 減 ぜ ら れ て 支 給 さ れ る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 額 に

百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ る 前 の 額 と す る 。 ） か ら 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で に 定 め る 給

料 （ 給 与 条 例 附 則 第 十 二 項 の 規 定 に よ り 給 与 が 減 ぜ ら れ て 支 給 さ れ る 職 員 に あ っ て は 、

当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ る 前 の 額 と す る 。 ） を 減 じ て 得 た 額 」 と す る 。 

８ 給 与 条 例 附 則 第 十 二 項 の 規 定 が 適 用 さ れ る 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 職 員 」 と

い う 。 ） に 対 す る 同 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額 等 に 関 す る 特 例 措 置 は 、 次 に 掲 げ る 額 の 合

計 額 が 、 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 に 達 し な い こ と と な る 職 員 （ 他 の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮

し て 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 認 め る 職 員 を 除 く 。 ） に は 適 用 し な い 。 

 一 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 か ら そ の 額 に 百 分 の 一 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 特 定 職 員

の 給 料 月 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 が 、 当 該 特 定 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に

お け る 最 低 の 号 給 の 給 料 月 額 に 達 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 特 定 職 員 の 給 料 月 額 か

ら 当 該 特 定 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に お け る 最 低 の 号 給 の 給 料 月 額 を 減 じ た 額 ） を 減 じ

て 得 た 額 

 二 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で の 規 定 に よ り 給 料 と し て 支 給 さ れ る

額 

 三 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ り 給 料 と し て 支 給 さ れ る 額 

９ 前 項 の 規 定 に よ り 給 与 条 例 附 則 第 十 二 項 の 規 定 が 適 用 さ れ な い こ と と な っ た 職 員 （ 他

の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮 し て 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 認 め る 職 員 を 除 く 。 ） に あ

っ て は 、 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で 及 び 平 成 十 八 年 改 正 条 例 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で

の 規 定 に よ る 給 料 は 支 給 し な い も の と す る 。 

（ 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 地 域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 特 例 ） 

1
0  切 替 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 地 域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 の

支 給 に 関 す る 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 給 与 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中

同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。 

 

 

 

 

 

 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 二 号 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 一 号 

百 分 の 十 六 

百 分 の 二 十 

百 分 の 十 六 を 超 え な い 範 囲 内 で

規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 二 十 を 超 え な い 範 囲 内 で

規 則 で 定 め る 割 合 
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 （ 規 則 へ の 委 任 ） 

1
1  附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

規 則 で 定 め る 。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
第 十 六 条 の 二 

 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 七 号 

 

 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 六 号 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 五 号 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 四 号 

第 十 五 条 の 二 第 二 項

第 三 号 

 

三 万 円 

 

百 分 の 三 （ 規 則 で 定 め る

地 域 及 び 学 校 に あ つ て

は 、 百 分 の 四 ・ 五 ） 

 

百 分 の 六 

 
百 分 の 十 

 

百 分 の 十 二 

 

百 分 の 十 五 

 

 

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 規 則

で 定 め る 額 

百 分 の 三 （ 規 則 で 定 め る 地 域 及

び 学 校 に あ つ て は 、 百 分 の 四 ・

五 ） を 超 え な い 範 囲 内 で 規 則 で

定 め る 割 合 

百 分 の 六 を 超 え な い 範 囲 内 で 規

則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 を 超 え な い 範 囲 内 で 規

則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 二 を 超 え な い 範 囲 内 で

規 則 で 定 め る 割 合 

百 分 の 十 五 を 超 え な い 範 囲 内 で

規 則 で 定 め る 割 合 
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 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 

 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 九 号 

県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 

例 

県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条

例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 
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別表（第2条関係）

職務
区分 の級

号   給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 

 1 135,100 176,200 221,100 275,300

 2 135,700               177,700 222,300 277,100

 3 136,300               179,100 223,300 279,000

 4 136,900               180,500 224,000 280,700

 5 137,600               182,000 225,300 282,500

 6 138,700               183,400 226,600 284,700

 7 139,900               184,800 227,900 286,800

 8 141,000               186,200 229,100 289,000

 9 142,100               187,700 230,300 291,000

10 143,200               189,500 232,000 293,000

11 144,300               191,300 233,600 295,100

12 145,400               193,100 235,200 297,100

13 146,500               194,700 236,800 299,200

14 147,900               196,500 238,400 301,300

15 149,200               198,300 240,000 303,300

16 150,500               200,100 241,600 305,400

17 151,800               201,800 243,200 307,200

18 153,300               203,600 244,700 309,300

19 154,800               205,400 246,200 311,400

20 156,400               207,200 247,700 313,400

21 157,700               208,600 249,200 315,400

22 159,200               210,400 251,100 317,400

23 160,700               212,100 252,900 319,500

24 162,200               213,900 254,700 321,600

25 163,600               215,600 256,400 323,100

26 166,300               217,300 258,300 325,100

27 168,900               219,000 260,200 327,100

28 171,500               220,600 261,900 329,200

29 174,200               222,200 263,900 331,100

30 175,900               223,900 265,800 333,000

31 177,600               225,600 267,600 335,000

32 179,300               227,200 269,500 336,900

4  級

現　業　職　員　給　料　表

2  級 3  級1  級
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33 180,800               228,700 271,200 338,800

34 182,600               230,300 273,100 340,700

35 184,400               231,800 275,000 342,500

36 186,100               233,200 276,800 344,400

37 187,700               234,600 278,500 345,900

38 189,200               235,800 280,400 347,300

39 190,700               237,000 282,200 348,800

40 192,200               238,300 284,100 350,300

41 193,500               239,600 285,800 351,900

42 194,800               241,000 287,500 352,700

43 196,100               242,300 289,300 353,900

44 197,400               243,600 291,100 354,900

45 198,700               244,600 292,800 355,800

46 200,000               246,100 294,500 356,900

47 201,300               247,700 296,200 357,800

48 202,600               249,200 297,800 358,900

49 203,800               250,600 299,500 359,800

50 205,100               251,500 301,200 360,500

51 206,400               252,300 302,800 361,200

52 207,700               253,100 304,500 361,900

53 208,800               253,700 305,700 362,300

54 209,900               254,900 307,200 362,900

55 211,000               256,100 308,800 363,600

56 212,100               257,200 310,400 364,300

57 213,300               258,400 312,000 364,600

58 214,300               259,600 313,600 365,300

59 215,300               260,800 315,200 366,000

60 216,300               262,000 316,700 366,700

61 217,100               263,000 318,200 367,000

62 217,900               264,200 319,400 367,600

63 218,800               265,400 320,600 368,300

64 219,700               266,600 321,800 368,900

65 220,400               267,400 322,500 369,200

66 221,700               268,500 324,500 369,800

67 223,000               269,600 326,800 370,500

68 224,300               270,700 329,000 371,100

再任
用職
員以
外の
職員
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69 225,200               271,800 331,300 371,500

70 226,400               272,800 333,200 372,000

71 227,600               273,900 335,500 372,600

72 228,800               275,000 337,600 373,100

73 230,000               275,800 339,600 373,600

74 231,200               276,700 340,700 374,200

75 232,400               277,500 341,800 374,700

76 233,600               278,400 342,800 375,000

77 234,800               279,300 344,000 375,400

78 236,000               280,100 345,000 375,900

79 237,200               280,900 345,900 376,300

80 238,300               281,700 346,800 376,700

81 239,400               282,500 347,800 377,100

82 240,400               283,300 348,700 377,600

83 241,400               284,100 349,600 378,000

84 242,400               284,900 350,400 378,400

85 243,500               285,600 351,000 378,700

86 244,500               285,900 351,800 379,200

87 245,400               286,500 352,700 379,700

88 246,400               287,000 353,600 380,300

89 247,400               287,400 354,500 381,000

90 248,300               287,700 355,400 381,500

91 249,200               288,300 356,200 382,100

92 250,100               288,600 356,800 382,700

93 251,000               289,000 357,400 383,400

94 251,800               289,600 358,300 383,600

95 252,600               290,200 359,200 383,800

96 253,400               290,800 360,100 384,400

97 254,200               291,100 360,400 385,000

98 254,800               361,300 385,200

99 255,400               362,100 385,700

100 256,000               363,000 386,300

101 256,400               363,300 386,600

102 256,900               364,200 387,100

103 257,400               365,000 387,700

104 257,900               365,800 387,900
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105 258,500               366,200 388,500

106 259,000               367,000 388,700

107 259,500               367,500 389,100

108 260,000               368,400 389,700

109 260,400               368,700 390,400

110 260,700               369,600 390,700

111 261,000               370,100 391,200

112 261,300               370,900 391,600

113 261,500               371,500 391,900

114 261,900               372,200

115 262,300               372,900

116 262,700               373,700

117 262,900               374,400

118 375,000

119 375,600

120 376,200

121 376,600

122 377,200

123 377,800

124 378,400

125 378,600

126 379,100

127 379,600

128 380,200

129 380,400

130 380,900

131 381,500

132 382,100

133 382,300

134 382,600

135 383,200

136 383,800

137 384,300

再任
用職
員

185,400               212,900               239,000 272,300               

備考(一)　この表の「再任用職員」とは、地方公務員法第28条の4第1項、第28条の5第1項又は第28条の6第1項
　　　　若しくは第2項の規定により採用された現業職員をいう。
　　(二)　この表の「再任用職員以外の職員」とは、現業職員のうち再任用職員を除いた現業職員をいう。
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   附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 

 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 三 十 号 

公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。 

第 六 条 の 四 第 一 項 第 一 号 中 「 五 万 四 千 百 五 十 円 」 を 「 七 万 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号

中 「 五 万 円 」 を 「 六 万 五 千 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 四 万 五 千 八 百 五 十 円 」 を 「 五 万 九

千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 四 万 千 七 百 円 」 を 「 五 万 四 千 百 五 十 円 」 に 改 め 、

同 項 第 五 号 中 「 三 万 三 千 三 百 五 十 円 」 を 「 四 万 三 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 二

万 五 千 円 」 を 「 三 万 二 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 七 号 中 「 二 万 八 百 五 十 円 」 を 「 二 万 七 千

百 円 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中 「 一 万 六 千 七 百 円 」 を 「 二 万 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項

第 一 号 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 前 号 」 を 「 第 一 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 一 号 と し 、 同 項

第 三 号 を 同 項 第 二 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 第 一 号 」 を 「 第 一 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 三

号 と し 、 同 項 第 五 号 を 同 項 第 四 号 と す る 。 

第 七 条 第 五 項 第 二 号 中 「 第 五 十 五 条 」 を 「 第 八 条 第 三 項 」 に 改 め る 。 

第 十 条 第 二 項 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め る 。 

附 則 第 十 六 項 中 「 附 則 第 二 条 第 一 項 」 を 「 附 則 第 二 条 」 に 改 め る 。 

附 則 第 二 十 二 項 中 「 日 本 国 有 鉄 道 清 算 事 業 団 の 債 務 等 の 処 理 に 関 す る 法 律 附 則 第 二 条 第

一 項 」 を 「 日 本 国 有 鉄 道 清 算 事 業 団 の 債 務 等 の 処 理 に 関 す る 法 律 附 則 第 二 条 」 に 、 「 附 則

第 二 十 五 条 」 を 「 附 則 第 十 一 条 」 に 改 め る 。 

附 則 第 二 十 四 項 中 「 第 六 十 三 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 条 の 十 第 二 項 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 条 第 五 項 第 二 号 、 第 十

条 第 二 項 並 び に 附 則 第 十 六 項 及 び 第 二 十 二 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 立 高 等 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 三 十 一 号 

三 重 県 立 高 等 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 立 高 等 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

別 表 第 一 中 

「 三 重 県 立 名 張 西 高 等 学 校  名 張 市 全 日 制     」 を 

「 三 重 県 立 名 張 西 高 等 学 校  名 張 市 全 日 制  

三 重 県 立 名 張 青 峰 高 等 学 校 名 張 市 全 日 制     」 

附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 

か ら 施 行 す る 。 

２ こ の 条 例 に 基 づ き 設 置 さ れ る 学 校 へ の 入 学 に 係 る 必 要 な 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 

例 の 施 行 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。 

に 改 め る 。 
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 三 重 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 

 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 三 十 二 号 

   三 重 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。 

（ 法 の 適 用 ） 

第 二 条 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条

第 三 項 及 び 地 方 公 営 企 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 政 令 第 四 百 三 号 ） 第 一 条 第 二 項 の 規 定

に 基 づ き 、 三 重 県 電 気 事 業 に つ い て 、 法 の 規 定 の 全 部 を 適 用 す る 。 

第 四 条 第 三 号 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 施 設 名 最 大 出 力 供 給 先 

  キ ロ ワ ツ ト 電 気 事 業 法 （ 昭 

三 重 ご み 固 形 燃 料

発 電 所 

 

一 二 、 〇 五 〇 

 

和 三 十 九 年 法 律

第 百 七 十 号 ） 第

二 条 第 一 項 第 十

号 の 電 気 事 業 者

で 電 気 の 供 給 に

関 す る 契 約 の 相

手 方 と な つ た も

の 及 び 三 重 ご み

固 形 燃 料 発 電 所

の 存 す る 敷 地 と

同 一 の 敷 地 内 に

存 す る 施 設 の 管

理 者 

 第 五 条 第 一 項 中 「 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い

う 。 ） 」 を 「 法 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条  
 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 
                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 三 十 三 号 

企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 
 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 十 条 の 二 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 前 条 の 手 当 の 支 給 を 受 け る 職 員 が 災 害 へ の 対 処 そ の 他 の

臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 に よ り 週 休 日 又 は 休 日 等 以 外 の 日 の 午 前 零 時 か ら 午 前 五 時 ま で の

間 で あ つ て 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 し た 場 合 は 、 当 該 職 員 に は 、 管 理 職 員 特 別

勤 務 手 当 を 支 給 す る 。 
 第 十 六 条 中 「 勤 務 成 績 」 を 「 、 管 理 者 が 別 に 定 め る 期 間 に お け る 人 事 評 価 の 結 果 及 び 基 

準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け る 勤 務 の 状 況 」 に 改 め る 。 
 第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 、 第 五 条 の 二 」 を 削 る 。 
   附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 水 道 供 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 三 十 四 号 

三 重 県 水 道 供 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 水 道 供 給 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 三 重 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 中 「 一 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 九 八 〇 円 」 に 、 「 六 七 〇 円 」 を 「 七 〇 〇 円 」 に 、 「 二 、 九

三 〇 円 」 を 「 一 、 七 一 〇 円 」 に 、 「 二 、 五 六 〇 円 」 を 「 二 、 三 〇 〇 円 」 に 、 「 二 、 七 五 〇

円 」 を 「 二 、 四 九 〇 円 」 に 、 「 一 、 〇 七 〇 円 」 を 「 七 八 〇 円 」 に 改 め る 。 

附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す 

 る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 三 十 五 号 

   病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 十 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 前 条 の 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 が 災 害 へ の 対 処 そ の 他 の 臨

時 又 は 緊 急 の 必 要 に よ り 週 休 日 又 は 休 日 等 以 外 の 日 の 午 前 零 時 か ら 午 前 五 時 ま で の 間 で

あ っ て 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 し た 場 合 は 、 当 該 職 員 に は 、 管 理 職 員 特 別 勤 務

手 当 を 支 給 す る 。 

第 十 九 条 中 「 に 対 し 、 」 の 下 に 「 管 理 者 が 別 に 定 め る 期 間 に お け る 人 事 評 価 の 結 果 及 び 」

を 加 え 、 「 （ 第 十 四 条 の 管 理 又 は 監 督 の 地 位 の 職 の う ち 管 理 者 が 定 め る も の に あ る 職 員 に

あ っ て は 管 理 者 が 別 に 定 め る 期 間 ） 」 を 削 り 、 「 そ の 者 の 勤 務 成 績 」 を 「 勤 務 の 状 況 」 に

改 め る 。 

第 二 十 七 条 第 一 項 中 「 、 第 九 条 」 を 削 る 。 

附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 三 十 六 号 

   三 重 県 警 察 職 員 定 員 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 警 察 職 員 定 員 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

 第 一 条 第 一 項 第 一 号 中 「 二 三 三 人 」 を 「 二 三 四 人 」 に 、 「 一 、 七 六 五 人 」 を 「 一 、 七 七

三 人 」 に 、 「 九 二 三 人 」 を 「 九 二 八 人 」 に 、 「 三 、 〇 三 三 人 」 を 「 三 、 〇 四 七 人 」 に 改 め

る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 

三 重 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

 第 十 八 条 第 一 項 中 「 敷 地 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 用 に 供 す る も の と 決 定 し た 土 地 を 含 む 。 ） 」

を 加 え 、 同 項 第 七 号 を 次 の よ う に 改 め る 。 

 七 少 年 院 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 五 十 八 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 少 年 院 

 第 十 八 条 第 一 項 中 第 九 号 を 第 十 号 と し 、 第 八 号 を 第 九 号 と し 、 第 七 号 の 次 に 次 の 一 号 を

加 え る 。 

八 少 年 鑑 別 所 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 少 年 鑑 別 所  

 第 十 八 条 第 二 項 中 「 の 際 、 現 に 」 を 「 又 は 同 項 の 規 定 の 適 用 の 際 、 現 に 開 設 し 、 又 は 」

に 改 め 、 「 及 び こ の 条 例 の 施 行 後 に 開 設 さ れ た 暴 力 団 事 務 所 で あ っ て 、 そ の 開 設 後 に 同 項

各 号 に 掲 げ る い ず れ か の 施 設 が 設 置 さ れ た こ と に よ り 、 同 項 に 規 定 す る 区 域 内 に お い て 運

営 さ れ る こ と と な っ た も の 」 を 削 り 、 「 こ れ ら の 」 を 「 当 該 」 に 改 め る 。 

 第 十 九 条 第 一 項 第 三 号 を 削 る 。 

 第 二 十 二 条 第 一 項 中 「 第 十 九 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 」 に 、 「 同 項 」 を 「 同 条 」 に 改 め 、

同 条 第 二 項 を 削 る 。 

 第 二 十 七 条 及 び 第 二 十 八 条 中 「 第 十 九 条 第 一 項 、 第 二 十 二 条 第 一 項 」 を 「 第 十 九 条 、 第

二 十 二 条 」 に 改 め る 。 

附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 八 条 第 一 項 の 改 正 規 定

（ 「 敷 地 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 用 に 供 す る も の と 決 定 し た 土 地 を 含 む 。 ） 」 を 加 え る 部 分

を 除 く 。 ） は 、 少 年 院 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 五 十 八 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 

 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 三 十 八 号 

三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平

成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 五 条 第 三 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 事 業 者 （ 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 介 護

予 防 訪 問 介 護 （ 以 下 こ の 条 及 び 第 七 条 第 二 項 に お い て 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 」 と い う 。 ）

の 事 業 を 行 う 者 を い う 。 次 項 及 び 第 七 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 「 法 第 百 十 五 条 の 四

十 五 第 一 項 第 一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事 業 （ 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確

保 を 推 進 す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 五

条 に よ る 改 正 前 の 法 （ 第 二 十 七 条 第 三 項 、 第 八 十 八 条 第 三 項 及 び 第 百 十 八 条 第 三 項 に お い

て 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 相 当 す る も の と し

て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 並 び に 第 七 条 第 二 項 に お い て 「 第 一

号 訪 問 事 業 」 と い う 。 ） に 係 る 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 事 業 者

（ 次 項 、 第 八 十 八 条 第 三 項 並 び に 第 九 十 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第 七 項 に お い て 「 指 定 事 業 者 」

と い う 。 ） 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 」 に 、 「 及 び 指 定

介 護 予 防 訪 問 介 護 の 利 用 者 」 を 「 又 は 第 一 号 訪 問 事 業 の 利 用 者 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 指

定 介 護 予 防 訪 問 介 護 事 業 者 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 に 係 る 指 定 事 業 者 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防

訪 問 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 」 に 、 「 三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人

員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の

方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 八 号 。 以 下 「 指 定 介 護 予

防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の

定 め る 第 一 号 訪 問 事 業 の 」 に 改 め る 。 
 第 七 条 第 二 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 事 業 者 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 に 係 る 指 定 事 業 者 」

に 、 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス

等 基 準 条 例 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 訪 問 事 業 の 」 に 改 め る 。 
 第 二 十 七 条 第 三 項 中 「 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 （ 基 準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す

る 介 護 予 防 訪 問 介 護 又 は こ れ に 相 当 す る サ ー ビ ス を い う 。 第 二 十 九 条 第 二 項 に お い て 同

じ 。 ） の 事 業 」 を 「 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事 業 （ 旧

法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 及 び 基 準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス （ 法 第 五

十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス を い う 。 第 四 十 六 条 第 三 項 、 第

百 十 八 条 第 三 項 、 第 百 六 十 二 条 第 三 項 及 び 第 二 百 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） に 相 当

す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 及 び 第 二 十 九 条 第 二 項 に お い て 「 第

一 号 訪 問 事 業 」 と い う 。 ） 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 二 十 六 条 第 一 項 及

び 第 二 項 に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 訪 問 事 業 の 」 に 改 め る 。 
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 第 二 十 九 条 第 二 項 中 「 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 訪 問 事 業 」 に 、 「 指

定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 二 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 訪

問 事 業 の 」 に 改 め る 。 

第 三 十 四 条 第 三 項 中 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 を 「 三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め

の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 八 号 。

以 下 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。 
 第 五 十 一 条 中 「 維 持 回 復 」 の 下 に 「 及 び 生 活 機 能 の 維 持 又 は 向 上 」 を 加 え る 。 

第 五 十 二 条 第 五 項 中 「 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス に 該 当 す る 複 合 型 サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 項

に お い て 「 指 定 複 合 型 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） 」 を 「 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 百 七 十 一 条 第 十 項 に 規 定 す る 指 定 複 合 型 サ ー ビ ス 」 に 、 「 指

定 複 合 型 サ ー ビ ス の 」 を 「 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の

事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 百 七 十 条 に 規 定 す る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居

宅 介 護 を い う 。 ） の 」 に 改 め る 。 
 第 六 十 六 条 中 「 で き る よ う 」 の 下 に 「 生 活 機 能 の 維 持 又 は 向 上 を 目 指 し 」 を 加 え る 。 
 第 七 十 一 条 第 一 項 中 「 第 五 項 」 を 「 第 六 項 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

６ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 （ 次 条 第 一 項 に 規 定

す る 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 又 は 第 百 二 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 通 所 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 計 画 の 作 成 の た め に 、 利 用 者 及 び 当 該 利 用 者 の 家 族 の 参 加 を 基 本 と し つ つ 、 医 師 、

理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 、 介 護 支 援 専 門 員 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位

置 付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 （ 法 第 八 条 第 二 十 三 項 に 規 定 す る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 を い

う 。 ） の 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 （ 以 下 こ の 項 、 次 条 第 五 項 、 第 百 二 十 七 条 第 五 項 及 び 第

百 二 十 八 条 第 六 項 に お い て 「 構 成 員 」 と い う 。 ） に よ り 構 成 さ れ る 会 議 を い う 。 次 条 第

五 項 、 第 百 二 十 七 条 第 五 項 及 び 第 百 二 十 八 条 第 六 項 に お い て 同 じ 。 ） の 開 催 に よ り 、 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 関 す る 専 門 的 な 見 地 か ら 利 用 者 の 状 況 等 に 関 す る 情 報 を 構 成 員 と 共

有 す る よ う 努 め 、 利 用 者 に 対 し 、 適 切 な サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。 
 第 七 十 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

５ 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 （ 第 百 二 十

四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 を い う 。 ） の 指 定 を 併 せ て 受

け 、 か つ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 等 を 通 じ て 、 利 用 者 の 病 状 、 心 身 の 状 況 、 希

望 及 び 置 か れ て い る 環 境 に 関 す る 情 報 を 構 成 員 と 共 有 し 、 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標 を 踏 ま え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 内 容

に つ い て 整 合 性 の と れ た 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を 作 成 し た 場 合 に あ っ て は 、 第 百

二 十 八 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 運 営 に 関 す る 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前

各 項 に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と が で き る 。 
 第 八 十 七 条 中 「 で き る よ う 」 の 下 に 「 生 活 機 能 の 維 持 又 は 向 上 を 目 指 し 」 を 加 え る 。 
 第 八 十 八 条 第 三 項 中 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 （ 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る

介 護 予 防 通 所 介 護 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 九 十 条 に お い て 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 」 を い う 。 ）

の 事 業 を 行 う 者 を い う 。 同 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 「 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号

ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事 業 （ 旧 法 第 八 条 の 二 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 に 相 当
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す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 並 び に 第 九 十 条 第 二 項 第 二 号 及 び

第 七 項 に お い て 「 第 一 号 通 所 事 業 」 と い う 。 ） に 係 る 指 定 事 業 者 」 に 、 「 指 定 介 護 予

防 通 所 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八 十

五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 通 所 事 業 の 人 員 に 関 す る 」 に

改 め る 。 
 第 九 十 条 第 二 項 第 二 号 中 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 に 係 る 指

定 事 業 者 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 」 に 、 「 指 定 介 護 予

防 通 所 介 護 の 利 用 者 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 の 利 用 者 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 中 「 指 定 介 護 予

防 通 所 介 護 事 業 者 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 に 係 る 指 定 事 業 者 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護

の 事 業 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 八 十 七 条 第 一 項

か ら 第 五 項 ま で に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 通 所 事 業 の 」 に 、 「 前 各 項 」 を 「 第

一 項 か ら 第 四 項 ま で 及 び 前 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 中 第 五 項 を 第 六 項 と

し 、 第 四 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

５ 前 項 た だ し 書 の 場 合 （ 指 定 通 所 介 護 事 業 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 設 備 を 利 用 し 、 夜 間 及

び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、 当 該 サ ー ビ ス の

内 容 を 当 該 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 前 に 知 事 に 届 け 出 る も の と す る 。 
 第 九 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 
 （ 事 故 発 生 時 の 対 応 ）  

第 九 十 八 条 の 二 指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 通 所 介 護 の 提 供 に よ り 事 故

が 発 生 し た 場 合 は 、 市 町 村 、 当 該 利 用 者 の 家 族 、 当 該 利 用 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者

等 に 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ た 処 置 に つ い て 記 録

し な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 通 所 介 護 の 提 供 に よ り 賠 償 す べ き 事 故 が

発 生 し た 場 合 は 、 損 害 賠 償 を 速 や か に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

４ 指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 、 第 九 十 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス

の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 準 じ た 必 要 な 措 置 を 講

じ な け れ ば な ら な い 。 
 第 百 条 中 「 第 二 十 四 条 」 を 「 第 二 十 三 条 」 に 改 め る 。 
 第 百 三 条 第 一 項 中 「 で き る よ う 」 の 下 に 「 生 活 機 能 の 維 持 又 は 向 上 を 目 指 し 」 を 加 え る 。 
 第 百 七 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

４ 第 二 項 た だ し 書 の 場 合 （ 指 定 療 養 通 所 介 護 事 業 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 設 備 を 利 用 し 、

夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 療 養 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、 当 該

サ ー ビ ス の 内 容 を 当 該 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 前 に 知 事 に 届 け 出 る も の と す る 。 

第 百 十 六 条 中 「 第 二 十 四 条 」 を 「 第 二 十 三 条 」 に 、 「 第 九 十 八 条 」 を 「 第 九 十 八 条 の 二 」

に 改 め 、 同 条 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。  

こ の 場 合 に お い て 、 第 九 十 八 条 の 二 第 四 項 中 「 第 九 十 条 第 五 項 」 と あ る の は 「 第 百 七

条 第 四 項 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 

第 百 十 八 条 第 三 項 中 「 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 （ 基 準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す

る 介 護 予 防 通 所 介 護 又 は こ れ に 相 当 す る サ ー ビ ス を い う 。 第 百 二 十 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第
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六 項 に お い て 同 じ 。 ） の 事 業 」 を 「 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 ロ に 規 定 す る 第 一

号 通 所 事 業 （ 旧 法 第 八 条 の 二 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 及 び 基 準 該 当 介 護 予 防 サ

ー ビ ス に 相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 並 び に 第 百 二 十 条 第 二

項 第 二 号 及 び 第 六 項 に お い て 「 第 一 号 通 所 事 業 」 と い う 。 ） 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ

ス 等 基 準 条 例 第 九 十 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 通 所 事 業 」

に 改 め る 。 
 第 百 二 十 条 第 二 項 第 二 号 中 「 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 」

に 、 「 又 は 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 」 を 「 又 は 第 一 号 通 所 事 業 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 中

「 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 の 事 業 」 を 「 第 一 号 通 所 事 業 」 に 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス

等 基 準 条 例 第 百 一 条 第 一 項 か ら 第 五 項 ま で に 規 定 す る 」 を 「 市 町 の 定 め る 第 一 号 通 所 事 業

の 」 に 改 め る 。 
 第 百 二 十 一 条 中 「 、 第 二 十 四 条 」 を 削 る 。 
 第 百 二 十 三 条 中 「 で き る よ う 」 の 下 に 「 生 活 機 能 の 維 持 又 は 向 上 を 目 指 し 」 を 加 え る 。 
 第 百 二 十 七 条 第 一 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

５ 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 に よ り 、 リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン に 関 す る 専 門 的 な 見 地 か ら 利 用 者 の 状 況 等 に 関 す る 情 報 を 構 成 員 と 共 有

す る よ う 努 め 、 利 用 者 に 対 し 、 適 切 な サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。 
 第 百 二 十 八 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

６ 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 の 指 定 を 併

せ て 受 け 、 か つ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 （ 医 師 が 参 加 し た 場 合 に 限 る 。 ） の 開 催 等 を

通 じ て 、 利 用 者 の 病 状 、 心 身 の 状 況 、 希 望 及 び 置 か れ て い る 環 境 に 関 す る 情 報 を 構 成 員

と 共 有 し 、 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標 を

踏 ま え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 内 容 に つ い て 整 合 性 の と れ た 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン 計 画 を 作 成 し た 場 合 に あ っ て は 、 第 七 十 二 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 運 営 に

関 す る 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い

る も の と み な す こ と が で き る 。 
 第 百 四 十 八 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 利 用 者 の 状 況 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 等 の 事 情 に よ り 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 （ 三 重

県 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 六

年 三 重 県 条 例 第 九 十 四 号 ） 第 四 条 に 規 定 す る 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 を い う 。 ） の 介 護

支 援 専 門 員 が 、 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 受 け る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居

宅 サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な い 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で

あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 則 で 定 め る 利 用 者 数 を 超 え て 、 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 行

う こ と が で き る も の と す る 。 
 第 百 六 十 一 条 中 「 若 し く は 」 を 「 、 」 に 改 め 、 「 指 定 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 所 を い

う 。 ） 」 の 下 に 「 若 し く は 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス

の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 第 六 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 小 規 模 多 機 能

型 居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） 」 を 加 え る 。 
 第 百 六 十 六 条 中 「 「 看 護 職 員 」 と 」 の 下 に 「 、 第 百 四 十 八 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る
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の は 「 静 養 室 等 」 と 」 を 加 え る 。 
 第 百 九 十 条 第 三 項 を 削 る 。 
   附 則 
 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２ 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確 保 を 推 進 す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 整 備 法 」 と い う 。 ） 附 則

第 十 一 条 又 は 第 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 整 備 法 第

五 条 の 規 定 （ 整 備 法 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 に 限 る 。 ） に よ る 改 正 前 の 介 護

保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 旧 法 」 と い う 。 ）

第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 二 項 に

規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 又 は 介 護 保 険 法 第 五 十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当

介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 若 し く

は こ れ に 相 当 す る サ ー ビ ス に つ い て は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ

ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 次 項 に お い て 「 旧 条 例 」

と い う 。 ） 第 五 条 第 三 項 及 び 第 四 項 、 第 七 条 第 二 項 、 第 二 十 七 条 第 三 項 並 び に 第 二 十 九

条 第 二 項 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

（ 介 護 予 防 通 所 介 護 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

３ 旧 法 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第

七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 又 は 介 護 保 険 法 第 五 十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基

準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護

若 し く は こ れ に 相 当 す る サ ー ビ ス に つ い て は 、 旧 条 例 第 八 十 八 条 第 三 項 、 第 九 十 条 第 六

項 、 第 百 十 八 条 第 三 項 及 び 第 百 二 十 条 第 六 項 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 
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 三 重 県 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め 

 る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 三 十 九 号 

三 重 県 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 六 年 三 重 県 条 例 第 九 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 目 次 中 「 （ 第 二 十 五 条 ） 」 を 「 （ 第 二 十 五 条 ・ 第 二 十 六 条 ） 」 に 改 め る 。 

第 三 条 第 四 項 中 「 第 十 条 第 二 十 五 項 及 び 第 二 十 六 項 」 を 「 第 十 条 第 二 十 六 項 及 び 第 二 十

七 項 」 に 改 め る 。 
 第 十 条 第 一 項 中 「 第 二 十 六 項 」 を 「 第 二 十 八 項 」 に 改 め 、 同 条 第 八 項 中 「 第 十 三 項 」 を

「 第 十 四 項 」 に 改 め 、 同 条 第 十 項 中 「 第 十 五 項 、 第 二 十 二 項 」 を 「 第 十 六 項 、 第 二 十 三 項 」

に 改 め 、 同 条 中 第 二 十 六 項 を 第 二 十 七 項 と し 、 第 二 十 一 項 か ら 第 二 十 五 項 ま で を 一 項 ず つ

繰 り 下 げ 、 同 条 第 二 十 項 中 「 主 治 の 医 師 の 」 を 「 主 治 の 医 師 等 の 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第

二 十 一 項 と し 、 同 条 中 第 十 九 項 を 第 二 十 項 と し 、 第 十 八 項 を 第 十 九 項 と し 、 第 十 七 項 を 第

十 八 項 と し 、 同 条 第 十 六 項 中 「 第 十 二 項 」 を 「 第 十 三 項 」 に 、 「 第 十 三 項 」 を 「 第 十 四 項 」

に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 十 七 項 と し 、 同 条 中 第 十 五 項 を 第 十 六 項 と し 、 第 十 四 項 を 第 十 五 項

と し 、 第 十 三 項 を 第 十 四 項 と し 、 同 条 第 十 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

1
3  介 護 支 援 専 門 員 は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 位 置 付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 等 に 対 し

て 、 訪 問 介 護 計 画 （ 三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基

準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 四 号 ） 第 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 訪 問

介 護 計 画 を い う 。 ） 等 同 条 例 及 び 三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運

営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 規 則 第 五 十 九 号 ） に お い

て 位 置 付 け ら れ て い る 計 画 の 提 出 を 求 め る も の と す る 。 

 第 十 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

2
8  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 は 、 法 第 百 十 五 条 の 四 十 八 第 四 項 の 規 定 に よ り 、 同 条 第 一 項

に 規 定 す る 会 議 か ら 、 同 条 第 二 項 の 検 討 を 行 う た め の 資 料 又 は 情 報 の 提 供 、 意 見 の 開 陳

そ の 他 必 要 な 協 力 の 求 め が あ っ た 場 合 に は 、 こ れ に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

 第 二 十 五 条 中 「 基 準 該 当 居 宅 介 護 支 援 を い う 。 」 の 下 に 「 次 条 に お い て 同 じ 。 」 を 加 え 、

同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 
 （ そ の 他 運 営 に 関 す る 基 準 ） 

第 二 十 六 条 こ の 節 に 定 め る も の の ほ か 、 基 準 該 当 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 運 営 に 関 し 必 要

な 基 準 は 、 規 則 で 定 め る 。 

附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 

 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 四 十 号 

   三 重 県 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平

成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 三 条 第 二 項 中 「 （ 理 学 療 法 士 又 は 作 業 療 法 士 に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 中 「 若

し く は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 若 し

く は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 「 （ 理 学 療 法 士 又 は 作

業 療 法 士 に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 

 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す 

 る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 四 十 一 号 

三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 サ

ー ビ ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 

三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ

ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十

五 年 三 重 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

   「 第 二 章 介 護 予 防 訪 問 介 護 

目 次 中  第 一 節 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 （ 第 四 条 ― 第 二 十 五 条 ）     を 「 第 二 

 第 二 節 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 （ 第 二 十 六 条 ― 第 三 十 一 条 ） 」 

       「 第 七 章 介 護 予 防 通 所 介 護 

章 削 除 」 に 、  第 一 節 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 （ 第 八 十 四 条 ― 第 九 十 八 条 ）  「 第

第 二 節 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 （ 第 九 十 九 条 ― 第 百 三 条 ） 」 

七 章 削 除 」 に 改 め る 。 

第 二 章 を 次 の よ う に 改 め る 。 

  第 二 章 削 除 

第 四 条 か ら 第 三 十 一 条 ま で 削 除 

第 三 十 三 条 第 三 項 中 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 を 「 三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の

事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 四

号 。 以 下 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。 

第 三 十 五 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。 

（ 内 容 及 び 手 続 の 説 明 及 び 同 意 ） 

第 三 十 五 条 の 二 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 提 供

の 開 始 に 際 し 、 あ ら か じ め 、 利 用 申 込 者 又 は 当 該 利 用 申 込 者 の 家 族 に 対 し 、 第 四 十 一 条

の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 の 概 要 、 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 そ の 他 の 利

用 申 込 者 の サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 し た 文 書 を 交 付 し て 説 明

を 行 い 、 当 該 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 の 開 始 に つ い て 当 該 利 用 申 込 者 の 同 意 を

得 な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 利 用 申 込 者 又 は 当 該 利 用 申 込 者 の 家 族 か ら の 申

出 が あ っ た 場 合 に は 、 前 項 の 規 定 に よ る 文 書 の 交 付 に 代 え て 、 当 該 文 書 に 記 す べ き 重 要

事 項 を 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 提 供 す る こ と が で き る 。 

（ 提 供 拒 否 の 禁 止 ） 

第 三 十 五 条 の 三 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 正 当 な 理 由 が な く 、 指 定 介 護 予 防

訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 を 拒 ん で は な ら な い 。 

を
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 第 三 十 六 条 第 一 項 中 「 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス 」 の 下 に 「 （ 法 第 五 十 三 条 第 四 項 の 規 定 に

よ り 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 が 利 用 者 に 代 わ り 当 該 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 者 に 支 払 わ れ

る 場 合 の 当 該 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 に 係 る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 、

「 利 用 料 」 の 下 に 「 （ 法 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 の 支 給 の 対 象 と

な る 費 用 に 係 る 対 価 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 、 「 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 用 基 準 額 」 の 下 に

「 （ 法 第 五 十 三 条 第 二 項 第 一 号 又 は 第 二 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ り 算

定 し た 費 用 の 額 （ そ の 額 が 現 に 当 該 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 を 超 え る と き

は 、 当 該 現 に 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 要 し た 費 用 の 額 と す る 。 ） を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」

を 加 え る 。 

 第 三 十 七 条 第 一 項 中 「 の 介 護 予 防 」 の 下 に 「 （ 法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

 第 三 十 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 利 用 者 に 関 す る 市 町 村 へ の 通 知 ） 

第 三 十 八 条 の 二 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 を 受 け

て い る 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 遅 滞 な く 、 意 見 を 付 し て そ の

旨 を 市 町 村 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

一 正 当 な 理 由 な し に 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 利 用 に 関 す る 指 示 に 従 わ な い こ と に

よ り 、 要 支 援 状 態 の 程 度 を 増 進 さ せ た と 認 め ら れ る と き 又 は 要 介 護 状 態 に な っ た と 認

め ら れ る と き 。 

二 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ っ て 保 険 給 付 を 受 け 、 又 は 受 け よ う と し た と き 。 

 第 四 十 一 条 の 次 に 次 の 六 条 を 加 え る 。 

（ 非 常 災 害 対 策 ） 

第 四 十 一 条 の 二 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 災 害

（ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い う 。 ） に 対 処 す る た め 、 事 業 の 実 情 に 応 じ た 、 非 常 災 害 の 発 生

時 の 安 全 確 保 の た め に 必 要 な 行 動 手 順 、 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 連 絡 体 制 等 を 定 め た 具 体

的 な 計 画 を 作 成 し 、 並 び に 当 該 計 画 を 定 期 的 に 従 業 者 に 周 知 す る よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。 

（ 衛 生 管 理 等 ） 

第 四 十 一 条 の 三 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 の 清

潔 の 保 持 及 び 健 康 状 態 に つ い て 、 必 要 な 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 所 の 指 定 介 護 予

防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 に つ い て 、 衛 生 的 な 管 理 に 努 め な

け れ ば な ら な い 。 

（ 秘 密 保 持 等 ） 

第 四 十 一 条 の 四 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 所 の 従 業 者 は 、 正 当 な 理 由 が な く 、 そ の

業 務 上 知 り 得 た 利 用 者 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 従 業 者 で あ っ た 者 が 、 正 当 な 理 由 が な く 、 そ の

業 務 上 知 り 得 た 利 用 者 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら す こ と が な い よ う 、 必 要 な 措

置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 に 必 要 な 場 合
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に お い て 、 利 用 者 の 個 人 情 報 を 用 い る と き は 当 該 利 用 者 の 同 意 を 、 利 用 者 の 家 族 の 個 人

情 報 を 用 い る と き は 当 該 家 族 の 同 意 を 、 あ ら か じ め 文 書 に よ り 得 て お か な け れ ば な ら な

い 。 

（ 介 護 予 防 支 援 事 業 者 に 対 す る 利 益 供 与 の 禁 止 ） 

第 四 十 一 条 の 五 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 介 護 予 防 支 援 事 業 者 又 は そ の 従 業

者 に 対 し 、 利 用 者 に 対 し て 特 定 の 事 業 者 に よ る サ ー ビ ス を 利 用 さ せ る こ と の 対 償 と し て 、

金 品 そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 を 供 与 し て は な ら な い 。 

（ 苦 情 処 理 ） 

第 四 十 一 条 の 六 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 提 供 し た 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介

護 に 関 す る 利 用 者 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 か ら の 苦 情 に 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 す る た め 、 苦

情 を 受 け 付 け る た め の 窓 口 の 設 置 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 苦 情 を 受 け 付 け た 場 合 に は 、 当 該 苦 情 の

内 容 等 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 提 供 し た 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 関 し 、 法

第 二 十 三 条 の 規 定 に よ り 市 町 村 が 行 う 文 書 そ の 他 の 物 件 の 提 出 若 し く は 提 示 の 求 め 又 は

当 該 市 町 村 の 職 員 か ら の 質 問 若 し く は 照 会 に 応 じ な け れ ば な ら な い 。 

４ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 市 町 村 が 利 用 者 か ら の 苦 情 に 関 し て 調 査 を 行 う

場 合 に お い て は 、 当 該 調 査 に 協 力 す る と と も に 、 市 町 村 か ら 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合

に お い て は 、 当 該 指 導 又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

５ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 市 町 村 か ら の 求 め が あ っ た 場 合 に は 、 前 項 の 改

善 の 内 容 を 市 町 村 に 報 告 す る も の と す る 。 

６ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 提 供 し た 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 係 る 利 用

者 か ら の 苦 情 に 関 し て 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 （ 国 民 健 康 保 険 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第

百 九 十 二 号 ） 第 四 十 五 条 第 五 項 に 規 定 す る 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 を い う 。 以 下 こ の 項

及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が 行 う 法 第 百 七 十 六 条 第 一 項 第 三 号 の 調 査 に 協 力 す る と と も

に 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら 同 号 の 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 に お い て は 、 当 該 指

導 又 は 助 言 に 従 っ て 必 要 な 改 善 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

７ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら の 求 め が あ っ た 場

合 に は 、 前 項 の 改 善 の 内 容 を 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 に 報 告 す る も の と す る 。 

（ 事 故 発 生 時 の 対 応 ） 

第 四 十 一 条 の 七 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 介 護 予 防 訪 問

入 浴 介 護 の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は 、 市 町 村 、 当 該 利 用 者 の 家 族 、 当 該 利 用

者 に 係 る 介 護 予 防 支 援 事 業 者 等 に 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら

な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ た 処 置

に つ い て 記 録 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 提

供 に よ り 賠 償 す べ き 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は 、 損 害 賠 償 を 速 や か に 行 わ な け れ ば な ら な

い 。 

第 四 十 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。 
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第 四 十 三 条 削 除 

 第 四 十 八 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 一 条 ま で 、 第 二 十 二 条

（ 第 六 項 及 び 第 七 項 を 除 く 。 ） 及 び 第 二 十 三 条 並 び に 前 節 （ 第 三 十 三 条 か ら 第 三 十 五 条 ま

で 、 第 三 十 六 条 第 一 項 、 第 四 十 三 条 及 び 」 を 「 前 節 （ 第 三 十 三 条 か ら 第 三 十 五 条 ま で 、 第

三 十 六 条 第 一 項 、 第 四 十 一 条 の 六 第 六 項 及 び 第 七 項 、 第 四 十 三 条 並 び に 」 に 、 「 第 八 条 第

一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 第 四 十 一 条 」 に 改 め 、 「 、 同 項 及 び 第

十 九 条 第 一 項 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 と あ る の は 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と 、 同 条 第

二 項 中 「 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 等 の

設 備 及 び 備 品 等 」 と 」 を 削 り 、 「 第 三 十 二 条 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 十 一 条 の 三 第 二 項 中 「 指

定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 基 準 該 当 介

護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と 」 を 加 え る 。 

 第 五 十 六 条 第 四 項 中 「 係 る 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 」 の 下 に 「 （ 介 護 保 険 法 施 行 規 則 （ 平

成 十 一 年 厚 生 省 令 第 三 十 六 号 ） 第 八 十 三 条 の 九 第 一 号 ハ 及 び ニ に 規 定 す る 計 画 を 含 む 。 以

下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 十 二 項 中 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 」 の 下 に 「 （ 法 第 八 条 の

二 第 十 八 項 に 規 定 す る 介 護 支 援 事 業 を 行 う 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

 第 六 十 二 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 及 び 第 四 十 条 」

を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 二 か

ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中

「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 同 項 及 び 第 十 九 条 第 一 項 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 「 介 護 予 防 訪 問 入

浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め 、 「 第 五 十 三 条 ま で 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 十 一 条 の 三 第 一 項 中 「 介

護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 看 護 師 等 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪

問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 設 備 及 び 備 品 等 」 と 」 を

加 え る 。 

 第 六 十 五 条 第 一 項 中 「 者 （ 以 下 こ の 章 」 の 下 に 「 及 び 第 百 八 条 第 七 項 」 を 加 え る 。 

 第 六 十 九 条 第 一 項 中 「 第 十 四 項 」 を 「 第 十 五 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 又 は 」 を 「 若

し く は 」 に 改 め 、 「 伝 達 」 の 下 に 「 又 は サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 （ 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業

の 人 員 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に

関 す る 基 準 （ 平 成 十 八 年 厚 生 労 働 省 令 第 三 十 七 号 。 以 下 こ の 項 及 び 第 百 三 十 条 第 二 項 に お

い て 「 指 定 介 護 予 防 支 援 等 基 準 」 と い う 。 ） 第 三 十 条 第 九 号 に 規 定 す る サ ー ビ ス 担 当 者 会

議 を い う 。 第 百 八 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） 若 し く は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 （ 介 護 予 防

訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 （ 次 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を い

う 。 ） 又 は 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 （ 第 百 八 条 第 三 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通

所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を い う 。 ） の 作 成 の た め に 、 利 用 者 及 び 当 該 利 用 者 の 家 族 の 参

加 を 基 本 と し つ つ 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 、 指 定 介 護 予 防 支 援 等 基

準 第 二 条 に 規 定 す る 担 当 職 員 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位 置 付 け た 指 定 介 護 予 防 サ

ー ビ ス 等 （ 法 第 八 条 の 二 第 十 六 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 を い う 。 ） の 担 当 者

そ の 他 の 関 係 者 （ 第 七 項 及 び 第 百 八 条 第 七 項 に お い て 「 構 成 員 」 と い う 。 ） に よ り 構 成 さ

れ る 会 議 を い う 。 第 七 項 並 び に 第 百 八 条 第 二 項 及 び 第 七 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同

条 第 十 四 項 中 「 第 十 二 項 」 を 「 第 十 三 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 十 五 項 と し 、 同 条 第 七 項

か ら 同 条 第 十 三 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 条 第 六 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 
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７ 指 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 者 （ 第 百 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 を い

う 。 ） の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 等 を 通 じ て 、 利 用 者

の 病 状 、 心 身 の 状 況 、 希 望 及 び 置 か れ て い る 環 境 に 関 す る 情 報 を 構 成 員 と 共 有 し 、 介 護

予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標

を 踏 ま え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 内 容 に つ い て 整 合 性 の と れ た 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 計 画 を 作 成 し た 場 合 に あ っ て は 、 第 百 八 条 第 三 項 か ら 第 六 項 ま で に 規 定 す

る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 第 三 項 か

ら 前 項 ま で に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な す こ と が で き る 。 

第 七 十 二 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 及 び 第 四 十 条 」

を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 二 か

ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中

「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 同 項 及 び 第 十 九 条 第 一 項 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 「 介 護 予 防 訪 問 入

浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め 、 「 第 六 十 六 条 ま で 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 十 一 条 の 三 第 一 項 中 「 介

護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 理 学 療 法 士 等 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 指 定 介 護 予

防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 設 備 及 び 備 品 等 」 と 」

を 加 え る 。 

第 八 十 二 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 八 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 及 び 第 四 十 条 」

を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 二 か

ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中

「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 同 項 及 び 第 十 九 条 第 一 項 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 「 介 護 予 防 訪 問 入

浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め 、 「 第 七 十 六 条 ま で 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 十 一 条 の 三 第 一 項 中 「 介

護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 介 護 予 防 居 宅 療 養 管 理 指 導 従 業 者 」 と 、 同 条 第

二 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 設

備 及 び 備 品 等 」 と 」 を 加 え る 。 

 第 七 章 を 次 の よ う に 改 め る 。 

   第 七 章 削 除 

第 八 十 四 条 か ら 第 百 三 条 ま で 削 除  

第 百 六 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 利 用 料 等 の 受 領 ） 

第 百 六 条 の 二 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に

該 当 す る 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 者 に 提 供 し た 際 に は 、 当 該 利 用 者

か ら 利 用 料 の 一 部 と し て 、 当 該 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 係 る 介 護 予 防 サ

ー ビ ス 費 用 基 準 額 か ら 当 該 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 に 支 払 わ れ る 介

護 予 防 サ ー ビ ス 費 の 額 を 控 除 し て 得 た 額 の 支 払 を 受 け る も の と す る 。 

２ 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 法 定 代 理 受 領 サ ー ビ ス に 該 当 し な い

指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 者 に 提 供 し た 際 に 当 該 利 用 者 か ら 支 払 を 受

け る 利 用 料 の 額 と 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 係 る 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 用 基

準 額 と の 間 に 、 不 合 理 な 差 額 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 支 払 を 受 け る 額
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の ほ か 、 規 則 で 定 め る 費 用 の 額 の 支 払 を 利 用 者 か ら 受 け る こ と が で き る 。 
４ 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 前 項 の 費 用 の 額 に 係 る サ ー ビ ス の 提

供 に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 利 用 者 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内

容 及 び 費 用 に つ い て 説 明 を 行 い 、 当 該 利 用 者 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 

第 百 八 条 第 一 項 中 「 第 十 三 項 」 を 「 第 十 四 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 又 は 」 を 「 若 し

く は 」 に 改 め 、 「 伝 達 」 の 下 に 「 又 は サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 若 し く は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会

議 」 を 加 え 、 同 条 第 十 三 項 中 「 第 十 一 項 」 を 「 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 十 四 項 と

し 、 同 条 第 七 項 か ら 同 条 第 十 二 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 条 第 六 項 の 次 に 次 の 一 項 を

加 え る 。 

７ 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 指 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

事 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 （ 医 師 が 参 加 し た 場 合 に 限

る 。 ） の 開 催 等 を 通 じ て 、 利 用 者 の 病 状 、 心 身 の 状 況 、 希 望 及 び 置 か れ て い る 環 境 に 関

す る 情 報 を 構 成 員 と 共 有 し 、 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標 を 踏 ま え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 内 容 に つ い て 整

合 性 の と れ た 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を 作 成 し た 場 合 に あ っ て は 、 第 六 十

九 条 第 三 項 か ら 第 六 項 ま で に 規 定 す る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基

準 を 満 た す こ と を も っ て 、 第 三 項 か ら 前 項 ま で に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み

な す こ と が で き る 。 

 第 百 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 緊 急 時 の 対 応 ） 

第 百 八 条 の 二 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン の 提 供 を 行 っ て い る 間 に 利 用 者 に 病 状 の 急 変 が 生 じ た 場 合 そ の 他 必 要 な 場 合 に

は 、 速 や か に 主 治 の 医 師 へ の 連 絡 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

第 百 十 一 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。 

（ 定 員 の 遵 守 ） 

第 百 十 一 条 の 二 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 利 用 定 員 を 超 え て 指 定

介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 を 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 非 常 災 害 そ の 他

の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

（ 非 常 災 害 対 策 ） 

第 百 十 一 条 の 三 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 非 常 災 害 に 対 処 す る た

め 、 消 火 器 そ の 他 の 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 事 業 の 実 情 に 応 じ た 、 非 常 災 害 の 発

生 時 の 安 全 の 確 保 の た め に 必 要 な 組 織 体 制 、 行 動 手 順 、 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 連 絡 体 制

等 を 定 め た 具 体 的 計 画 を 作 成 し 、 並 び に 当 該 計 画 を 定 期 的 に 従 業 者 に 周 知 し な け れ ば な

ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 定 期 的 に 避

難 訓 練 、 救 出 訓 練 そ の 他 必 要 な 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

 第 百 十 四 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 五 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、

第 八 十 八 条 、 第 九 十 三 条 及 び 第 九 十 四 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十

八 条 の 二 及 び 第 四 十 一 条 の 四 か ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」

を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 同 項 及 び 第 十 五 条 中 「 訪 問 介 護 員 等 」
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を 「 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め る 。 

 第 百 二 十 一 条 第 二 項 中 「 第 八 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

 第 百 三 十 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 利 用 者 の 状 況 又 は 当 該 利 用 者 の 家 族 等 の 事 情 に よ り 、 指 定 介 護 予 防 支 援 等 基 準 第 二 条

に 規 定 す る 担 当 職 員 が 、 緊 急 に 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 を 受 け る こ と が 必 要 と 認

め た 者 に 対 し 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 に お い て 位 置 付 け ら れ て い な い 指 定 介 護 予 防 短 期

入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い

と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 則 で 定 め る 利 用 者 数 を 超 え て 、 静 養 室 に お

い て 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。 

 第 百 三 十 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 衛 生 管 理 等 ） 

第 百 三 十 条 の 二 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の 使 用 す る 施 設 、 食 器

そ の 他 の 設 備 及 び 飲 用 に 供 す る 水 に つ い て 、 衛 生 的 な 管 理 に 努 め 、 又 は 衛 生 上 必 要 な 措

置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 に お

い て 感 染 症 が 発 生 し 、 又 は ま ん 延 し な い よ う に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な

ら な い 。 

 第 百 三 十 二 条 中 「 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 四 十 条 、 第 九 十

四 条 及 び 第 九 十 五 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 、 第 四 十 一 条 の 四

か ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 及 び 第 百 十 一 条 の 三 」 に 改 め る 。 

 第 百 四 十 一 条 中 「 、 第 百 三 十 一 条 及 び 第 百 三 十 二 条 」 を 「 及 び 第 百 三 十 条 の 二 か ら 第 百

三 十 二 条 ま で 」 に 改 め る 。 

 第 百 四 十 三 条 の 見 出 し 中 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 所 等 」 を 「 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対

応 型 通 所 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め 、 同 条 中 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 所 （ 第 八 十 五 条 第 一

項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 所 を い う 。 ） 若 し く は 」 を 削 り 、 「 平 成 十 八 年 厚

生 労 働 省 令 第 三 十 六 号 」 の 下 に 「 。 以 下 こ の 項 及 び 第 百 九 十 五 条 第 三 項 に お い て 「 指 定 地

域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 」 と い う 。 」 を 、 「 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事

業 所 を い う 。 ） 」 の 下 に 「 若 し く は 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 （ 指 定 地

域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 第 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型

居 宅 介 護 事 業 所 を い う 。 ） 」 を 加 え 、 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 所 等 」 を 「 指 定 介 護 予

防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め る 。 

第 百 四 十 七 条 第 一 項 中 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 所 等 」 を 「 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応

型 通 所 介 護 事 業 所 等 」 に 改 め る 。 

 第 百 四 十 八 条 中 「 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 一 条 、 第 二 十 二 条 （ 第 六 項 及 び

第 七 項 を 除 く 。 ） 、 第 二 十 三 条 、 第 四 十 条 、 第 九 十 四 条 、 第 九 十 五 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の

三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 、 第 四 十 一 条 の 四 、 第 四 十 一 条 の 五 、 第 四 十 一 条 の 六 （ 第

六 項 及 び 第 七 項 を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 の 七 、 第 百 十 一 条 の 三 」 に 改 め 、 「 「 看 護 職 員 」

と 」 の 下 に 「 、 第 百 三 十 条 第 二 項 中 「 静 養 室 」 と あ る の は 「 静 養 室 等 」 と 」 を 加 え る 。 

 第 百 六 十 二 条 中 「 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 四 十 条 、 第 九 十

四 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 、 第 四 十 一 条 の 四 か ら 第 四 十 一 条
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の 七 ま で 、 第 百 十 一 条 の 三 」 に 改 め る 。 

 第 百 七 十 三 条 第 三 項 を 削 る 。 

 第 百 七 十 七 条 第 四 項 中 「 第 八 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

 第 百 八 十 六 条 中 「 第 十 四 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 三 十 九 条 、 第 四 十 条 、 第

九 十 四 条 及 び 第 九 十 五 条 」 を 「 第 三 十 八 条 の 二 か ら 第 四 十 条 ま で 、 第 四 十 一 条 の 四 か ら 第

四 十 一 条 の 七 ま で 、 第 百 十 一 条 の 三 及 び 第 百 三 十 条 の 二 」 に 改 め る 。 

 第 百 八 十 八 条 中 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 者 」 を 「 事 業 者 」 に 改 め る 。 

 第 百 九 十 三 条 第 四 項 中 「 第 八 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。 

 第 百 九 十 五 条 第 二 項 中 「 受 託 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 者 は 」 の 下 に 「 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

事 業 者 （ 法 第 四 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 を い う 。 ） 」 を 加 え 、 「 又

は 」 を 「 若 し く は 」 に 改 め 、 「 を い う 。 ） 」 の 下 に 「 又 は 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 の 三 第 一

項 に 規 定 す る 指 定 事 業 者 （ 次 項 に お い て 「 指 定 事 業 者 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 三 項

中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 」 を 「 指 定 訪 問 介 護 （ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス に 該 当 す る 指 定 訪 問 介

護 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 、 指 定 通 所 介 護 （ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス に 該 当 す る 指 定 通 所

介 護 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 「 、 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 」 を 削 り 、 「 指

定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予

防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 」 を 「 指 定 地 域 密 着

型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 」 に 改 め 、 「 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 」 の 下 に 「 並 び

に 法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事 業 （ 指 定 事 業 者 に よ り 行

わ れ る も の に 限 る 。 次 項 に お い て 「 指 定 第 一 号 訪 問 事 業 」 と い う 。 ） に 係 る サ ー ビ ス 及 び

同 号 ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事 業 （ 指 定 事 業 者 に よ り 行 わ れ る も の に 限 る 。 次 項 に お い て

「 指 定 第 一 号 通 所 事 業 」 と い う 。 ） に 係 る サ ー ビ ス 」 を 加 え 、 同 条 第 四 項 中 「 指 定 介 護 予

防 訪 問 介 護 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 看 護 及 び 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 」 を 「 次 に 掲 げ る 事 業 」 に

改 め 、 同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。 

一 指 定 訪 問 介 護 又 は 指 定 第 一 号 訪 問 事 業 に 係 る サ ー ビ ス 

二 指 定 通 所 介 護 又 は 指 定 第 一 号 通 所 事 業 （ 機 能 訓 練 を 行 う 事 業 を 含 む も の に 限 る 。 ）

に 係 る サ ー ビ ス 

三 指 定 介 護 予 防 訪 問 看 護 

 第 百 九 十 七 条 中 「 第 十 四 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 三 十 九 条 、 第 四 十 条 、 第

九 十 四 条 、 第 九 十 五 条 」 を 「 第 三 十 八 条 の 二 か ら 第 四 十 条 ま で 、 第 四 十 一 条 の 四 か ら 第 四

十 一 条 の 七 ま で 、 第 百 十 一 条 の 三 、 第 百 三 十 条 の 二 」 に 、 「 第 二 十 条 第 一 項 中 「 指 定 介 護

予 防 訪 問 介 護 事 業 所 」 と あ る の は 「 指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 及 び 受 託 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業

所 」 と 、 第 三 十 九 条 中 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型

介 護 予 防 特 定 施 設 従 業 者 」 と 、 第 四 十 条 第 二 項 中 「 第 三 十 二 条 か ら 第 三 十 五 条 ま で 」 と あ

る の は 「 第 百 八 十 八 条 か ら 第 百 九 十 二 条 ま で 」 と 」 を 「 第 三 十 九 条 中 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴

介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 介 護 予 防 特 定 施 設 従 業 者 」 と 、 第 四 十 条 第

二 項 中 「 第 三 十 二 条 か ら 第 三 十 五 条 ま で 」 と あ る の は 「 第 百 八 十 八 条 か ら 第 百 九 十 二 条 ま

で 」 と 、 第 四 十 一 条 の 四 第 一 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 所 」 と あ る の は 「 指 定

介 護 予 防 特 定 施 設 及 び 受 託 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 所 」 と 」 に 改 め る 。 

 第 二 百 十 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 及 び 第 四 十 条 」
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を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 及 び 第 四 十 一 条 の 四 か

ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 中 第 一 項 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項 中

「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め る 。 

第 二 百 十 三 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 二 十 条 、 第 二 十 一 条 、 第 二 十 二 条 （ 第

六 項 及 び 第 七 項 を 除 く 。 ） 、 第 二 十 三 条 、 第 四 十 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の

三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 、 第 四 十 一 条 の 四 、 第 四 十 一 条 の 五 、 第 四 十 一 条 の 六 （ 第

六 項 及 び 第 七 項 を 除 く 。 ） 、 第 四 十 一 条 の 七 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第

三 十 五 条 の 二 第 一 項 中 「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従

業 者 」 に 改 め る 。 

 第 二 百 二 十 四 条 中 「 第 八 条 、 第 九 条 、 第 十 四 条 、 第 十 九 条 か ら 第 二 十 三 条 ま で 、 第 四 十

条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 、 第 三 十 五 条 の 三 、 第 三 十 八 条 の 二 、 第 四 十 条 、 第 四 十 一 条 の 三

か ら 第 四 十 一 条 の 七 ま で 」 に 、 「 第 八 条 第 一 項 中 「 第 十 七 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 第 一 項

中 「 第 四 十 一 条 」 に 、 「 同 項 及 び 第 十 九 条 第 一 項 中 「 訪 問 介 護 員 等 」 を 「 「 介 護 予 防 訪 問

入 浴 介 護 従 業 者 」 に 改 め 、 「 第 二 百 十 八 条 ま で 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 十 一 条 の 三 第 一 項 中

「 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 従 業 者 」 と あ る の は 「 福 祉 用 具 専 門 相 談 員 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 指

定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 に 用 い る 浴 槽 そ の 他 の 設 備 及 び 備 品 等 」 と あ る の は 「 設 備 及 び 備

品 等 」 と 」 を 加 え る 。 

附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２ 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確 保 を 推 進 す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 。 以 下 こ の 項 及 び 附 則 第 八 項 に お い て 「 整 備 法 」

と い う 。 ） 附 則 第 十 一 条 又 は 第 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と

さ れ た 整 備 法 第 五 条 の 規 定 （ 整 備 法 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 に 限 る 。 ） に よ

る 改 正 前 の 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 こ の 項 及 び 附 則 第 五 項 に お い

て 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧

法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 （ 次 項 及 び 附 則 第 九 項 に お い て 「 旧 指

定 介 護 予 防 訪 問 介 護 」 と い う 。 ） 又 は 介 護 保 険 法 第 五 十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基

準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護

若 し く は こ れ に 相 当 す る サ ー ビ ス （ 附 則 第 四 項 に お い て 「 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 」

と い う 。 ） に つ い て は 、 こ の 条 例 （ 附 則 第 十 項 の 規 定 を 除 く 。 ） に よ る 改 正 前 の 三 重 県

指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 に

係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」

と い う 。 ） 第 四 条 か ら 第 三 十 一 条 ま で の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

３ 前 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 旧 条 例 第 五 条 第 二 項 及 び 第 四 項

並 び に 第 七 条 第 二 項 の 規 定 は 、 旧 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 の 事 業 を 行 う 者 が 介 護 保 険 法 第

百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事 業 （ 旧 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護

に 相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） に 係 る 指 定 事 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受

け て い る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 旧 条 例 の 規
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定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も の と

す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 旧 条 例 第 二 十 六 条 第 三 項

及 び 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 は 、 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 の 事 業 及 び 介 護 保 険 法 第

百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事 業 （ 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問

介 護 に 相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） を 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的

に 運 営 し て い る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 旧 条

例 の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る

も の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 七 条 第 二 項 

第 五 条 第 四 項 

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る  

指 定 訪 問 介 護 の 事 業 

指 定 訪 問 介 護 事 業 者 

三 重 県 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の

事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に

関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例

（ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第

十 四 号 。 以 下 「 指 定 居 宅 サ ー

ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ）

第 五 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で

に 規 定 す る 

指 定 訪 問 介 護 の 事 業 

指 定 訪 問 介 護 事 業 者 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 訪 問 事

業 の 

当 該 第 一 号 訪 問 事 業 

第 五 条 第 四 項 に 規 定 す る 第 一 号

訪 問 事 業 に 係 る 指 定 事 業 者 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 訪 問 事

業 の 

当 該 第 一 号 訪 問 事 業 

法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第

一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事

業 （ 前 条 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防

訪 問 介 護 に 相 当 す る も の と し て

市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） に 係

る 指 定 事 業 者 

 

第 二 十 六 条 第

三 項 

基 準 該 当 訪 問 介 護 （ 基 準 該 当

居 宅 サ ー ビ ス に 該 当 す る 訪 問

介 護 又 は こ れ に 相 当 す る サ ー

ビ ス を い う 。 第 二 十 八 条 第 二

項 に お い て 同 じ 。 ） の 事 業 

法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第

一 号 イ に 規 定 す る 第 一 号 訪 問 事

業 （ 基 準 該 当 介 護 予 防 訪 問 介 護 に

相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め

る も の に 限 る 。 ）  

第 二 十 八 条 第

二 項 

 

基 準 該 当 訪 問 介 護 の 事 業  

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 二 十 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項

に 規 定 す る 

第 二 十 六 条 第 三 項 に 規 定 す る 第

一 号 訪 問 事 業 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 訪 問 事

業 の 

  指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 訪 問 事  
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（ 介 護 予 防 通 所 介 護 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

５ 旧 法 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第

七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 （ 次 項 及 び 附 則 第 九 項 に お い て 「 旧 指 定 介 護 予 防 通 所

介 護 」 と い う 。 ） 又 は 法 第 五 十 四 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当 介 護 予 防 サ ー ビ ス

に 該 当 す る 旧 法 第 八 条 の 二 第 七 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 通 所 介 護 若 し く は こ れ に 相 当 す る

サ ー ビ ス （ 附 則 第 七 項 に お い て 「 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 」 と い う 。 ） に つ い て は 、

旧 条 例 第 八 条 及 び 第 九 条 （ 第 九 十 七 条 及 び 第 百 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 、

第 十 四 条 及 び 第 十 五 条 （ 第 九 十 七 条 及 び 第 百 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 、 第

二 十 条 及 び 第 二 十 一 条 （ 第 九 十 七 条 及 び 第 百 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 、 第

二 十 二 条 第 一 項 か ら 第 五 項 ま で （ 第 九 十 七 条 及 び 第 百 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限

る 。 ） 、 第 二 十 二 条 第 六 項 及 び 第 七 項 （ 第 九 十 七 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 、

第 八 十 四 条 か ら 第 九 十 七 条 ま で 、 第 九 十 九 条 か ら 第 百 二 条 ま で 、 第 百 四 十 三 条 及 び 第 百

四 十 七 条 第 一 項 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

６ 前 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 旧 条 例 第 八 十 五 条 第 三 項 及 び 第

八 十 七 条 第 六 項 の 規 定 は 、 旧 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 の 事 業 を 行 う 者 が 介 護 保 険 法 第 百 十

五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事 業 （ 旧 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 に 相

当 す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） に 係 る 指 定 事 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け て

い る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 旧 条 例 の 規 定 中

同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 旧 条 例 第 九 十 九 条 第 三 項

及 び 第 百 一 条 第 六 項 の 規 定 は 、 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 の 事 業 及 び 介 護 保 険 法 第 百

十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第 一 号 ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事 業 （ 旧 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介

護 に 相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） を 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に

 第 二 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 業 の  

第 八 十 七 条 第

六 項 

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 九 十 条 第 一 項 か ら 第 五 項 ま

で に 規 定 す る 

指 定 通 所 介 護 の 事 業 

指 定 通 所 介 護 事 業 者 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 通 所 事

業 の 

当 該 第 一 号 通 所 事 業 

第 八 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 第

一 号 通 所 事 業 に 係 る 指 定 事 業 者 

 

第 八 十 五 条 第

三 項 

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 八 十 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項

に 規 定 す る 

指 定 通 所 介 護 の 事 業 

指 定 通 所 介 護 事 業 者 （ 指 定 居

宅 サ ー ビ ス に 該 当 す る 通 所 介

護 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 八 十 七

条 に お い て 「 指 定 通 所 介 護 」

と い う 。 ） の 事 業 を 行 う 者 を

い う 。 同 条 に お い て 同 じ 。 ） 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 通 所 事

業 の 

当 該 第 一 号 通 所 事 業 

法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第

一 号 ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事

業 （ 前 条 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防

通 所 介 護 に 相 当 す る も の と し て

市 町 が 定 め る も の に 限 る 。 ） に 係

る 指 定 事 業 者 
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運 営 し て い る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 旧 条 例

の 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も

の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 整 備 法 附 則 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 指 定 を 受 け た も の と み な さ れ た 者 に 係 る こ の 条 例 に

よ る 改 正 後 の 三 重 県 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 介

護 予 防 サ ー ビ ス 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る

条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 百 九 十 五 条 第 二 項 の 適 用 に つ い て は 、 同 項

中 「 指 定 事 業 者 （ 」 と あ る の は 「 指 定 事 業 者 （ 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確

保 を 推 進 す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 附

則 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 指 定 を 受 け た も の と み な さ れ た 者 を 含 む 。 」 と す る 。 

９ 新 条 例 第 百 九 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 旧 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 を 行 う 事 業 者 及 び 旧

指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 を 行 う 事 業 者 が 受 託 介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 者 と な る 場 合 、 同 条 第

三 項 中 「 指 定 通 所 介 護 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 介 護 を い

う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 、 地 域 に お け る 医 療 及 び 介 護 の 総 合 的 な 確 保 を 推 進 す る た め

の 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 附 則 第 十 一 条 又 は 第

十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 法 第 五 条 に よ る 改 正 前

の 法 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 五 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予

防 サ ー ビ ス （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 旧 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） に 該 当 す る 旧

法 第 八 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 訪 問 介 護 （ 次 項 に お い て 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 介

護 」 と い う 。 ） 」 と 、 「 、 指 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 と あ る の は 「 、 指 定

介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 旧 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 該 当 す る 介 護 予 防 通 所 介

護 （ 次 項 に お い て 「 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 」 と い う 。 ） 」 と 、 同 条 第 四 項 第 一 号 中 「 指

定 訪 問 介 護 」 と あ る の は 「 指 定 訪 問 介 護 若 し く は 指 定 介 護 予 防 訪 問 介 護 」 と 、 同 項 第 二

号 中 「 指 定 通 所 介 護 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 介 護 若 し く は 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 」 と す

る 。 

 （ 旧 条 例 の 一 部 改 正 ） 

1
0  附 則 第 二 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 旧 条 例 の 一

 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 百 十 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項

に 規 定 す る 

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 通 所 事

業 の 

 

第 百 一 条 第 六

項  

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例

第 百 二 十 条 第 一 項 か ら 第 五 項

ま で に 規 定 す る 

基 準 該 当 通 所 介 護 の 事 業  

市 町 の 定 め る 当 該 第 一 号 通 所 事

業 の 
第 九 十 九 条 第 三 項 に 規 定 す る 第

一 号 通 所 事 業 

 

第 九 十 九 条 第

三 項 

基 準 該 当 通 所 介 護 （ 基 準 該 当

居 宅 サ ー ビ ス に 該 当 す る 通 所

介 護 又 は こ れ に 相 当 す る サ ー

ビ ス を い う 。 第 百 一 条 第 二 項

及 び 第 六 項 に お い て 同 じ 。 ）

 

法 第 百 十 五 条 の 四 十 五 第 一 項 第

一 号 ロ に 規 定 す る 第 一 号 通 所 事

業 （ 基 準 該 当 介 護 予 防 通 所 介 護 に

相 当 す る も の と し て 市 町 が 定 め

る も の に 限 る 。 ） 
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部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 八 十 七 条 中 第 六 項 を 第 七 項 と し 、 第 五 項 を 第 六 項 と し 、 第 四 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加

え る 。 

５ 前 項 た だ し 書 の 場 合 （ 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 設 備 を 利 用

し 、 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に 限 る 。 ）

に は 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 を 当 該 サ ー ビ ス の 提 供 の 開 始 前 に 知 事 に 届 け 出 る も の と す

る 。 

第 九 十 五 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 事 故 発 生 時 の 対 応 ） 

第 九 十 五 条 の 二 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 介 護 予 防 通 所 介

護 の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 市 町 村 、 当 該 利 用 者 の 家 族 、 当 該 利 用 者 に 係

る 介 護 予 防 支 援 事 業 者 等 に 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

２ 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ た 処 置 に

つ い て 記 録 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 の 提 供 に よ

り 賠 償 す べ き 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 損 害 賠 償 を 速 や か に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

４ 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 者 は 、 第 八 十 七 条 第 七 項 の 指 定 介 護 予 防 通 所 介 護 以 外 の

サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に 準 じ た 必 要

な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

  第 九 十 七 条 中 「 第 二 十 三 条 」 を 「 第 二 十 二 条 」 に 改 め る 。 

  第 百 二 条 中 「 、 第 二 十 三 条 」 を 削 る 。 
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 三 重 県 議 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 七 年 三 月 二 十 七 日 

                 三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 四 十 二 号 

   三 重 県 議 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 議 会 委 員 会 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

第 十 七 条 中 「 教 育 委 員 会 の 委 員 長 」 を 「 教 育 委 員 会 の 教 育 長 」 に 改 め る 。 

附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 六 年 法 律

第 七 十 六 号 ） 附 則 第 二 条 第 一 項 の 場 合 に お い て は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 議 会

委 員 会 条 例 第 十 七 条 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 議 会 委 員 会 条 例

第 十 七 条 の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 
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